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取り扱い上の注意
恒温恒湿器本体付属の取扱説明書の注意事項もご覧下さい。

このデジタルプログラム温湿度調節器は、いすゞ製作所
製造の恒温恒湿装置専用に作られておりますので、他の
装置への転用はできません。

エラーの検出機能は、必ずＯＮにしておいて下さい。
むやみにＯＦＦにすると重大な事故の原因になります。

このデジタルプログラム温湿度調節器には、温湿度調節
器本体とは別に独立した過熱防止器が一体で組み込まれ
ており、更に調節器本体内部にも上下限警報機能が備わ
っていますので必ず二重のプロテクトをかけて下さい。

このデジタルプログラム温湿度調節器には、誤操作や第
三者による無断変更防止のためのキーロック機能があり
ますので有効に活用して下さい。

分解、改造は絶対にしないで下さい。
内部の点検、調整、修理は販売店又は当社に依頼して下
さい。

プログラム温湿度調節器の特長

連続運転の他、タイマーによる３種類の自動運転、６ステップ１パターン、●

８ステップ２パターン、１０ステップ１パターンの勾配運転モードに加え、
これらのパターンを繋ぎ合わせるリンク機能２パターン等の豊富なプログラ
ム機能を備えています。

主調節器と同一性能で、明るいデジタル設定表示の別回路独立過熱防止器●

が一体で組み込まれています。

新開発の電気容量型湿度センサーが標準装備です。●

更に従来の乾湿球方式（オプション）にも対応しています。

１７種類の自己診断機能により、徹底した安全確保を計っています。●

RS-485の通信ポートを標準で装備しています。●

（外部とのインターフェースはオプションです ）。

１



１．各部の名称と機能

①測定温度表示器（ＴＰＶ表示器） ⑭加温ヒーターランプ

現在の槽内温度、パラメータ項目を表示します。 加温ヒーターに通電されている時に点灯します。

②設定温度表示器（ＴＳＶ表示器） ⑮温度オートチューニングランプ

現在設定されている温度、パラメータの設定値 オートチューニングの演算中は点滅し、演算終

エラーＮｏを表示します。 了時には消灯します。

③測定湿度表示器（ＨＰＶ表示器） ⑯加湿ヒーターランプ

現在の槽内湿度を表示します。温度が湿度制御 加温ヒーターに通電されている時に点灯します。

⑰湿度オートチューニングランプ可能範囲外にある場合はブランクになります。

オートチューニングの演算中は点滅し、演算終④設定湿度表示器（ＨＳＶ表示器）

現在設定されている相対湿度を表示します。 了時には消灯します。

⑱パワーキー温度が湿度制御可能範囲外にある場合はブラン

クになります。 本コントローラを運転状態にするキーです。

⑤過熱防止設定温度表示器 ⑲ラン、ストップキー

過熱防止器の設定温度を表示します。 選択されたモードで運転を開始したり、停止さ

せるキーです。⑥パターンＮｏ表示器

⑳モードキー選択されているパターンＮｏを表示します。

運転モードを選択するキーです。⑦ステップＮｏ表示器

シフトキー運転中のステップＮｏを表示します。パターン

Ｎｏが０の場合はブランクになります。 主設定の桁表示を右に移動させるキーです。

。⑧時間表示器 エンターキーと併せてキーロックにも使用します

主設定アップキータイマーの時間（設定、経過、残時間）及び

リピートの設定、経過、残留を表示します。 点滅している桁の数値を増加させるキーです。

主設定ダウンキー⑨上昇ランプ

勾配運転で温度の上昇ステップを運転中に点灯 点滅している桁の数値を減少させるキーです。

エンターキーします。

入力された設定値を記憶させるキーです。⑩係留ランプ

勾配運転で温度の係留ステップを運転中に点灯 ユーザー設定モードに入る時にも使用します。

します。 又、シフトキーと併せてキーロックにも使用し

ます。⑪下降ランプ

アドバンスキー勾配運転で温度の下降ステップを運転中に点灯

します。 自動入切モード及びステップパターン運転で強

制的に次のステップに進めるキーです。⑫自動入(TIME ON)ランプ

過熱防止設定アップキー自動入モードでタイマーの計時中に点灯します。

過熱防止設定の数値を増加させるキーです。⑬自動切(TIME OFF)ランプ

過熱防止設定ダウンキー自動切モードでタイマーの計時中に点灯します。

過熱防止設定の数値を増加させるキーです。

２



２．運転モードの種類

本器には７つのパターンがあり、１２種類のモードで運転出来ます。

パターン０は、連続運転及びタイマーによる自動運転のモードです。

パターン１，２，３，４は、ステップ毎に温度（湿度）と時間を指定する勾配運転モードで、

パターン１は６ステップ、パターン２，３はそれぞれ８ステップ、パターン４は１０ステップの

構成になっています。

なお、湿度には湿度単独での勾配機能はありませんので、変化する温度に追従する形での勾配運転

になります。

又、各パターン共、全ステップを使用しないで途中のステップでの運転終了設定が出来ます。

パターン５，６は上記のパターン１，２，３，４の４つのパターンから任意のパターンを任意の

順序で４連まで接続して運転するリンク運転モードです。

運転モード一覧表

パターン 運 転 モ ー ド 設定手順

Ｎｏ モード名称 概略内容 概要説明 詳細説明

連 続 運 転 タイマー不使用 ４ページ １５ページ

パターン０ 自動入り運転 タイマー使用 ４ページ １７ページ

自動切り運転 タイマー使用 ４ページ １９ページ

自動入り切り運転 タイマー使用 ４ページ ２２ページ

プログラム終了時運転停止 ５ページ ２５ページ

終了時プログラム
パターン１ 最大６ステップ勾配運転 ５ページ ３２ページ

指定温度、指定湿度保持

途中ステップで運転停止 ３６ページ

プログラム終了時運転停止 ６ページ ４１ページ

パターン２ 最大８ステップ勾配運転 終了時プログラム
６ページ ４９ページ

指定温度、指定湿度保持

プログラム終了時運転停止

パターン３ 最大８ステップ勾配運転 終了時 パターン２と同一のため省略プログラム

指定温度、指定湿度保持

プログラム終了時運転停止 ７ページ ５３ページ

パターン４ 最大１０ステップ勾配運転 終了時プログラム
８ページ ６３ページ

指定温度、指定湿度保持

パターン５ パターンリンク運転 ２～最大４パターン ８ページ ６８ページ

パターン６ パターンリンク運転 ２～最大４パターン ８ページ ７１ページ

３



T℃ 温度２．１ 《ＰＴＮ ０》連続運転モード CH1
連続運転モードは運転開始（ＲＵＮ）後直ぐに

加温、加湿制御を始めて、設定温度T(℃ 、設定）

湿度H(%RH)で ＳＴＯＰ キーが押されるまでT(℃) H%RH 湿度“ ” 、 CH2
H(%RH)を一定に保ち続ける運転モードです。

連続運転 t時間

２．２ 《ＰＴＮ ０》自動入運転モード

タイマーの時間（ｔ１）を設定して運転開始 T℃ 温度CH1
（ＲＵＮ）すると、設定された時間が経過するまで

待機状態（停止と同じ状態）を保ち、時間が経過し

た後に加温、加湿運転を開始します。 H%RH 湿度CH2
運転開始後は２．１の連続運転と同じく設定温度

T(℃)、設定湿度H(%RH)で“ＳＴＯＰ”キーが押

されるまでT(℃)、H(%RH)を一定に保ち続ける運転 ←t1→ ｔ時間

モードです。 自動入運転

T℃ 温度２．３ 《ＰＴＮ ０》自動切運転モード CH1
（ ） （ ）タイマーの時間 ｔ２ を設定して運転開始 ＲＵＮ

すると、直ぐに加温、加湿制御を始めて、設定温度

(T℃)設定湿度H(%RH)に到達してからタイマーの H%RH 湿度CH2
計時が始まってT(℃)、H(%RH)を一定に保ち続け、

設定時間が経過した後に自動的に運転終了となる運

転モードです。 ←――― t2 ―――→ ｔ時間

温度と湿度は設定条件によって設定値に到達する 自動切り運転

時点が違いますが、設定到達を検出するウェイト

主体を、温度主体、湿度主体、温度と湿度、ウェ

イト なしの４種から選択出来ます。※１

ウェイトなしの場合は“ＲＵＮ”すると直ちに計

時が始まります。

T℃ 温度２．４ 《ＰＴＮ ０》自動入切運転モード CH1
“ＲＵＮ”後(t1)経過するまで待機状態を保ち、

(t1)が経過した後に運転を開始して、設定温度

T(℃）設定湿度H(%RH)に到達するとタイマー(t2) H%RH 湿度CH2
の計時が始まってT(℃)、H(%RH)を一定に保ち続け、

設定時間(t2)が経過した後に自動的に運転終了とな

る運転モードです。 t1 ←――t2――→ ｔ時間← →

温度と湿度は設定条件によって設定値に到達する 自動入り切り運転
※１時点が違いますが、設定到達を検出するウェイト

主体を、温度主体、湿度主体、温度と湿度、ウェ

イトなしの４種から選択出来ます。

ウェイトなしの場合は( )が経過した後、直ちにt1
( )の計時が始まります。t2
※１ ９ページ ３．４参照

４



２.５ 《ＰＴＮ １》６ステップ勾配運転モード

2.5.1 プログラム終了時運転停止に設定した場合

注１、終了時の運転停止のための温度設定については１２ページ“３．いろいろな機能

プログラム終了時の運転停止設定”を参照して下さい。3.15
注２、温度縦軸の“RT”は室温を、湿度縦軸の“H0”は湿度運転なしを示します。

注３、湿度運転可能温度範囲については９ページ３．１を参照して下さい。

CH1 温度(℃)

T3

T1

RT

0

-T2

℃通過CH2 湿度(%RH) 0
H2

H1

H0

←STEP1 t1→ ←STEP2 t2→ ←STEP3 t3→ ←STEP4 t4→ ←STEP5 t5→ ←STEP6 t6→

このモードではステップ１からステップ６まで任意の角度で勾配をつけたり、一定温度を維持さ

せたりすることが出来ます。更に運転終了時の温度を（注１）に設定して運転すると、ステップ６

の（ｔ６）が経過した後自動的に運転が停止されます。

湿度のステップ１では、その時点の湿度からＨ１(%RH)に向かって制御が開始されます。

点からはステップ３の設定温度がマイナスになるので湿度制御は停止されますから、実際の湿度は

成り行きでの変化になります。そしてステップ５に入っても測定温度がマイナスである間は湿度制御

されず、点で測定が０℃を越えたところからＨ２(%RH)に向かって制御が再開されます。

湿度運転が停止されている区間の湿度は成り行き変化になります。

2.5.2 プログラム終了後の温度、湿度を設定した場合

注、温度縦軸の“RT”は室温を、湿度縦軸の“H0”は湿度運転なしを示します。

CH1 温度(℃)

T3

T1

TE

RT

0

-T2

℃通過CH2 湿度(%RH) 0
H2

 H1

HE

H0

STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4 STEP 5 STEP 6

← → ← → ← → ← → ← → ← →t 1 t 2 t 3 t 4 t 5 t 6

基本的には前項（2.5.1）と同様の運転モードですが、プログラム作成時にプログラム終了時の温度

湿度（ＴＥ （ＨＥ）を指定するとステップ６の（ｔ６）が経過した後にＴＥ(℃)，ＨＥ(%RH)を），

“ＳＴＯＰ”キーが押されるまで維持し続けられる運転モードです。

を０(%RH)に設定するとのように湿度運転なしで温度のみの運転になりプログラム終了後の湿度（ＨＥ）

ます。

湿度運転が停止されている区間の湿度は成り行き変化になります。

５



２.６ 《ＰＴＮ ２，３》８ステップ勾配運転モード
ＰＴＮ ２、ＰＴＮ ３共、同じステップ勾配運転モードです）（

2.6.1 プログラム終了時運転停止に設定した場合

注１、終了時の運転停止のための温度設定については１２ページ“３．いろいろな機能

プログラム終了時の運転停止設定”を参照して下さい。3.15
注２、温度縦軸の“RT”は室温を、湿度縦軸の“H0”は湿度運転なしを示します。

注３、湿度運転可能温度範囲については９ページ３．１を参照して下さい。

CH1 温度(℃)

T4

100

T3

T1

RT

0

-T2

℃通過CH2 湿度(%RH) 0
H2

H1



H0

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4 STEP5 STEP6 STEP7 STEP8

← → ← → ← → ← → ← → ← → ← → ← →t1 t2 t3 t4 t5 t6 t7 t8

２．５の《ＰＴＮ １》の６ステップを８ステップに増やしたパターンです。

このモードではステップ１からステップ８まで任意の角度で勾配をつけたり、一定温度を維持させた

りすることが出来ます。

更に運転終了時の温度を（注１）に設定して運転すると、ステップ８の（ｔ８）が経過した後自動的に

運転が停止されます。

湿度のステップ１の 点付近では、その時点の湿度からＨ１(%RH)に向かって制御が開始されます。

点からはステップ３の設定温度がマイナスになるので湿度制御は停止されますから、実際の湿度は

成り行きでの変化になります。そしてステップ５に入っても測定温度がマイナスである間は湿度制御

されず、点で測定温度が０℃を越えたところからＨ２(%RH)に向かって制御が再開されます。

点では次のステップ７の設定温度が１００℃を超えるため湿度運転は停止されます。

湿度運転が停止されている区間の湿度は成り行き変化になります。

2.6.2 プログラム終了後の温度、湿度を設定した場合

注、温度縦軸の“RT”は室温を、湿度縦軸の“H0”は湿度運転なしを示します。

CH1 温度(℃)

T4

100

T3

TE

T1

RT

0

℃通過-T2 100
℃通過CH2 湿度(%RH) 0

H2

HE

H1



 H0 

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4 STEP5 STEP6 STEP7 STEP8

← → ← → ← → ← → ← → ← → ← → ← →t1 t2 t3 t4 t5 t6 t7 t8
６



基本的には前項（2.6.1）と同様の運転モードですが、プログラム作成時にプログラム終了時の温度

湿度（ＴＥ （ＨＥ）を指定するとステップ８の（ｔ８）が経過した後にＴＥ(℃)，ＨＥ(%RH)を），

“ＳＴＯＰ”キーが押されるまで維持し続けられる運転モードです。

点で温度上図の場合 （ｔ８）が経過した後も温度が１００℃を超えているので湿度は運転されず、、 

(%RH)に向かって湿度運転が始まります。が１００℃以下になったところからＨＥ

を０(%RH)に設定すると のように湿度運転なしで温度のみの運転になります。運転終了後の湿度（ＨＥ） 

湿度運転が停止されている区間の湿度は成り行き変化になります。

２.７ 《ＰＴＮ ４》１０ステップ勾配運転モード

2.7.1 プログラム終了時運転停止に設定した場合

注１、終了時の運転停止のための温度設定については１２ページ“３．いろいろな機能

プログラム終了時の運転停止設定”を参照して下さい。3.15
注２、温度縦軸の“RT”は室温を、湿度縦軸の“H0”は湿度運転なしを示します。

注３、湿度運転可能温度範囲については９ページ３．１を参照して下さい。

CH1 温度(℃)

T4

100

T3

T5

T1

RT

0

℃-T2 1 0 0
℃通過 通過CH2 湿度(%RH) 0

H2

H3

H1



H0 

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4 STEP5 STEP6 STEP7 STEP8 STEP9 STEP10

← → ← → ← → ← → ← → ← → ← → ← → ← → ← →t1 t2 t3 t4 t5 t6 t7 t8 t9 t10

２．６の《ＰＴＮ ２，３》の８ステップを１０ステップに増やしたパターンです。

このモードではステップ１からステップ１０まで任意の角度で勾配をつけたり、一定温度を維持させた

りすることが出来ます。

更に運転終了時の温度を（注１）に設定して運転すると、ステップ１０の（ｔ１０）が経過した後自

動的に運転が停止されます。

湿度のステップ１の 点付近では、その時点の湿度からＨ１(%RH)に向かって制御が開始されます。

点からはステップ３の設定温度がマイナスになるので湿度制御は停止されます。

そしてステップ５に入っても測定温度がマイナスである間は湿度制御されず、点で測定温度が０℃

を越えたところからＨ２(%RH)に向かって制御が再開されます。

点では次のステップ７の設定温度が１００℃を超えるため湿度運転は停止されます。

ステップ９に入っても測定温度が１００℃を超えている間は湿度制御されず、 点で測定温度が

１００℃以下になったところからＨ３(%RH)に向かって制御が再開されます。

湿度運転が停止されている区間の湿度は成り行き変化になります。

７



2.7.2 プログラム終了後の温度、湿度を設定した場合

注、温度縦軸の“RT”は室温を、湿度縦軸の“H0”は湿度運転なしを示します。

CH1 温度(℃)

T4

100

T3

T5

TE

T1

RT

0

℃-T2 1 0 0
℃通過 通過CH2 湿度(%RH) 0

H2

H3

HE

H1



 H0 

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4 STEP5 STEP6 STEP7 STEP8 STEP9 STEP10

← → ← → ← → ← → ← → ← → ← → ← → ← → ← →t1 t2 t3 t4 t5 t6 t7 t8 t9 t10

基本的には前項（2.7.1）と同様の運転モードですが、プログラム作成時にプログラム終了時の温度

湿度（ＴＥ （ＨＥ）を指定するとステップ１０の（ｔ１０）が経過した後にＴＥ(℃)，ＨＥ(%RH)を），

“ＳＴＯＰ”キーが押されるまで維持し続けられる運転モードです。

点で上図の場合 （ｔ８）が経過した後も測定温度が１００℃を超えているので湿度は運転されず、、 

(%RH)に向かって湿度運転が始まります。測定温度が１００℃以下になったところからＨＥ

を０(%RH)に設定すると のように湿度運転なしで温度のみの運転になります。運転終了後の湿度（ＨＥ） 

湿度運転が停止されている区間の湿度は成り行き変化になります。

２.８ 《ＰＴＮ ５》リンク１運転モード

リンク運転モードは、前項までのＰＴＮ１、ＰＴＮ２、ＰＴＮ３、ＰＴＮ４の４つのパターンから

任意のパターンを任意の順序で４連まで接続して運転するモードです。 但し、ＰＴＮ０の定値運転

モード、自動入運転モード、自動切運転モード、自動入切運転モードは接続出来ません。

例えば、

ＲＵＮ→ ＰＴＮ３ ＰＴＮ２ ＰＴＮ４ ＰＴＮ１ →ＥＮＤ

このように４つのパターンを繋げて１つのプログラムとして運転することが出来ます。

今、ＰＴＮ１が６ステップ、ＰＴＮ２が８ステップ、ＰＴＮ３が８ステップ、ＰＴＮ４が１０ステップ

と、フルステップでパターンが出来ているとすると全部で３２ステップのプログラムとして運転する

ことが出来ます。 勿論、２パターン接続、３パターン接続で運転することも可能です。

又、各パターンに設定されている運転回数やタイムシグナル出力も、そのまま有効に機能します。

各パターンにプログラム終了後の温度、湿度が設定されている場合は無視され、接続されている最終

パターンに設定されている場合のみ有効となります。

２.９ 《ＰＴＮ ６》リンク２運転モード

２．８のリンク１運転モードと全く同じ機能です。

リンク１とは違う接続順序にして、別のプログラムとして運転出来ます。

例えば、

ＲＵＮ→ ＰＴＮ４ ＰＴＮ１ ＰＴＮ３ ＰＴＮ４ →ＥＮＤ

のような運転を行うことが出来ます。

８



３．いろいろな機能

３．１ 湿度運転と運転範囲について
湿度の運転可能温度範囲は０．１℃～１００．０℃です。
温度の設定値や測定値がこの範囲外になると、湿度の表示窓はブランクになり制御も停止します。
湿度の設定可能範囲は０～９９(%RH)、 ～９９(%RH)です。運転可能な湿度設定範囲は１
即ち、０（ゼロ）に設定すると湿度制御は行われなくなり、湿度の表示窓もブランクになります。

～９９(%RH)ですが、実際に目的の湿度で制御可能であるかどうかは、その装置の湿度設定範囲は１

調湿表の範囲（カタログ、仕様書等を参照）によります。又、調湿表の低温部、高温部、低湿部、

多湿部の境界領域付近では周囲の季節的条件や設置環境条件、更には装置の個体差等によって調湿表

に描かれている直線のようには実現出来ない場合があります。

３．２ オートチューニング機能
自動制御においては、比例動作（Ｐ動作 、積分動作（Ｉ動作 、微分動作（Ｄ動作）の３つの要素） ）
を最適な状態で組み合わせて動作させると最も理想的な制御が可能で、この制御方式をＰＩＤ制御
方式といいます。
ＰＩＤ制御において、人手でＰ，Ｉ，Ｄの各定数の値を正しく選定するには、高度な技術と永い経
験が必要となりますが、これをマイクロコンピュータが演算して自動的に読み込む機能がオートチ
ューニング機能です。
オートチューニングのかけ方等は１４ページ4.2.9を参照して下さい。

３．３ キーロック機能
温湿度調節部及び過熱防止部には、運転中の誤操作や、第三者による条件設定の無断変更等を防止す
るために、キーをロックする機能があります。
温湿度調節器のキーをロックすると過熱防止設定と“ＰＯＷＥＲ”キーを除く全てのキーが操作出来な
くなります。
過熱防止器のキーをロックすると過熱防止器の▲▼キーが操作出来なくなります。
キーのロックと解除の方法は、７４ページ５項キーロックを参照して下さい。

３．４ ウェイト機能
SVタイマー運転やステッププログラム運転等、

温度と時間を関連づけて運転する場合に、
測定温度が設定温度に到達するまで時間の
カウントを行わずに待機（WAIT）させる機能
です。 ⇒スタートと同時に計時が始まる
ウェイトなしに設定するとステップのスター ３－１図
トと同時に計時が始まります （３－１図）。
ウェイトの巾を設定すると測定温度が、設定 ＋側ウェイト巾

SVされたウェイト巾の中に入った時から計時が
始まります （３－２図） －側ウェイト巾。
従って、目的の温度でのみ正味で設定時間通
りの運転を行う場合には必須の設定になり
ます。 ⇒ここから計時が始まる
本器ではウェイトの主体を温度、湿度、温度 ３－２図
と湿度、ウェイトなしの４種の中から一つを
選択することが出来ます。 ここでは計時しない

SV３－１図、３－２図は温度の例ですが、湿度 温度

主体を選択すると３－３図のような動作にな
SVります。即ち、 点では温度が到達していま 湿度

すが湿度が到達していないので計時を開始せ
ず、 点で湿度が到達した時点から計時が開
始されます。 ⇒ここから計時が始まる
３－４図は“温度と湿度”が選択された場合 ３－３図
の動作で、点では湿度は到達しても温度が
到達しておらず、点では温度が到達したが ここでは計時しない

SV湿度がウェイト巾から外れているので、いず 温度

れも計時開始にはならず、点で始めて温度
SVと湿度の双方が到達状態になるので、この時 湿度

 点からの計時開始になります。
ウェイト巾は0.0～9.9(℃)、0～50(%RH)の巾
で設定出来、ゼロ(℃)又はゼロ(%RH)に設定す ⇒ここから計時が始まる
るとウェイト巾は±0.05(℃)、±0.5(%RH)に ３－４図
なります。

９



３．５ 勾配運転モードにおけるＰＶスタートについて
勾配運転プログラムでは、次のステップの温度

（湿度）まで時間と共に設定値を時々刻々直線
目的のSV的に変化させます。

パターンの最初（第１ステップ）の設定値の変
化の出だしを常に現在の温度と現在の湿度から
スタートさせるのがＰＶスタートで、その様子

現在のPVは３－５図のようになります。
ＰＶスタートでは当初から予定の勾配で運転さ

0(℃)れますが、ある温度巾／何分というような予定
0(%RH) ← ステップ１ → ← ステップ２ →勾配にするには現在のＰＶ値と目的のＳＶ値の

差からステップ１の時間を計算して決めるよう ３－５図 ＰＶスタート
にして下さい。

３．６ リピート機能
リピートは一つのパターンの最終ステップの運転が終わった時、そのパターンの最初のステップ
に戻って指定された回数だけ繰り返し運転を継続する機能です （３－６図）。
実行回数は１～９９回まで設定出来ます。０は設定出来ません。
１は実行回数が１回（繰り返しなし）で、２では ２回実行（１回繰り返し）になり、９９回では
無限繰り返しになります。
タイマー運転の場合は自動切運転モードと自動入切運転モードでリピート回数を設定出来ますが、
連続運転モードと自動入運転モードではリピート設定はありません。
自動入切運転モードではＣ点

STEP 1 の最初に戻るからＡ点（３－７図）に戻り
ますが、自動切モードの場合
はｔ１が存在しないのでＣ点
からＡ点に戻って直ちに昇温
動作に入りますが、既に設定
温度に到達している状態であ

STEP 1 STEP 2 → → → → 最終STEPり昇温の必要はないので、見
かけ上はＢ点に戻ることにな
りｔ２の時間を繰り返し回数 ３－６図
分だけ延長したのと同様の結
果になります （３－８図）。

C C
B

A A
ｔ１ ｔ２ ｔ２
－－－－→ －－－－－→ －－－－－－－－→

３－７図 ３－８図

３．７ タイムシグナル機能

プログラムパターンの特定のステップを運転中に、装置外部に接点信号を送って報知したり、他の装

置の制御に利用したりします。

本調節器ではタイムシグナルを２チャンネル持っており、パターンの作成時に任意のステップで任意
のチャンネルの出力をＯＮ又は、ＯＦＦに設定出来ます。
調節器内部の機能は標準で装備していますが、装置と外部を結ぶインターフェース部分は装置のオプ
ションになります。

３．８ ＰＶバイアス機能

実際の測定値に、設定したＰＶバイアス値を加算して表示する機能です。

調節器の表示値（ＰＶ）＝ 実際の測定値 ＋ ＰＶバイアス設定値
となります。マイナスのＰＶバイアス設定値を加えると減算表示になります。

この機能は、試料を実装した場合に、試料の量、かさ、配置等によって槽内の特定の部分や試料その

ものの温度が調節器の指示値と相違するような場合に、その差分を補正する時に利用します。

３．９ レコーダ出力と記録目盛調整機能

本調節器には、外部の記録計で温湿度を記録するための直流電圧出力が標準で装備されております。

出力電圧は温度、湿度共１～５Ｖで、１Ｖに相当する温度と湿度、５Ｖに相当する温度と湿度をそれ
ぞれ指定することが出来ます。
更に、温度の０℃と１００℃に相当する出力電圧に湿度の０％ＲＨ、１００％ＲＨを自動的に整合さ
せる機能も選択指定出来ます。
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、 、 。この機能を使うと 記録チャートの温度と湿度が同じ目盛になるので たいへん見易い記録が出来ます
又、湿度の記録出力は温度が湿度制御可能範囲外（０℃以下又は１００℃以上）では１Ｖとなります。

３．１０ アドバンス（ＡＤＶ）機能

パターンの、あるステップを運転中に“ＡＤＶ”キーを押すと、強制的に次のステップの最初に

進ませることが出来ます。

タイマー運転では自動入切モードの時のみアドバンスさせることが出来ます。

又、パターンプログラムの作成中に“ＡＤＶ”キーを押すと、設定すべき項目が次の項目に進み

ます。

設定例 ６９ページ、７２ページ３．１１ プログラムパターンのリンク機能

本器では、ＰＴＮ１（６ステップ 、ＰＴＮ２（８ステップ 、ＰＴＮ３（８ステップ 、ＰＴＮ４） ） ）

（１０ステップ）の４種類のプログラムパターンを作成して運転することが出来ますが、更に、これ

らのパターンから任意のパターンを選んで任意の配列で４パターンまで直列に接続して、２種類のリ

ンクプログラムを作成して運転する機能で、ＰＴＮ５がリンクプログラム１、ＰＴＮ６がリンクプロ

グラム２になります。但し、ＰＴＮ０の連続運転モード、自動入運転モード、自動切運転モード、

自動入切運転モードは接続出来ません。

ＰＴＮ１～４の各パターンがフルステップで作成されていて、４つのパターン全てを接続すると３２

ステップのリンクプログラムになります。

例えば、

ＲＵＮ→ ＰＴＮ３ ＰＴＮ２ ＰＴＮ４ ＰＴＮ１ →ＥＮＤ

このように４つのパターンを繋げて１つのプログラムとして運転することが出来ます。

これをＰＴＮ５（リンクプログラム１）として、更に、

ＲＵＮ→ ＰＴＮ４ ＰＴＮ１ ＰＴＮ３ ＰＴＮ４ →ＥＮＤ

のように、接続順を変えてＰＴＮ６（リンクプログラム２）とすれば、内容の違う２種類のリンクプ

ログラムとして運転することが出来ます。

又、４パターンの接続が必要でない場合には、最終パターンＮｏの後にゼロを入力すると以下の接続

は無視されて運転終了となります。

３．１２ 時間表示窓の表示内容とリピート回数の確認機能

時間表示窓の表示は基本的に以下のようになります。

“ＲＵＮ”キーが押される前（ＳＴＯＰ中）には  (RESET) と表示されています。

“ＲＵＮ”キーが押されて運転状態になると、設定された時間が「時間２桁、分２桁」の４桁で

表示され、時間の経過と共に減算（カウントダウン）されてゆきます。但し、連続運転モードの

場合はタイマーを使用していないので時間表示窓はブランクになります。

ウェイトが設定されている場合等で計時（時間のカウント）が始まる前には ． のよう

に４桁の数字だけが表示されていますが、計時が始まると   と、時間と分の間の

ドットが点滅して、時間の経過と共に減算されてゆきます。

時間計測中に△キー、▽キーを押すことで時間種別とリピート内容がモニタ出来ます。

△キーを押すと残り時間表示が経過時間 → 設定時間の順に変化します。

▽キーを押すと残り回数 → 実行回数 → 設定回数の順に変化します。

表示項目を示すため、表示窓の中のドットの位置が下図のようになります。

△キーで ▽キーで＊＊.＊.＊.
設定時間 設定回数

経過時間 実行回数

残り時間 残り回数

３．１３ 停電停止と停電復帰機能

停電があって、その後復旧して通電が再開された場合の装置の状態をユーザー設定モードで以下

の二動作を任意に選択出来ます。

実験の性質や組織の安全基準等に則って使い分けて下さい。

停電復帰動作（）ＯＮ 復電すると停電前に運転されていたモードで自動的に運転

を再開します。
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但し、停電発生時までの経過時間はメモリされていません

ので、そのステップの最初からの運転再開になります。

停電復帰動作（）ＯＦＦ 復電しても停止状態を維持します。

運転再開は、改めて“ＰＯＷＥＲ”キーをＯＮにして運転

開始操作をする必要があります。

設定例 ３７ページ３．１４ 実行ステップ数の設定

パターン１～パターン４のモードでフルにステップが必要でない場合には、温度と湿度の設定をそ

の前のステップと同じ値を入力し、時間設定をゼロ分に設定するとそれ以降のステップは実行され

ません。

又、設定画面もそれ以降のステップは飛ばされて実行回数の設定に移行します。

３．１５ プログラム終了時の運転停止設定

運転終了後の温度（ ）を、その装置の規格下限温度より０．１℃低く設定すると運転停止

になります。

つまり、最低温度が－２０℃の装置の場合には－２０．１℃、最低温度が－４０℃の装置の場合に

は－４０．１℃に設定します。

（７７ページ参照）３．１６ ユーザー設定の初期化

ユーザー設定画面で初期化（）を ＯＮ にすると下記の項目がメーカー出荷時の設定

値に初期化されます。元の数値が判らなくなった時に利用出来ます。

温度比例帯、温度積分時間、温度微分時間、湿度比例帯、湿度積分時間、湿度微分時間、

センサー補正量、温度上限警報、温度下限警報、温度上限出力リミット、レコーダースケール

ＬＢＡ時間、ＬＢＡデッドバンド。

３．１７ 実行中の設定変更

ステップの実行中に温度又は時間を変更した場合には、次回の実行から有効になります。

（７７ページ参照）３．１８ ループ断線警報機能（ＬＢＡ）

ループ断線警報（ＬＢＡ）はヒーターの断線、トライアックやＳＳＲの異常等による制御系（ループ）

内の異常について検出する機能です。

出力が１００％（又は出力リミッタ上限）以上、又は０％（又は出力リミッタ下限）以下になった

時点からＬＢＡ時間毎に測定値（ＰＶ）の変化量を監視し、ヒーターの断線やトライアックのショ

ートを検出します。

つまり、温湿度調節器の出力信号が０％以下の状態で継続しているにも関わらず、温度（湿度）が

上昇し続けるような場合はトライアックショートと、温湿度調節器の出力信号が１００％以上の状

態で継続しているにも関わらず、温度（湿度）が上昇しないような場合はヒーター断線と、それぞ

れ判定します。従って出力信号が１００％以上又は０％以下以外の制御出力状態ではＬＢＡの判断

は行われません。又、オートチューニングの実行中はＬＢＡ機能は働きません。

３．１９ ＬＢＡデッドバンド（ＬＢＤ）

ループ断線警報（ＬＢＡ）は外乱（扉の開閉等）により、制御系に異常がない時でも警報状態にな

ることがあります。

このため警報状態にならない領域（ＬＢＡデッドバンド）を設けます。

測定値（ＰＶ）がＬＢＤ領域内にある場合には、警報状態になる条件が揃っていても警報状態にな

らないのでＬＢＤの設定には十分注意する必要があります。

３．２０ 通信機能

本器にはＲＳ－４８５という規格で、コンピュータと通信を行える機能が標準で装備されています。

しかし、実際にコンピュータと通信を行うためにはコンピュータ本体は勿論、接続ケーブルや変換

器等の準備が必要になりますが、この部分はオプションになっています。

本器のユーザー設定項目の中に通信に関するものが２項目ありますが、通信を行わない場合にはこ

の項目は無視して下さい。
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４．操 作 方 法

４.１ 記 述 凡 例
次頁以降の記述は下記によります。

4.1.1 特記のない表示場所は全て調節器部（過熱防止器以外）の表示器とします。

4.1.2 表示内容欄の“＊＊．＊”は以前に入力された数値等不特定な数値を示します。

4.1.3 表示内容欄の“＊＊．＊”は塗りつぶし桁が点滅していることを示します。

4.1.4 表示場所欄のＴＰＶは温度ＰＶ、ＨＰＶは湿度ＰＶ、ＴＳＶは温度ＳＶ、ＨＳＶは湿度ＳＶを

示します。

4.1.5 この温湿度調節器で表示されるキャラクタ文字と略語については巻末の「温湿度調節器の表示

キャラクタ」に細述してありますので参照して下さい。

4.1.6 この取扱説明書及び制御一般に関する用語については巻末の「用語解説」に細述してありま

すので参照して下さい。

４.２ 基本的な操作方法

4.2.1 電源投入時の状態

ブレーカーを“ＯＮ”にすると約３秒後に過熱防止器の設定表示器が点灯します。

その他の表示器は全てブランクになっています。

過熱防止器は温度調節器とは別の独立した回路になっているので、この状態以降いつでも過熱

防止設定温度の変更とキーロックの設定、解除が出来ます。

4.2.2 過熱防止温度の設定方法

過熱防止温度設定用アップ、ダウンキー（▲▼キー）を押すと数値が変わります。

大幅に数値を変える場合には▲▼キーを押し続けると高速で変化します。

数値の点滅が終わると登録されます。

4.2.3 “ＰＯＷＥＲ”キーの“ＯＮ”と“ＯＦＦ”

本体の電源ブレーカ投入後“ＰＯＷＥＲ”キーを押すと温度調節器が通電状態となり、各表示

器が点灯します。

再度“ＰＯＷＥＲ”キーを押すと温度調節器の電源が切れて、過熱防止器以外の表示器がブラ

ンクになります。

4.2.4 “ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーの“ＯＮ”と“ＯＦＦ”

“ＰＯＷＥＲ”キーを“ＯＮ”にしても、この時点では未だ運転状態にはなりません。

“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーはＳＴＯＰ中は“ＲＵＮ”キーとして、ＲＵＮ中は“ＳＴＯＰ”

キーとして機能します。

各表示器には現在の槽内温度と前回の設定値が表示され、ＰＴＮ表示窓の数値が点滅して、更

に時間表示窓には“ ”と表示されております。

ここで、各種の設定項目を変更することが出来ますし、もし表示されている内容でよければ

“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押すとＰＴＮ表示窓の数値の点滅が止まり、時間表示窓がブラン

ク（時間が設定されている場合は時間表示）になって、装置が運転状態になります。

再度“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押すと装置は停止状態になります。

4.2.5 設定の変更手順

シフトキー（キー）により変更桁を選択してアップ、ダウンキー（▲▼キー）で数値を

変更します。

選択された桁では数値が点滅して変更可能であることを示します。

変更内容が“ＯＮ “ＯＦＦ”等の文字の場合には文字全体が点滅して変更可能であることを”

示します。

変更後に“ＥＮＴＥＲ”キーを押すことによって変更した数値が有効になります。

設定中に何の操作も行わないで１分が経過すると自動的に設定モードに入る前の画面に戻り

ます。
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4.2.6 温度設定におけるマイナス符号の入れ方

温度設定時には最初に温度ＳＶ表示窓の１００位桁の数字が点滅しています。

この時、▲▼キーで数値を変更しますが、０と９の間で“－”符号が出ますので、その後に

キーで桁を移動して１０位桁、１位桁、小数桁の順に数値を入力して“ＥＮＴＥＲ”キーを押

すとマイナスの温度が登録されます。

4.2.7 ＲＵＮ中の設定変更

ＲＵＮ中（運転中）であっても“ＭＯＤＥ”キーを押すと、4.2.10 及び４．３項以降の操作

手順に従って各種設定を変更することが出来ます。

《ＰＴＮ ０》の連続運転モードでの温度、湿度の設定の変更値は直ぐに反映されまこの場合、

すが、連続運転以外のモードや《ＰＴＮ ０》以外のパターンの変更設定値は次回の運転

（リピートが設定されている場合は次の繰り返しで変更点を通過する時）から反映されます。

4.2.8 設定値異常

温度の設定は、装置の最低温度から最高温度の範囲内で設定することが出来ます。

設定可能範囲を超えた値を入力すると、ＳＶ表示器に“”と設定可能な最高温度（最低

温度）が交互に３回点滅した後、設定可能な最高（最低）温度表示に変わります。

4.2.9 オートチューニング（ＡＴ）のかけ方

ＡＴはユーザー設定モードの中で、ＯＮ（かける）ＯＦＦ（かけない）を設定出来ます。

“ＥＮＴＥＲ”キーを５秒以上押し続けるとユーザー設定モードになります。

ユーザー設定モードに入るとＰＴＮ表示窓に“ ”の文字が表示されます。

最初にＰＶ表示窓に“ ”と表示されるので、▲▼キーでＯＮを選択して“ＥＮＴＥＲ”

キーを押すとＡＴランプが点滅してオートチューニングの実行が始まります。

表示は次のＡＬ Ｈの設定画面にうつりますが、そのまま“ＥＮＴＥＲ”キーを５秒間押し続

けると元の運転表示に戻ります。

もし“ ”以外の文字が表示されていたら“ＥＮＴＥＲ”キーを押す毎に表示内容が変わ

るので、ＰＶ表示窓に“ ”と表示されるまで“ＥＮＴＥＲ”キーを何回か押して下さい。

オートチューニングの演算が終わり、演算結果が読み込まれるとＡＴランプが消灯します。

ＡＴはＲＵＮ中（運転中）に限ってかけることが出来ます。ＳＴＯＰ中（停止中）に上記手順

でＯＮにしても“Ｅｒ１”を表示してＯＦＦに戻ってしまいます。

又、下記の条件の場合にはオートチューニングはキャンセル又は実行出来ません。

・パターンＮｏが“０”の連続運転以外の場合 ・・・・・・実行出来ません。。

・測定値（ＰＶ）が点滅している場合 ・・・・・・・・・・実行出来ません。。

注、ＰＶ値が点滅しているのは測定値が表示範囲外になっている場合です。

・実行中に設定変更を行った場合 ・・・・・・・・・・・・キャンセルされます。。

・実行中に停電があって復帰した場合 ・・・・・・・・・・キャンセルされます。。
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4.2.10 ＲＵＮする前の設定値の確認と修正

説明例

の２ステップ目の設定湿度の確認と４ステップ目の設定時間を《ＰＴＮ １》（２６ページ）

３０分から４０分に変更します。

“ＰＯＷＥＲ”キーはＯＮされているものとします。

手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

１ ▲▼キーにて ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏを１にする。

２ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “ ． ” 上位桁がフラッシュしている。ステップ１の設定状態になる  

ステップ１を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

３ “ＡＤＶ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “ ． ” 上位桁がフラッシュしている。ステップ２の設定状態になる  

ステップ２を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

４ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定湿度

ＴＳＶ表示器 “ ” 上位桁がフラッシュしている。

５０％に設定されていることが確認

出来る。

ステップ２ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

５ “ＡＤＶ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “ ． ” 上位桁がフラッシュしている。ステップ３の設定状態になる  

ステップ３は変更しないので ステップ３を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

次に進む。 “ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

６ “ＡＤＶ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “ ． ” 上位桁がフラッシュしている。ステップ４の設定状態になる  

ステップ４を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ４の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “ ” ３０分に設定されている。

８ ▲▼キーにて “ ”

“ ” 

４０分に変更。“ ”

変更完了。“ ”

９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦに設定されている 。 。

１０ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内温度を表示。．

ステップ１の待機画面に戻る ＴＳＶ表示器 “ ” 現在の設定温度７０．０℃。．

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” 現在の設定湿度５０％ＲＨ。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ“１”

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

以上で確認と変更を終わります。

要点

“ＭＯＤＥ”キーを押した後 “ＡＤＶ”キーを押す毎にステップが一つ１．パターンＮｏを選択して 、

ずつ進んで、そのステップの温度設定状態になります。

２．湿度の設定値や設定時間及びタイムシグナル設定は温度設定“ ”の後に続きますので、 

所定のステップまで進んだら“ＥＮＴＥＲ”キーでステップ内の所定の項目まで進んで下さい。

３．数値や文字を変更した後には必ず“ＥＮＴＥＲ”キーを押して下さい。

“ＥＮＴＥＲ”キーを押さずに“ＭＯＤＥ”キーを押してしまうと以前の設定のまヽになります。

１５



.３ 《ＰＴＮ ０》 ① 連続運転モード（定値運転）４

4.3.1 手順流れ図

設定から運転及び停止までの手順の概略を４．３図に示します。

流れ図の中で“Ｅ”は「 ＥＮＴＥＲ”キーを押す」の意味です。“

４．３図

4.3.2 設定手順の詳細

設定例の条件における設定から運転までの手順の詳細は以下の通りです。

【設定例】設定温度５６．０℃、設定湿度７８％ＲＨ、槽内初期温度２０．０℃

（運転開始後直ぐに制御を始めて５６．０℃、７８％ＲＨで一定に保つ）

温度CH1
℃56.0

湿度CH2
78%RH

t

手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

１ 電源ブレーカをＯＮにする 過熱防止部 “＊＊＊” 前回設定された温度を表示

２ 過熱防止▲▼キー にて ＳＶ表示器 希望運転温度より５～１０℃高

“ ” めの数値にする｡ 数値の点滅が止

“ ” まると登録完了。

３ “ＰＯＷＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 約３秒表示。続いて

“  ” 現在の槽内温度を表示。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＴＳＶ表示器 “＊＊．＊” 前回設定された温度を表示。

ＨＳＶ表示器 “＊＊” 前回設定された湿度を表示。

ＰＴＮ表示器 “＊” 前回設定されたパターンＮｏを表示。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

。時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す

４ ▲▼キーにて ＰＴＮ表示器 “” パターンＮｏを０にする。

５ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “” モード選択状態を示す。

６ ▲▼キーにて“” ＴＳＶ表示器 “” 連続運転モード

を選択する。 “” 自動入運転モード

“” 自動切運転モード

“” 自動入切運転モード

１６

“RUN/STOP”キー押す

“RUN/STOP”キー押す

▲▼で“ConT”を選択

パターンNo“０”を選択

運 転 停 止

電源ブレーカを切る

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＦＦ

運 転

Ｅ

Ｅ

Ｅ

“ＭＯＤＥ”キー押す

○▲▼で湿度を設定

○▲▼で温度を設定

“ＭＯＤＥ”キー押す

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＮ

過熱防止温度設定
過熱防止器表示点灯

電源ブレーカＯＮ

スタート



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

７ “ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。

表示なし。ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器

８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の５を入力する。

“ ．＊” １位の６を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

９ “ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定湿度

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

表示なし。ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器

１０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊” １０位の７を入力する。

“ ” １位の８を入力する。

１１ “ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “” モード選択状態に戻る。

ＴＳＶ表示器 “” 連続運転モードを示す。

１２ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内温度を表示。．

ＴＳＶ表示器 “ ” 現在の設定温度５６．０℃。．

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” 現在の設定湿度７８％ＲＨ。

ＰＴＮ表示器 “” パターンＮｏ“０”

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

。時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す

１３ “ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キー 時間表示器 表示消える タイマー不使用。

を押す。 ＰＴＮ表示器 “” パターンＮｏ“０”で運転。

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 点 灯 運転開始。

点灯又は点滅H.HEATﾗﾝﾌﾟ

１７



.４ 《ＰＴＮ ０》 ②自動入運転モード（設定時間経過後運転開始）４

4.4.1 手順流れ図

設定から運転及び停止までの手順の概略を４．４図に示します。

流れ図の中で“Ｅ”は「 ＥＮＴＥＲ”キーを押す」の意味です。“

４．４図

4.4.2 設定手順の詳細

設定例の条件における設定から運転までの手順の詳細は以下の通りです。

【設定例】設定温度５６．０℃、設定湿度７８％ＲＨ、３０分後に動作開始 槽内初期温度２０．０℃の場合

温度CH1
℃56.0

湿度CH2
78%RH

t

t 1

３０分

手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

１ 電源ブレーカをＯＮにする 過熱防止部 “＊＊＊” 前回設定された温度を表示

２ 過熱防止▲▼キー にて ＳＶ表示器 希望運転温度より５～１０℃高

“ ” めの数値にする｡ 数値の点滅が止

“ ” まると登録完了。

３ “ＰＯＷＥＲ"キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 約３秒表示。続いて

“  ” 現在の槽内温度を表示。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＴＳＶ表示器 “＊＊．＊” 前回設定された温度を表示。

ＨＳＶ表示器 “＊＊” 前回設定された湿度を表示。

ＰＴＮ表示器 “＊” 前回設定されたパターンＮｏを表示。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

。時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す

４ ▲▼キーにて ＰＴＮ表示器 “” パターンＮｏを０にする。

５ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “” モード選択状態を示す。

１８

スタート

“RUN/STOP”キー押す

パターンNo“０”を選択

“RUN/STOP”キー押す
▲▼で“STAT”を選択

運 転 停 止

電源ブレーカを切る

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＦＦ

運 転

“ＭＯＤＥ”キー押す

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＮ

過熱防止温度設定
過熱防止器表示点灯

電源ブレーカＯＮ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

自動入り時間を設定

“ＭＯＤＥ”キー押す

○▲▼で湿度を設定

○▲▼で温度を設定



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

６ ▲▼キーにて“” ＴＳＶ表示器 “” 連続運転モード

を選択する。 “” 自動入運転モード

“” 自動切運転モード

“” 自動入切運転モード

７ “ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。

表示なし。ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器

８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の５を入力する。

“ ．＊” １位の６を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

９ “ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＴＰＶ表示器 ” ” 設定湿度

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

表示なし。ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器

１０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊” １０位の７を入力する。

“ ” １位の８を入力する。

１１ “ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 自動入時間設定を示す。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

１２ ▲▼キーにて “＊＊＊” 自動入時間３０分を設定する。

“＊＊”

“＊”

“ ”

１３ “ＥＮＴＥＲ"キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “” モード選択状態に戻る。

ＴＳＶ表示器 “” 自動入運転モードを示す。

１４ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内温度を表示。．

ＴＳＶ表示器 “ ” 現在の設定温度５６．０℃。．

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” 現在の設定湿度７８％ＲＨ。

ＰＴＮ表示器 “” パターンＮｏ"０"

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

。時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す

１５ “ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キー TIME ONﾗﾝﾌﾟ 点 灯 自動入モードを示す。

を押す。 時間表示器 “” 残時間３０分を示す。

“” １分経過、残時間２９分を示す。

↓ ↓

“” ２９分経過、残時間１分を示す。

表示消える ３０分経過、残時間０分を示す。

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 点 灯 運転開始。

点灯又は点滅H.HEATﾗﾝﾌﾟ

待機運転中に“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押すとタイマーはリセットされ、再度“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”

キーが押された時は最初の設定時間からのスタートになります。運転中に運転を一時停止させる時は再度

“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押します。

運転を終了する場合は“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押してから“ＰＯＷＥＲ”キーを押して下さい。

１９



.５ 《ＰＴＮ ０》 ③自動切運転モード（ウェイト主体＝温度）４

（設定温度に到達してから設定時間経過後運転終了）

4.5.1 手順流れ図

設定から運転及び停止までの手順の概略を４．５図に示します。

流れ図の中で“Ｅ”は「 ＥＮＴＥＲ”キーを押す」の意味です。“

４．５図

4.5.2 設定手順の詳細

設定例の条件における設定から運転までの手順の詳細は以下の通りです。

【設定例】設定温度５６．０℃、設定湿度７８％ＲＨ、設定時間１時間３０分、リピート（繰り返し）なし、

温度ウェイト巾２℃、湿度ウェイト巾３％ＲＨ、ウェイト主体は温度、槽内初期温度２０．０℃の場合

温度CH1
℃56.0

湿度CH2
78%RH

t

t 2

１時間３０分

手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

１ 電源ブレーカをＯＮにする 過熱防止部 “＊＊＊” 前回設定された温度を表示

２ 過熱防止▲▼キー にて ＳＶ表示器 希望運転温度より５～１０℃高

“ ” めの数値にする｡ 数値の点滅が止

“ ” まると登録完了。

３ “ＰＯＷＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 約３秒表示。続いて

“  ” 現在の槽内温度を表示。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＴＳＶ表示器 “＊＊．＊” 前回設定された温度を表示。

ＨＳＶ表示器 “＊＊” 前回設定された湿度を表示。

ＰＴＮ表示器 “＊” 前回設定されたパターンＮｏを表示。

２０

スタート

“RUN/STOP”キー押す

▲▼で“SToP”を選択

パターンNo“０”を選択

運 転 停 止

電源ブレーカを切る

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＦＦ

運 転

Ｅ

Ｅ

○▲▼で温度を設定

“ＭＯＤＥ”キー押す

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＮ

過熱防止温度設定
過熱防止器表示点灯

電源ブレーカＯＮ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

ウェイト主体の選択

湿度ウェイト巾の設定

温度ウェイト巾の設定

リピート回数の設定

自動切り時間を設定

“ＭＯＤＥ”キー押す○▲▼で湿度を設定



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

３の続き ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

。時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す

４ ▲▼キーにて ＰＴＮ表示器 “” パターンＮｏを０にする。

５ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “” モード選択状態を示す。

６ ▲▼キーにて“ ” ＴＳＶ表示器 “” 連続運転モード

を選択する。 “” 自動入運転モード

“” 自動切運転モード

“” 自動入切運転モード

７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。

表示なし。ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器

８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の５を入力する。

“ ．＊” １位の６を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定湿度

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

表示なし。ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器

１０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊” １０位の７を入力する。

“ ” １位の８を入力する。

１１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 自動切時間設定を示す。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

１２ ▲▼キーにて “＊＊＊” 自動切時間１時間３０分を設定

“＊＊” する。

“ ＊”

“ ” 

１３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” リピート回数設定。

１４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

“ ＊”

“ ” ０１（リピートなし）を設定。

１５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 温度のウェイト巾設定。

１６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

“ ＊”

“ ” ２．０（２．０℃）を設定。

１７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 湿度のウェイト巾設定。

１８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

“ ＊”

“  ” ０３（３％）を設定。

１９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ウェイト主体の設定。

２０ ▲▼キーにて” ” ＴＳＶ表示器 “ ” 温度主体のウェイト 

を選択する。 “ ” 湿度主体のウェイト

“ ” 温度と湿度のウェイトが有効

ウェイトなし“ ”

２１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＰＶ表示器 “” モード選択状態に戻る。

ＳＶ表示器 “” 自動切運転モードを示します。

２２ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内温度を表示。．

ＴＳＶ表示器 “ ” 現在の設定温度５６．０℃。．

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” 現在の設定湿度７８％ＲＨ。

ＰＴＮ表示器 “” パターンＮｏ"０"

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

。時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す

２１



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

２３ “ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キー TIME OFFﾗﾝﾌﾟ 点 灯 自動切モードを示す。

を押す。 時間表示器 “” 残時間１時間３０分を示す。

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 点 灯 運転開始

点 滅 設定温度に到達すると計時開始

H.HEATﾗﾝﾌﾟ 点灯又は点滅 運転開始

、 。時間表示器 “” １分経過 残時間１時間２９分を示す

↓ ↓

、 。“” １時間２９分経過 残時間１分を示す

、 。表示消える １時間３０分経過 残時間０分を示す

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 消 灯 運転終了

H.HEATﾗﾝﾌﾟ

設定温度に到達した後の係留運転中に“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押すとタイマーはリセットされ、

再度“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーが押された時は最初の設定時間からのスタートになります。

運転を終了する場合は“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押してから“ＰＯＷＥＲ”キーを押して下さい。

２２



.６ 《ＰＴＮ０》②+③自動入切運転モード（ウェイト主体＝温度）４

（設定時間経過後運転開始、設定温度に到達し設定時間経過後運転終了）

4.6.1 手順流れ図

設定から運転及び停止までの手順の概略を４．６図に示します。

流れ図の中で“Ｅ”は「 ＥＮＴＥＲ”キーを押す」の意味です。“

４．６図

4.6.2 設定手順の詳細

設定例の条件における設定から運転までの手順の詳細は以下の通りです。

【設定例】設定温度５６．０℃、設定湿度７８％ＲＨ、自動入時間３０分、自動切時間１時間３０、槽内初期温度２０．０℃

リピート（繰り返し）なし、温度ウェイト巾２℃、湿度ウェイト巾３％ＲＨ、ウェイト主体は温度

温度CH1
℃56.0

湿度CH2
78%RH

t

t 1 t 2

３０分 １時間３０分

手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

１ 電源ブレーカをＯＮにする 過熱防止部 “＊＊＊” 前回設定された温度を表示

２ 過熱防止▲▼キー にて ＳＶ表示器 希望運転温度より５～１０℃高

“ ” めの数値にする｡ 数値の点滅が止

“ ” まると登録完了。

３ “ＰＯＷＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 約３秒表示。続いて

“  ” 現在の槽内温度を表示。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＴＳＶ表示器 “＊＊．＊” 前回設定された温度を表示。

ＨＳＶ表示器 “＊＊” 前回設定された湿度を表示。

ＰＴＮ表示器 “＊” 前回設定されたパターンＮｏを表示。

２３

スタート

“RUN/STOP”キー押す

▲▼で“SASP”を選択

パターンNo“０”を選択

運 転 停 止

電源ブレーカを切る

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＦＦ

運 転

“ＭＯＤＥ”キー押す

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

自動入り時間を設定

ウェイト主体の選択

湿度ウェイト巾の設定

温度ウェイト巾の設定

リピート回数の設定

自動切り時間を設定

○▲▼で湿度を設定

Ｅ

○▲▼で温度を設定

“ＭＯＤＥ”キー押す

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＮ

過熱防止温度設定
過熱防止器表示点灯

電源ブレーカＯＮ



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

３の続き ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

。時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す

４ ▲▼キーにて ＰＴＮ表示器 “” パターンＮｏを０にする。

５ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “” モード選択状態を示す。

６ ▲▼キーにて“” ＴＳＶ表示器 “” 連続運転モード

を選択する。 “” 自動入運転モード

“” 自動切運転モード

“” 自動入切運転モード

７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。

表示なし。ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器

８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の５を入力する。

“ ．＊” １位の６を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定湿度

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

表示なし。ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器

１０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊” １０位の７を入力する。

“ ” １位の８を入力する。

１１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 自動入時間設定を示す。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

１２ ▲▼キーにて “＊＊＊” 自動入時間３０分を設定する。

“＊＊”

“＊”

“ ”

１３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 自動切時間設定を示す。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

１４ ▲▼キーにて “＊＊＊” 自動切時間１時間３０分を設定

“＊＊” する。

“ ＊”

“ ” 

１５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” リピート回数設定。

１６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

“ ＊”

“ ” ０１（リピートなし）を設定。

１７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 温度のウェイト巾設定。

１８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

“ ＊”

“ ” ２．０（２．０℃）を設定。

１９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 湿度のウェイト巾設定。

２０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

“ ＊”

“  ” ０３（３％）を設定。

２１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ウェイト主体の設定。

２２ ▲▼キーにて“ ” ＴＳＶ表示器 “ ” 温度主体のウェイト 

を選択する。 “ ” 湿度主体のウェイト

“ ” 温度と湿度のウェイトが有効

ウェイトなし“ ”

２３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＰＶ表示器 “” モード選択状態に戻る。

ＳＶ表示器 “ ” 自動入切運転モードを示します。

２４



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

２４ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内温度を表示。．

ＴＳＶ表示器 “ ” 現在の設定温度５６．０℃。．

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” 現在の設定湿度７８％ＲＨ。

ＰＴＮ表示器 “” パターンＮｏ"０"

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

。時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す

２５ “ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キー TIME ONﾗﾝﾌﾟ 点 灯 自動入モード待機中を示す。

を押す。 TIME OFFﾗﾝﾌ 消 灯 自動切モードを示す。

時間表示器 “” 残時間３０分を示す。

“” １分経過、残時間２９分を示す。

↓ ↓

“” ２９分経過、残時間１分を示す。

表示消える ３０分経過、残時間０分を示す。

TIME ONﾗﾝﾌﾟ 消 灯 自動入モード終了を示す。

TIME OFFﾗﾝﾌ 点 灯 自動切モード運転中を示す。

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 点 灯 運転開始。

点 滅 設定温度に到達すると計時開始。

H.HEATﾗﾝﾌﾟ 点灯又は点滅 運転開始。

、 。時間表示器 “” １分経過 残時間１時間２９分を示す

↓ ↓

、 。“” １時間２９分経過 残時間１分を示す

、 。表示消える １時間３０分経過 残時間０分を示す

TIME OFFﾗﾝﾌ 消 灯 自動切モード終了を示す。

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 消 灯 運転終了

H.HEATﾗﾝﾌﾟ

計時中に“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押すとタイマーはリセットされ、再度“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”

キーが押された時は最初の設定時間からのスタートになります。

運転を終了する場合は“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押してから“ＰＯＷＥＲ”キーを押して下さい。

２５



（プログラム終了時運転終了）４.７ 《ＰＴＮ １》 ６ステップ勾配運転モード

4.7.1 手順流れ図

設定から運転及び停止までの手順の概略を４．７図に示します。

流れ図の中でＥは「 ＥＮＴＥＲ”キーを押す 、Ｙは「ＹＥＳ」Ｎは「ＮＯ」の意味です。“ 」

４．７図

4.7.2 設定手順の詳細

設定例の条件における設定から運転までの手順の詳細は以下の通りです。

【設定例】 設定温度 設定湿度 設定時間 設定温度 設定湿度 設定時間

STEP 1 70.0℃ 50%RH 1時間00分 STEP 4 －15.0℃ －－－ 30分

STEP 2 70.0℃ 50%RH 45分 STEP 5 80.0℃ 60%RH 1時間35分

STEP 3 －15.0℃ －－－ 1時間15分 STEP 6 80.0℃ 60%RH 50分

装置温度仕様 －２０．０～１５０．０℃、リピート（繰り返し）なし、温度ウェイト巾２℃、湿度ウェイト巾３％ＲＨ

ウェイト主体は温度、タイムシグナル１，２は各ステップ共ＯＦＦ、 槽内初期温度２０．０℃

CH1 温度(℃)

80.0

70.0

20.0

0.0

-15.0

CH2 湿度(%RH)

60

50

STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4 STEP 5 STEP 6

分1時間 45分 1時間15分 30分 1時間35分 50
２６

スタート

“RUN/STOP”キー押す

パターンNo“１”を選択

Ｅ

Ｅ

運 転 終 了

電源ブレーカを切る

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＦＦ

運 転

“ＭＯＤＥ”キー押す

ステップ１の設定状態

ウェイト主体の選択

運転終了温度の設定

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

湿度ウェイト巾の設定

温度ウェイト巾の設定

リピート回数の設定

ＯＮ／ＯＦＦを選択
タイムシグナル２の

ＯＮ／ＯＦＦを選択
タイムシグナル１の

の時間を設定
○▲▼でステップｎ

の湿度を設定
○▲▼でステップｎ

の温度を設定
○▲▼でステップｎ

“ＭＯＤＥ”キー押す

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＮ

過熱防止温度設定
過熱防止器表示点灯

電源ブレーカＯＮ

次のステップ？
Ｙ

Ｎ

温度範囲？

Ｎ

Ｙ

湿度運転可能



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

１ 電源ブレーカをＯＮにする 過熱防止部 “＊＊＊” 前回設定された温度を表示

２ 過熱防止▲▼キー にて ＳＶ表示器 希望運転温度より５～１０℃高

“ ” めの数値にする｡ 数値の点滅が止

“ ” まると登録完了。

３ “ＰＯＷＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 約３秒表示。続いて

“  ” 現在の槽内温度を表示。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＴＳＶ表示器 “＊＊．＊” 前回設定された温度を表示。

ＨＳＶ表示器 “＊＊” 前回設定された湿度を表示。

ＰＴＮ表示器 “＊” 前回設定されたパターンＮｏを表示。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

４ ▲▼キーにて ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏを１にする。

５ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ１の設定状態になる

ステップ１を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の７を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定湿度

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

ステップ１ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊” １０位の５を入力する。

“ ” １位の０を入力する。

９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ１の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

１０ ▲▼キーにて “＊＊＊”

“ ＊＊”

“ ＊”

 １時間設定“ ”

１１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ１ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

１２ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

１３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ１ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

１４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

１５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ２の設定状態に変わ

る ステップ２を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

１６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の７を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

１７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定湿度

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

ステップ２ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

２７



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

１８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊” １０位の５を入力する。

“ ” １位の０を入力する。

１９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ２の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

２０ ▲▼キーにて “＊＊＊”

“ ＊＊”

“ ＊”

４５分設定“ ”

２１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ２ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

２２ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

２３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ２ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

２４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

２５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ３の設定状態に変わ

る ステップ３を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

２６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の－を入力する。

“ ＊．＊” １０位の１を入力する。

“ ．＊” １位の５を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

２７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ３の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。（設定温度が０℃以下なので

湿度設定はジャンプされる）

２８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “＊＊＊”

“ ＊＊”

“ ＊”

１時間１５分設定“ ”

２９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 ”  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 ” ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ３ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

３０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

３１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ３ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

３２ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

３３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ４の設定状態に変わ

る ステップ４を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

３４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の－を入力する。

“ ＊．＊” １０位の１を入力する。

“ ．＊” １位の５を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

３５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ４の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

３６ ▲▼キーにて “＊＊＊”

“ ＊＊”

“ ＊”

３０分設定“ ”
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手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

３７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 ” ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。（設定温度が０℃以下なので

湿度設定はジャンプされる） ステップ４ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

３８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

３９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ４ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

４０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

４１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ５の設定状態に変わ

る ステップ５を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

４２ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の８を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

４３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定湿度

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

ステップ５ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

４４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊” １０位の６を入力する。

“ ” １位の０を入力する。

４５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ５の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

４６ ▲▼キーにて “ ＊＊＊”

“ ”＊＊

“ ”＊

１時間３５分設定“ ”

４７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ５ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

４８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

４９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ５ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

５０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

５１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ６の設定状態に変わ

る ステップ６を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

５２ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の８を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

５３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定湿度

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

ステップ６ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

５４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊” １０位の６を入力する。

“ ” １位の０を入力する。

５５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ６の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。
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手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

５６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊”

“ ”＊＊

“ ”＊

５０分設定“ ”

５７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ６ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

５８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

５９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ６ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

６０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

６１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” リピート回数設定。

６２ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

“ ＊”

“ ” ０１（リピートなし）を設定。

６３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 温度のウェイト巾設定。

６４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

“ ＊”

“ ” ２．０（２．０℃）を設定。

６５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 湿度のウェイト巾設定。

６６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

“ ＊”

“  ” ０３（３％）を設定。

６７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” プログラム終了時の温度を設定。

装置の最低温度が－２０．０℃なの

で－２０．１℃に設定すると、プロ

グラム終了時運転停止になる。

６８ 以下の操作はＴＳＶ表示器の表示内容によって次の手順番号が変わります。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 手順６９へ

“ ” 手順７１へ

６９ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の－を入力する。

“ ＊．＊” １０位の２を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の１を入力する。 

７０ “ＥＮＴＥＲ”キーを押して

手順７２へ

７１ ＴＳＶ表示器 “ ” 既に前回の設定で－２０．１℃に設

定されており“ＯＦＦ”モードにな

“ＥＮＴＥＲ”キーを押して っていることを示す。

手順７２へ そのまま“ＥＮＴＥＲ”キーを押す。

７２ 手順７０、７１より ＴＰＶ表示器 “ ” ウェイト主体の設定。

７３ ▲▼キーにて“ ” ＴＳＶ表示器 “ ” 温度主体のウェイト 

を選択する。 “ ” 湿度主体のウェイト

“ ” 温度と湿度のウェイトが有効

ウェイトなし“ ”

７４ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “ ． ” 上位桁がフラッシュする。ステップ１の設定状態に戻る  

ステップ１を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ“１”

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。
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手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

７５ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内温度を表示。．

ＴＳＶ表示器 “ ” 現在の設定温度７０．０℃。．

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” 現在の設定湿度５０％ＲＨ。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ“１”

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

７６ “ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キー ＴＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内温度を表示。．

を押す。 ＴＳＶ表示器 “ ” 現在の設定温度７０．０℃。．

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” 現在の設定湿度５０％ＲＨ。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ１で運転開始。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” ステップ１を運転中。

△ランプ 点 灯 昇温ステップを示す。

時間表示器 “” 残時間１時間００分を示す。

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 点灯又は点滅

H.HEATﾗﾝﾌﾟ 点灯又は点滅

、 。時間表示器 “” １分経過 残時間０時間５９分を示す

↓ ↓

“” ５９分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ２に変わる

△ランプ 消 灯 昇温ステップの終了。

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ２の設定温度７０．０℃。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ２の設定湿度５０％ＲＨ。

時間表示器 “” ステップ２の設定時間４５分を示す。

“” １分経過、残時間４４分を示す。

↓ ↓

“” ４４分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ３に変わる

□ランプ 消 灯 キープステップの終了。

ランプ 点 灯 ステップを示す。▽ 降温

ＴＰＶ表示器 “．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ３の設定温度－１５．０℃。

設定温度が湿度運転可能温度範囲ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器 “ ” 。外のためブランクになる

時間表示器 “ ” ステップ３の設定時間１時間１５分。

、 。“ ” １分経過 残時間１時間１４分を示す

↓ ↓

、 。“” １時間１４分経過 残時間１分を示す

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ４に変わる

ランプ 消 灯 温ステップの終了。▽ 降

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “ ．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ４の設定温度－１５．０℃。

時間表示器 “” ステップ４の設定時間３０分を示す。

“” １分経過、残時間２９分を示す。

↓ ↓

“” ２９分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ５に変わる

□ランプ 消 灯 キープステップの終了。

ランプ 点 灯 ステップを示す。△ 昇温

ＴＰＶ表示器 “ ．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ５の設定温度８０．０℃。
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手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

現在温度が湿度運転可能温度範囲７６の続き ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器 “ ” 。外のためブランクになる

湿度運転可能温度↓ 現在の槽内温度が

ＴＰＶ表示器 “ ． ” 範囲に入ると湿度を表示する。 

現在の湿度を示す。ＨＰＶ表示器 “＊＊”

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ５の設定湿度６０％ＲＨ。

時間表示器 “” ステップ５の設定時間１時間３５分。

、 。“ ” １分経過 残時間１時間３４分を示す

↓ ↓

、 。“” １時間３４分経過 残時間１分を示す

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ６に変わる

ランプ 消 灯 温ステップの終了。△ 昇

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ６の設定温度８０．０℃。

現在の湿度を示す。ＨＰＶ表示器 “＊＊”

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ６の設定湿度６０％ＲＨ。

時間表示器 “” ステップ６の設定時間５０分を示す。

“” １分経過、残時間４９分を示す。

↓ ↓

“” ４９分経過、残時間１分を示す。

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 消 灯 残時間０分で運転終了。

H.HEATﾗﾝﾌﾟ

ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦ（停止）を表示。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ブランクになる。

時間表示器 “ ” ブランクになる。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” ブランクになる。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ“１”が運転終了。

プログラム進行中に“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押すと全てがリセットされ、再度“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”

キーが押された時は最初のステップからのスタートになります。

運転を終了する場合は“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押してから“ＰＯＷＥＲ”キーを押して下さい。
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（プログラム終了時設定温度、湿度保持）４.８ 《ＰＴＮ １》 ６ステップ勾配運転モード

4.8.1 手順流れ図

設定から運転及び停止までの手順の概略を４．８図に示します。

流れ図の中でＥは「 ＥＮＴＥＲ”キーを押す 、Ｙは「ＹＥＳ」Ｎは「ＮＯ」の意味です。“ 」

４．８図

4.8.2 設定手順の詳細

設定例の条件における設定から運転までの手順の詳細は以下の通りです。

【設定例】 設定温度 設定湿度 設定時間 設定温度 設定湿度 設定時間

STEP 1 70.0℃ 50%RH 1時間00分 STEP 5 80.0℃ 60%RH 1時間35分

STEP 2 70.0℃ 50%RH 45分 STEP 6 80.0℃ 60%RH 50分

STEP 3 －15.0℃ －－－ 1時間15分 SVET 60.0℃

STEP 4 －15.0℃ －－－ 30分 SVEH 70%RH

リピート（繰り返し）なし、温度ウェイト巾２℃、湿度ウェイト巾３％ＲＨ、ウェイト主体は温度

タイムシグナル１，２は各ステップ共ＯＦＦ、 槽内初期温度２０．０℃

CH1 温度(℃)
80.0

70.0

60.0

20.0

0.0

-15.0

CH2 湿度(%RH)

70

60

50

STEP 1 STEP 2 STEP 3 STEP 4 STEP 5 STEP 6

分1時間 45分 1時間15分 30分 1時間35分 50

３３

スタート
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Ｅ

Ｅ
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電源ブレーカを切る

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＦＦ

運 転

“ＭＯＤＥ”キー押す

ステップ１の設定状態

ウェイト主体の選択

運転継続湿度の設定

Ｅ

Ｅ

の湿度を設定
○▲▼でステップｎ

の温度を設定
○▲▼でステップｎ

“ＭＯＤＥ”キー押す

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＮ

過熱防止温度設定
過熱防止器表示点灯

電源ブレーカＯＮ

温度範囲？

Ｎ

Ｙ

湿度運転可能

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

運転継続温度の設定

湿度ウェイト巾の設定

温度ウェイト巾の設定

リピート回数の設定

ＯＮ／ＯＦＦを選択
タイムシグナル２の

ＯＮ／ＯＦＦを選択
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の時間を設定
○▲▼でステップｎ

次のステップ？
Ｙ
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手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

１

手順１～６６は前項４．７（２６ページ）と全く同様なので参照して下さい。～

６６

６７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” プログラム終了時の温度を設定。

６８ 以下の操作はＴＳＶ表示器の表示内容によって次の手順番号が変わります。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 手順６９へ

“ ” 手順７１へ

６９ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の６を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

７０ 手順７４へ

７１ 手順６８より ＴＳＶ表示器 “ ” 既に前回の設定で－２０．１℃に設

定されており“ＯＦＦ”モードにな

っていることを示す。

７２ ▲又は▼キーを押すと現在 “ ． ” ▼キーが押された時。 

の設定値が－２０．１℃で 又は

あることが確認出来る。 “ ． ” ▲キーが押された時。 

７３ ▲▼キーにて “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の６を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

７４ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” プログラム終了時の湿度を設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

７５ ▲▼キーにて “ ＊” １０位の７を入力する。

“ ” １位の０を入力する。

７６ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ウェイト主体の設定。

７７ ▲▼キーにて“ ” ＴＳＶ表示器 “ ” 温度主体のウェイト 

を選択する。 “ ” 湿度主体のウェイト

“ ” 温度と湿度のウェイトが有効

ウェイトなし“ ”

７８ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “ ． ” 上位桁がフラッシュする。ステップ１の設定状態に戻る  

ステップ１を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ"１"

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

７９ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内温度を表示。．

ＴＳＶ表示器 “ ” ステップ１の設定温度７０．０℃。．

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ１の設定湿度５０％ＲＨ。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ"１"

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

８０ “ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キー ＴＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内温度を表示。．

を押す。 ＴＳＶ表示器 “ ” ステップ１の設定温度７０．０℃。．

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ１の設定湿度５０％ＲＨ。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ１で運転開始。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” ステップ１を運転中。

△ランプ 点 灯 昇温ステップを示す。

時間表示器 “” 残時間１時間００分を示す。

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 点灯又は点滅

H.HEATﾗﾝﾌﾟ 点灯又は点滅
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手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

、 。８０の続き 時間表示器 “” １分経過 残時間０時間５９分を示す

↓ ↓

“” ５９分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ２に変わる

△ランプ 消 灯 昇温ステップの終了。

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ２の設定温度７０．０℃。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ２の設定湿度５０％ＲＨ。

時間表示器 “” ステップ２の設定時間４５分を示す。

“” １分経過、残時間４４分を示す。

↓ ↓

“” ４４分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ３に変わる

□ランプ 消 灯 キープステップの終了。

ランプ 点 灯 ステップを示す。▽ 降温

ＴＰＶ表示器 “．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ３の設定温度－１５．０℃。

設定温度が湿度運転可能温度範囲ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器 “ ” 。外のためブランクになる

時間表示器 “ ” ステップ３の設定時間１時間１５分。

、 。“ ” １分経過 残時間１時間１４分を示す

↓ ↓

、 。“” １時間１４分経過 残時間１分を示す

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ４に変わる

ランプ 消 灯 温ステップの終了。▽ 降

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “ ．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ４の設定温度－１５．０℃。

時間表示器 “” ステップ４の設定時間３０分を示す。

“” １分経過、残時間２９分を示す。

↓ ↓

“” ２９分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ５に変わる

□ランプ 消 灯 キープステップの終了。

ランプ 点 灯 ステップを示す。△ 昇温

ＴＰＶ表示器 “ ．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ５の設定温度８０．０℃。

現在温度が湿度運転可能温度範囲ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器 “ ” 。外のためブランクになる

湿度運転可能温度↓ 現在の槽内温度が

ＴＰＶ表示器 “ ． ” 範囲に入ると湿度を表示する。 

現在の湿度を示す。ＨＰＶ表示器 “＊＊”

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ５の設定湿度６０％ＲＨ。

時間表示器 “” ステップ５の設定時間１時間３５分。

、 。“ ” １分経過 残時間１時間３４分を示す

↓ ↓

、 。“” １時間３４分経過 残時間１分を示す

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ６に変わる

ランプ 消 灯 温ステップの終了。△ 昇

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ６の設定温度８０．０℃。

現在の湿度を示す。ＨＰＶ表示器 “＊＊”

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ６の設定湿度６０％ＲＨ。
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手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

８０の続き 時間表示器 “” ステップ６の設定時間５０分を示す。

“” １分経過、残時間４９分を示す。

↓ ↓

“” ４９分経過、残時間１分を示す。

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 消 灯 残時間０分で運転終了。

H.HEATﾗﾝﾌﾟ

ランプ 消 灯 キープステップの終了。□

ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ” ＰＶＥＴの設定６０．０℃を表示。．

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ＰＶＥＨの設定７０％ＲＨを表示。

時間表示器 “ ” ブランクになる。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ“１”の勾配運転終了。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” ブランクになる。

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 点 滅 ＴＰＶが６０．０℃に近づくと。

H.HEATﾗﾝﾌﾟ ＨＰＶが７０％ＲＨに近づくと。

ＴＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内温度を表示。．

ＨＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内湿度を表示。

“ ” 。以下 ＳＴＯＰ キーが押されるまで運転を継続する

プログラム進行中に“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押すと全てがリセットされ、再度“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”

キーが押された時は最初のステップからのスタートになります。

運転を終了する場合は“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押してから“ＰＯＷＥＲ”キーを押して下さい。
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（プログラム終了時運転終了）４.９ 《ＰＴＮ １》 ６ステップ勾配運転モード
（２ステップのみ使用し、３ステップ以降は運転しない）

4.9.1 手順流れ図

設定から運転及び停止までの手順の概略を４．９図に示します。

流れ図の中でＥは「 ＥＮＴＥＲ”キーを押す 、Ｙは「ＹＥＳ」Ｎは「ＮＯ」の意味です。“ 」

４．９図

4.9.2 途中ステップ終了設定の要点

使用ステップの最後のステップの次のステップ（２ステップ使用の場合は３ステップ目）で、

直前のステップと同じ温度と湿度を設定し、時間をゼロに設定するとそれ以後のステップは

運転されません。

従って、このステップにおける温度、湿度と時間以外の項目（タイムシグナル１，２）の設定

内容は、この動作には無関係になります。

又、設定項目も４ステップ以降は表示されず、リピート設定の項目までジャンプします。
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ウェイト主体の選択

運転終了温度の設定

湿度ウェイト巾の設定
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4.9.3 設定手順の詳細

設定例の条件における設定から運転までの手順の詳細は以下の通りです。

【設定例】 設定温度 設定湿度 設定時間 設定温度 設定湿度 設定時間

STEP 1 80.0℃ 60%RH 1時間35分 STEP 4 －－－ －－－ －－－

STEP 2 80.0℃ 60%RH 50分 STEP 5 －－－ －－－ －－－

STEP 3 －－－ －－－ －－－ STEP 6 －－－ －－－ －－－

装置温度仕様 －２０．０～１５０．０℃、リピート（繰り返し）なし、温度ウェイト巾２℃、湿度ウェイト巾３％ＲＨ

ウェイト主体は温度、タイムシグナル１，２は各ステップ共ＯＦＦ、 槽内初期温度２０．０℃

CH1 温度(℃)

80.0

20.0

CH2 湿度(%RH)

60

停止STEP 1 STEP 2

分1時間35分 50

手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

１ 電源ブレーカをＯＮにする 過熱防止部 “＊＊＊” 前回設定された温度を表示

２ 過熱防止▲▼キー にて ＳＶ表示器 希望運転温度より５～１０℃高

“ ” めの数値にする｡ 数値の点滅が止

“ ” まると登録完了。

３ “ＰＯＷＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 約３秒表示。続いて

“  ” 現在の槽内温度を表示。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＴＳＶ表示器 “＊＊．＊” 前回設定された温度を表示。

ＨＳＶ表示器 “＊＊” 前回設定された湿度を表示。

ＰＴＮ表示器 “＊” 前回設定されたパターンＮｏを表示。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

４ ▲▼キーにて ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏを１にする。

５ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。

ステップ１を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の８を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定湿度

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

ステップ１ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊” １０位の６を入力する。

“ ” １位の０を入力する。

９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ１の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。
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手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

１０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊”

“ ”＊＊

“ ”＊

１時間３５分設定“ ”

１１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ１ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

１２ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

１３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ１ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

１４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

１５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ２の設定状態に変わ

る ステップ２を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

１６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の８を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

１７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定湿度

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

ステップ２ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

１８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊” １０位の６を入力する。

“ ” １位の０を入力する。

１９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ２の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

２０ ▲▼キーにて “ ＊＊＊”

“ ”＊＊

“ ”＊

５０分設定“ ”

２１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ２ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

２２ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

２３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ２ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

２４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

２５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ３の設定状態に変わ

る ステップ３を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

２６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

ステップ２と同じ温度を設定 “ ＊．＊” １０位の８を入力する。

する。 “ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

２７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定湿度

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

ステップ３ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

３９



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

２８ ▲▼キーにてステップ２と ＴＳＶ表示器 “ ＊” １０位の６を入力する。

同じ湿度を設定する。 “ ” １位の０を入力する。

２９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ３の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

３０ ▲▼キーにて “ ＊＊＊”

時間をゼロに設定。 “ ”＊＊

“ ”＊

０分設定“ ”

３１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

この項、設定不要。 ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ３ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

３２ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

この項、設定不要。 ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ３ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

３３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ４以降の設定項目は飛ばさ

れてリピート回数の設定になる。

３４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

“ ＊”

“ ” ０１（リピートなし）を設定。

３５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 温度のウェイト巾設定。

３６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

“ ＊”

“ ” ２．０（２．０℃）を設定。

３７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 湿度のウェイト巾設定。

３８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

“ ＊”

“  ” ０３（３％）を設定。

３９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” プログラム終了時の温度を設定。

装置の最低温度が－２０．０℃なの

で－２０．１℃に設定すると、プロ

グラム終了時運転停止になる。

４０ 以下の操作はＴＳＶ表示器の表示内容によって次の手順番号が変わります。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 手順４０へ

“ ” 手順４２へ

４１ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の－を入力する。

“ ＊．＊” １０位の２を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の１を入力する。 

４２ “ＥＮＴＥＲ”キーを押して

手順７２へ

４３ ＴＳＶ表示器 “ ” 既に前回の設定で－２０．１℃に設

定されており“ＯＦＦ”モードにな

“ＥＮＴＥＲ”キーを押して っていることを示す。

手順４３へ そのまま“ＥＮＴＥＲ”キーを押す。

４４ 手順４１、４２より ＴＰＶ表示器 “ ” ウェイト主体の設定。

４５ ▲▼キーにて“ ” ＴＳＶ表示器 “ ” 温度主体のウェイト 

を選択する。 “ ” 湿度主体のウェイト

“ ” 温度と湿度のウェイトが有効

ウェイトなし“ ”

４６ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “ ． ” 上位桁がフラッシュする。ステップ１の設定状態に戻る  

ステップ１を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

４０



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

“ 表示なし。４６の続き ＨＳＶ表示器 ”

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ"１"

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

４７ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内温度を表示。．

ＴＳＶ表示器 “ ” 現在の設定温度７０．０℃。．

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” 現在の設定湿度５０％ＲＨ。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ"１"

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

４８ “ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キー ＴＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内温度を表示。．

を押す。 ＴＳＶ表示器 “ ” 現在の設定温度７０．０℃。．

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” 現在の設定湿度５０％ＲＨ。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ１で運転開始。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” ステップ１を運転中。

△ランプ 点 灯 昇温ステップを示す。

時間表示器 “” ステップ１の設定時間１時間３５分。

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 点灯又は点滅

H.HEATﾗﾝﾌﾟ 点灯又は点滅

、 。時間表示器 “ ” １分経過 残時間１時間３４分を示す

↓ ↓

、 。“” １時間３４分経過 残時間１分を示す

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ２に変わる

△ランプ 消 灯 昇温ステップの終了。

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ２の設定温度８０．０℃。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ２の設定湿度６０％ＲＨ。

時間表示器 “” ステップ２の設定時間５０分を示す。

“” １分経過、残時間４９分を示す。

↓ ↓

“” ４９分経過、残時間１分を示す。

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 消 灯 残時間０分で運転終了。

H.HEATﾗﾝﾌﾟ

ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦ（停止）を表示。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ブランクになる。

時間表示器 “ ” ブランクになる。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” ブランクになる。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ"１"が運転終了。

プログラム進行中に“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押すと全てがリセットされ、再度“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”

キーが押された時は最初のステップからのスタートになります。

運転を終了する場合は“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押してから“ＰＯＷＥＲ”キーを押して下さい。

４１



（プログラム終了時運転終了）４.１０ 《ＰＴＮ ２，３》 ８ステップ勾配運転モード
ＰＴＮ２とＰＴＮ３は全く同じパターン構成です。本項ではＰＴＮ２として記述します。

4.10.1 手順流れ図

設定から運転及び停止までの手順の概略を４．１０図に示します。

流れ図の中でＥは「 ＥＮＴＥＲ”キーを押す 、Ｙは「ＹＥＳ」Ｎは「ＮＯ」の意味です。“ 」

４．１０図

4.10.2 設定手順の詳細

設定例の条件における設定から運転までの手順の詳細は以下の通りです。

【設定例】 設定温度 設定湿度 設定時間 設定温度 設定湿度 設定時間

STEP 1 70.0℃ 50%RH 1時間00分 STEP 5 80.0℃ 60%RH 1時間35分

STEP 2 70.0℃ 50%RH 45分 STEP 6 80.0℃ 60%RH 50分

STEP 3 －15.0℃ －－－ 1時間15分 STEP 7 120.0℃ －－－ 1時間15分

STEP 4 －15.0℃ －－－ 30分 STEP 8 120.0℃ －－－ 30分

装置温度仕様 －２０．０～１５０．０℃、リピート（繰り返し）なし、温度ウェイト巾２℃、湿度ウェイト巾３％ＲＨ

ウェイト主体は温度、タイムシグナル１，２は各ステップ共ＯＦＦ、 槽内初期温度２０．０℃

CH1 温度(℃)

120.0

100.0

80.0

70.0

20.0

0

-15.0

CH2 湿度(%RH)

60

50

湿度なし

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4 STEP5 STEP6 STEP7 STEP8

時間 分 時間 分 分 時間 分 分 時間 分 分1 45 1 15 3 0 1 35 5 0 1 15 3 0

４２

スタート

“RUN/STOP”キー押す

パターンNo“２”を選択

Ｅ

Ｅ

運 転 終 了

電源ブレーカを切る

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＦＦ

運 転

“ＭＯＤＥ”キー押す

ステップ１の設定状態

ウェイト主体の選択

運転終了温度の設定

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

湿度ウェイト巾の設定

温度ウェイト巾の設定

リピート回数の設定

ＯＮ／ＯＦＦを選択
タイムシグナル２の

ＯＮ／ＯＦＦを選択
タイムシグナル１の

の時間を設定
○▲▼でステップｎ

の湿度を設定
○▲▼でステップｎ

次のステップ？
Ｙ

ＮＥ

の温度を設定
○▲▼でステップｎ

“ＭＯＤＥ”キー押す

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＮ

過熱防止温度設定
過熱防止器表示点灯

電源ブレーカＯＮ

温度範囲？

Ｎ

Ｙ

湿度運転可能



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

１ 電源ブレーカをＯＮにする 過熱防止部 “＊＊＊” 前回設定された温度を表示

２ 過熱防止▲▼キー にて ＳＶ表示器 希望運転温度より５～１０℃高

“ ” めの数値にする｡ 数値の点滅が止

“ ” まると登録完了。

３ “ＰＯＷＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 約３秒表示。続いて

“  ” 現在の槽内温度を表示。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＴＳＶ表示器 “＊＊．＊” 前回設定された温度を表示。

ＨＳＶ表示器 “＊＊” 前回設定された湿度を表示。

ＰＴＮ表示器 “＊” 前回設定されたパターンＮｏを表示。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

４ ▲▼キーにて ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏを２にする。

５ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ１の設定状態になる

ステップ１を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の７を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定湿度

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

ステップ１ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊” １０位の５を入力する。

“ ” １位の０を入力する。

９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ１の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

１０ ▲▼キーにて “＊＊＊”

“ ＊＊”

“ ＊”

 １時間設定“ ”

１１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ１ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

１２ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

１３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ１ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

１４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

１５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ２の設定状態に変わ

る ステップ２を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

１６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の７を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

１７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定湿度

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

ステップ２ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

４３



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

１８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊” １０位の５を入力する。

“ ” １位の０を入力する。

１９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ２の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

２０ ▲▼キーにて “＊＊＊”

“ ＊＊”

“ ＊”

４５分設定“ ”

２１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ２ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

２２ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

２３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ２ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

２４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

２５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ３の設定状態に変わ

る ステップ３を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

２６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の－を入力する。

“ ＊．＊” １０位の１を入力する。

“ ．＊” １位の５を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

２７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ３の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

２８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “＊＊＊”

“ ＊＊”（設定温度が０℃以下なので 

“ ＊”湿度設定はジャンプされる） 

１時間１５分設定“ ”

２９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ３ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

３０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

３１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ３ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

３２ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

３３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ４の設定状態に変わ

る ステップ４を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

３４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の－を入力する。

“ ＊．＊” １０位の１を入力する。

“ ．＊” １位の５を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

３５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ４の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

３６ ▲▼キーにて “＊＊＊”

“ ＊＊”（設定温度が０℃以下なので 

“ ＊”湿度設定はジャンプされる） 

３０分設定“ ”

４４



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

３７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ４ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

３８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

３９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ４ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

４０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

４１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ５の設定状態に変わ

る ステップ５を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

４２ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の８を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

４３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定湿度

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

ステップ５ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

４４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊” １０位の６を入力する。

“ ” １位の０を入力する。

４５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ５の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

４６ ▲▼キーにて “ ＊＊＊”

“ ”＊＊

“ ”＊

１時間３５分設定“ ”

４７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ５ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

４８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

４９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ５ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

５０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

５１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ６の設定状態に変わ

る ステップ６を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

５２ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の８を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

５３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定湿度

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

ステップ６ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

５４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊” １０位の６を入力する。

“ ” １位の０を入力する。

５５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ６の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

４５



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

５６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊”

“ ”＊＊

“ ”＊

５０分設定“ ”

５７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ６ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

５８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

５９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ６ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

６０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

６１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ７の設定状態に変わ

る ステップ７を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

６２ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の１を入力する。

“ ＊．＊” １０位の２を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

６３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ７の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

６４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “＊＊＊”

“ ＊＊”（設定温度が１００℃以上な 

“ ＊”ので湿度設定はジャンプさ 

れる） １時間１５分設定“ ”

６５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ７ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

６６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

６７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ７ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

６８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

６９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ８の設定状態に変

わる ステップ８を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

７０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の１を入力する。

“ ＊．＊” １０位の２を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

７１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ８の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

７２ ▲▼キーにて “＊＊＊”

“ ＊＊”（設定温度が１００℃以上な 

“ ＊”ので湿度設定はジャンプさ 

れる） ３０分設定“ ”

７３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ８ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

４６



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

７４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

７５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ８ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

７６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

７７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” リピート回数設定。

７８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

“ ＊”

“ ” ０１（リピートなし）を設定。

７９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 温度のウェイト巾設定。

８０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

“ ＊”

“ ” ２．０（２．０℃）を設定。

８１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 湿度のウェイト巾設定。

８２ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

“ ＊”

“  ” ０３（３％）を設定。

８３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” プログラム終了時の温度を設定。

装置の最低温度が－２０．０℃なの

で－２０．１℃に設定すると、プロ

グラム終了時運転停止になる。

８４ 以下の操作はＴＳＶ表示器の表示内容によって次の手順番号が変わります。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 手順８５へ

“ ” 手順８７へ

８５ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の－を入力する。

“ ＊．＊” １０位の２を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の１を入力する。 

８６ “ＥＮＴＥＲ”キーを押して

手順８８へ

８７ ＴＳＶ表示器 “ ” 既に前回の設定で－２０．１℃に設

定されており“ＯＦＦ”モードにな

“ＥＮＴＥＲ”キーを押して っていることを示す。

手順８８へ そのまま“ＥＮＴＥＲ”キーを押す。

８８ 手順８６、８７より ＴＰＶ表示器 “ ” ウェイト主体の設定。

８９ ▲▼キーにて“ ” ＴＳＶ表示器 “ ” 温度主体のウェイト 

を選択する。 “ ” 湿度主体のウェイト

“ ” 温度と湿度のウェイトが有効

ウェイトなし“ ”

９０ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “ ． ” 上位桁がフラッシュする。ステップ１の設定状態に戻る  

ステップ１を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ"２"

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

９１ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内温度を表示。．

ＴＳＶ表示器 “ ” 現在の設定温度７０．０℃。．

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” 現在の設定湿度５０％ＲＨ。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ"２"

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

４７



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

９２ “ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キー ＴＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内温度を表示。．

を押す。 ＴＳＶ表示器 “ ” 現在の設定温度７０．０℃。．

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” 現在の設定湿度５０％ＲＨ。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ２で運転開始。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” ステップ１を運転中。

△ランプ 点 灯 昇温ステップを示す。

時間表示器 “” 残時間１時間００分を示す。

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 点灯又は点滅

H.HEATﾗﾝﾌﾟ 点灯又は点滅

、 。時間表示器 “” １分経過 残時間０時間５９分を示す

↓ ↓

“” ５９分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ２に変わる

△ランプ 消 灯 昇温ステップの終了。

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ２の設定温度７０．０℃。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ２の設定湿度５０％ＲＨ。

時間表示器 “” ステップ２の設定時間４５分を示す。

“” １分経過、残時間４４分を示す。

↓ ↓

“” ４４分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ３に変わる

□ランプ 消 灯 キープステップの終了。

ランプ 点 灯 ステップを示す。▽ 降温

ＴＰＶ表示器 “．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ３の設定温度－１５．０℃。

設定温度が湿度運転可能温度範囲ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器 “ ” 。外のためブランクになる

時間表示器 “ ” ステップ３の設定時間１時間１５分。

、 。“ ” １分経過 残時間１時間１４分を示す

↓ ↓

、 。“” １時間１４分経過 残時間１分を示す

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ４に変わる

ランプ 消 灯 温ステップの終了。▽ 降

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “ ．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ４の設定温度－１５．０℃。

時間表示器 “” ステップ４の設定時間３０分を示す。

“” １分経過、残時間２９分を示す。

↓ ↓

“” ２９分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ５に変わる

□ランプ 消 灯 キープステップの終了。

ランプ 点 灯 ステップを示す。△ 昇温

ＴＰＶ表示器 “ ．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ５の設定温度８０．０℃。

現在温度が湿度運転可能温度範囲ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器 “ ” 。外のためブランクになる

湿度運転可能温度↓ 現在の槽内温度が

ＴＰＶ表示器 “ ． ” 範囲に入ると湿度を表示する。 

現在の湿度を示す。ＨＰＶ表示器 “＊＊”

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ５の設定湿度６０％ＲＨ。

４８



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

９２の続き 時間表示器 “” ステップ５の設定時間１時間３５分。

、 。“ ” １分経過 残時間１時間３４分を示す

↓ ↓

、 。“” １時間３４分経過 残時間１分を示す

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ６に変わる

ランプ 消 灯 温ステップの終了。△ 昇

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ６の設定温度８０．０℃。

現在の湿度を示す。ＨＰＶ表示器 “＊＊”

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ６の設定湿度６０％ＲＨ。

時間表示器 “” ステップ６の設定時間５０分を示す。

“” １分経過、残時間４９分を示す。

↓ ↓

“” ４９分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ７に変わる

□ランプ 消 灯 キープステップの終了。

ランプ 点 灯 ステップを示す。△ 昇温

ＴＰＶ表示器 “ ．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ７の設定温度１２０．０℃。

設定温度が湿度運転可能温度範囲ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器 “ ” 。外のためブランクになる

時間表示器 “ ” ステップ７の設定時間１時間１５分。

、 。“ ” １分経過 残時間１時間１４分を示す

↓ ↓

、 。“” １時間１４分経過 残時間１分を示す

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ８に変わる

ランプ 消 灯 温ステップの終了。△ 昇

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “ ．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ８の設定温度１２０．０℃。

時間表示器 “” ステップ８の設定時間３０分を示す。

“” １分経過、残時間２９分を示す。

↓ ↓

“” ２９分経過、残時間１分を示す。

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 消 灯 残時間０分で運転終了。

H.HEATﾗﾝﾌﾟ

ＴＰＶ表示器 “＊＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦ（停止）を表示。

ＨＰＶ表示器 “ ” １００℃超のためブランク。

ＴＰＶ表示器 “ ． ” 槽内温度が湿度可能範囲に入ると 

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ブランクになる。

時間表示器 “ ” ブランクになる。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” ブランクになる。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ"２"が運転終了。

プログラム進行中に“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押すと全てがリセットされ、再度“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”

キーが押された時は最初のステップからのスタートになります。

運転を終了する場合は“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押してから“ＰＯＷＥＲ”キーを押して下さい。
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（プログラム終了時設定温度、湿度保持）４.１１ 《ＰＴＮ ２，３》 ８ステップ勾配運転モード
ＰＴＮ２とＰＴＮ３は全く同じパターン構成です。本項ではＰＴＮ２として記述します。

4.11.1 手順流れ図
設定から運転及び停止までの手順の概略を４．１１図に示します。
流れ図の中でＥは「 ＥＮＴＥＲ”キーを押す 、Ｙは「ＹＥＳ」Ｎは「ＮＯ」の意味です。“ 」

４．１１図

4.11.2 設定手順の詳細
設定例の条件における設定から運転までの手順の詳細は以下の通りです。

【設定例】 設定温度 設定湿度 設定時間 設定温度 設定湿度 設定時間

STEP 1 70.0℃ 50%RH 1時間00分 STEP 6 80.0℃ 60%RH 50分

STEP 2 70.0℃ 50%RH 45分 STEP 7 120.0℃ －－－ 1時間15分

STEP 3 －15.0℃ －－－ 1時間15分 STEP 8 120.0℃ －－－ 30分

STEP 4 －15.0℃ －－－ 30分 SVET 30.0℃

STEP 5 80.0℃ 60%RH 1時間35分 SVEH 70%RH

装置温度仕様 －２０．０～１５０．０℃、リピート（繰り返し）なし、温度ウェイト巾２℃、湿度ウェイト巾３％ＲＨ

ウェイト主体は温度、タイムシグナル１，２は各ステップ共ＯＦＦ、 槽内初期温度２０．０℃

CH1 温度(℃)
120.0
100.0
80.0
70.0
30.0
20.0
0

-15.0
CH2 湿度(%RH)
70
60
50

湿度なし

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4 STEP5 STEP6 STEP7 STEP8

時間 分 時間 分 分 時間 分 分 時間 分 分1 45 1 15 3 0 1 35 5 0 1 15 3 0

５０

スタート

“RUN/STOP”キー押す

“RUN/STOP”キー押す

パターンNo“２”を選択

Ｅ

Ｅ

運 転 終 了

電源ブレーカを切る

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＦＦ

運 転

“ＭＯＤＥ”キー押す

ステップ１の設定状態

ウェイト主体の選択

運転継続湿度の設定

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

運転継続温度の設定

湿度ウェイト巾の設定

温度ウェイト巾の設定

リピート回数の設定

ＯＮ／ＯＦＦを選択
タイムシグナル２の

ＯＮ／ＯＦＦを選択
タイムシグナル１の

の時間を設定
○▲▼でステップｎ

次のステップ？
Ｙ

Ｎ

Ｅ

Ｅ

の湿度を設定
○▲▼でステップｎ

の温度を設定
○▲▼でステップｎ

“ＭＯＤＥ”キー押す

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＮ

過熱防止温度設定
過熱防止器表示点灯

電源ブレーカＯＮ

温度範囲？

Ｎ

Ｙ

湿度運転可能



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

１

手順１～８２は前項４．１０（４２ページ）と全く同様なので参照して下さい。～

８２

８３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” プログラム終了時の温度を設定。

８４ 以下の操作はＴＳＶ表示器の表示内容によって次の手順番号が変わります。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 手順８５へ

“ ” 手順８７へ

８５ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の３を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

８６ 手順９０へ

８７ 手順８４より ＴＳＶ表示器 “ ” 既に前回の設定で－２０．１℃に設

定されており“ＯＦＦ”モードにな

っていることを示す。

８８ ▲又は▼キーを押すと現在 “ ． ” ▼キーが押された時。 

の設定値が－２０．１℃で 又は

あることが確認出来る。 “ ． ” ▲キーが押された時。 

８９ ▲▼キーにて “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の３を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

９０ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” プログラム終了時の湿度を設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

９１ ▲▼キーにて “ ＊” １０位の７を入力する。

“ ” １位の０を入力する。

９２ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ウェイト主体の設定。

９３ ▲▼キーにて“ ” ＴＳＶ表示器 “ ” 温度主体のウェイト 

を選択する。 “ ” 湿度主体のウェイト

“ ” 温度と湿度のウェイトが有効

ウェイトなし“ ”

９４ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “ ． ” 上位桁がフラッシュする。ステップ１の設定状態に戻る  

ステップ１を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ"１"

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

９５ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内温度を表示。．

ＴＳＶ表示器 “ ” ステップ１の設定温度７０．０℃。．

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ１の設定湿度５０％ＲＨ。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ"１"

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

９６ “ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キー ＴＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内温度を表示。．

を押す。 ＴＳＶ表示器 “ ” ステップ１の設定温度７０．０℃。．

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ１の設定湿度５０％ＲＨ。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ２で運転開始。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” ステップ１を運転中。

△ランプ 点 灯 昇温ステップを示す。

時間表示器 “” 残時間１時間００分を示す。

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 点灯又は点滅

H.HEATﾗﾝﾌﾟ 点灯又は点滅

５１



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

、 。９６の続き 時間表示器 “” １分経過 残時間０時間５９分を示す

↓ ↓

“” ５９分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ２に変わる

△ランプ 消 灯 昇温ステップの終了。

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ２の設定温度７０．０℃。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ２の設定湿度５０％ＲＨ。

時間表示器 “” ステップ２の設定時間４５分を示す。

“” １分経過、残時間４４分を示す。

↓ ↓

“” ４４分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ３に変わる

□ランプ 消 灯 キープステップの終了。

ランプ 点 灯 ステップを示す。▽ 降温

ＴＰＶ表示器 “．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ３の設定温度－１５．０℃。

設定温度が湿度運転可能温度範囲ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器 “ ” 。外のためブランクになる

時間表示器 “ ” ステップ３の設定時間１時間１５分。

、 。“ ” １分経過 残時間１時間１４分を示す

↓ ↓

、 。“” １時間１４分経過 残時間１分を示す

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ４に変わる

ランプ 消 灯 温ステップの終了。▽ 降

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “ ．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ４の設定温度－１５．０℃。

時間表示器 “” ステップ４の設定時間３０分を示す。

“” １分経過、残時間２９分を示す。

↓ ↓

“” ２９分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ５に変わる

□ランプ 消 灯 キープステップの終了。

ランプ 点 灯 ステップを示す。△ 昇温

ＴＰＶ表示器 “ ．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ５の設定温度８０．０℃。

現在温度が湿度運転可能温度範囲ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器 “ ” 。外のためブランクになる

湿度運転可能温度↓ 現在の槽内温度が

ＴＰＶ表示器 “ ． ” 範囲に入ると湿度を表示する。 

現在の湿度を示す。ＨＰＶ表示器 “＊＊”

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ５の設定湿度６０％ＲＨ。

時間表示器 “” ステップ５の設定時間１時間３５分。

、 。“ ” １分経過 残時間１時間３４分を示す

↓ ↓

、 。“” １時間３４分経過 残時間１分を示す

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ６に変わる

ランプ 消 灯 温ステップの終了。△ 昇

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ６の設定温度８０．０℃。

現在の湿度を示す。ＨＰＶ表示器 “＊＊”

５２



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

９６の続き ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ６の設定湿度６０％ＲＨ。

時間表示器 “” ステップ６の設定時間５０分を示す。

“” １分経過、残時間４９分を示す。

↓ ↓

“” ４９分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ７に変わる

□ランプ 消 灯 キープステップの終了。

ランプ 点 灯 ステップを示す。△ 昇温

ＴＰＶ表示器 “ ．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ７の設定温度１２０．０℃。

設定温度が湿度運転可能温度範囲ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器 “ ” 。外のためブランクになる

時間表示器 “ ” ステップ７の設定時間１時間１５分。

、 。“ ” １分経過 残時間１時間１４分を示す

↓ ↓

、 。“” １時間１４分経過 残時間１分を示す

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ８に変わる

ランプ 消 灯 温ステップの終了。△ 昇

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “ ．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ８の設定温度１２０．０℃。

時間表示器 “” ステップ８の設定時間３０分を示す。

“” １分経過、残時間２９分を示す。

↓ ↓

“” ２９分経過、残時間１分を示す。

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 消 灯 残時間０分で運転終了。

H.HEATﾗﾝﾌﾟ

ランプ 消 灯 キープステップの終了。□

ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ” ＰＶＥＴの設定３０．０℃を表示。．

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ＰＶＥＨの設定７０％ＲＨを表示。

時間表示器 “ ” ブランクになる。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ"２"の勾配運転終了。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” ブランクになる。

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 点 滅 ＴＰＶが３０．０℃に近づくと。

H.HEATﾗﾝﾌﾟ ＨＰＶが７０％ＲＨに近づくと。

ＴＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内温度を表示。．

ＨＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内湿度を表示。

” ” 。以下 ＳＴＯＰ キーが押されるまで運転を継続する

プログラム進行中に“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押すと全てがリセットされ、再度“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”

キーが押された時は最初のステップからのスタートになります。

運転を終了する場合は“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押してから“ＰＯＷＥＲ”キーを押して下さい。

５３



（プログラム終了時運転終了）４.１２ 《ＰＴＮ ４》 １０ステップ勾配運転モード

4.12.1 手順流れ図

設定から運転及び停止までの手順の概略を４．１２図に示します。

流れ図の中でＥは「 ＥＮＴＥＲ”キーを押す 、Ｙは「ＹＥＳ」Ｎは「ＮＯ」の意味です。“ 」

４．１２図

4.12.2 設定手順の詳細

設定例の条件における設定から運転までの手順の詳細は以下の通りです。

【設定例】 設定温度 設定湿度 設定時間 設定温度 設定湿度 設定時間

STEP 1 70.0℃ 50%RH 1時間00分 STEP 6 80.0℃ 60%RH 50分

STEP 2 70.0℃ 50%RH 45分 STEP 7 120.0℃ －－－ 1時間15分

STEP 3 －15.0℃ －－－ 1時間15分 STEP 8 120.0℃ －－－ 30分

STEP 4 －15.0℃ －－－ 30分 STEP 9 60.0℃ 70%RH 1時間00分

STEP 5 80.0℃ 60%RH 1時間35分 STEP10 60.0℃ 70%RH 45分

装置温度仕様 －２０．０～１５０．０℃、リピート（繰り返し）なし、温度ウェイト巾２℃、湿度ウェイト巾３％ＲＨ

ウェイト主体は温度、タイムシグナル１，２は各ステップ共ＯＦＦ、 槽内初期温度２０．０℃

CH1 温度(℃)

120.0

100.0

80.0

70.0

60.0

20.0

0

-15.0

CH2 湿度(%RH)

70

60

50

湿度なし

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4 STEP5 STEP6 STEP7 STEP8 STEP9 STEP10

時間 分 時間 分 分 時間 分 分 時間 分 分 時間 分1 45 1 15 3 0 1 35 5 0 1 15 3 0 1 45

５４

スタート

パターンNo“４”を選択

“RUN/STOP”キー押す

Ｅ

の湿度を設定
○▲▼でステップｎ

Ｅ

の温度を設定
○▲▼でステップｎ

“ＭＯＤＥ”キー押す

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＮ

過熱防止温度設定
過熱防止器表示点灯

電源ブレーカＯＮ

温度範囲？

Ｎ

Ｙ

湿度運転可能

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

湿度ウェイト巾の設定

温度ウェイト巾の設定

リピート回数の設定

ＯＮ／ＯＦＦを選択
タイムシグナル２の

ＯＮ／ＯＦＦを選択
タイムシグナル１の

の時間を設定
○▲▼でステップｎ

次のステップ？
Ｙ

Ｎ

Ｅ

Ｅ

運 転 終 了

電源ブレーカを切る

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＦＦ

運 転

“ＭＯＤＥ”キー押す

ステップ１の設定状態

ウェイト主体の選択

運転終了温度の設定



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

１ 電源ブレーカをＯＮにする 過熱防止部 “＊＊＊” 前回設定された温度を表示

２ 過熱防止▲▼キー にて ＳＶ表示器 希望運転温度より５～１０℃高

“ ” めの数値にする｡ 数値の点滅が止

“ ” まると登録完了。

３ “ＰＯＷＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 約３秒表示。続いて

“  ” 現在の槽内温度を表示。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＴＳＶ表示器 “＊＊．＊” 前回設定された温度を表示。

ＨＳＶ表示器 “＊＊” 前回設定された湿度を表示。

ＰＴＮ表示器 “＊” 前回設定されたパターンＮｏを表示。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

４ ▲▼キーにて ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏを４にする。

５ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ１の設定状態になる

ステップ１を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の７を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定湿度

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

ステップ１ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊” １０位の５を入力する。

“ ” １位の０を入力する。

９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ１の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

１０ ▲▼キーにて “＊＊＊”

“ ＊＊”

“ ＊”

 １時間設定“ ”

１１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ１ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

１２ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

１３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ１ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

１４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

１５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ２の設定状態に変わ

る ステップ２を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

１６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の７を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

１７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定湿度

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

ステップ２ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

１８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊” １０位の５を入力する。

“ ” １位の０を入力する。

５５



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

１９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ２の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

２０ ▲▼キーにて “＊＊＊”

“ ＊＊”

“ ＊”

４５分設定“ ”

２１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ２ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

２２ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

２３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ２ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

２４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

２５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ３の設定状態に変わ

る ステップ３を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

２６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の－を入力する。

“ ＊．＊” １０位の１を入力する。

“ ．＊” １位の５を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

２７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ３の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

２８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “＊＊＊”

“ ＊＊”（設定温度が０℃以下なので 

“ ＊”湿度設定はジャンプされる） 

１時間１５分設定“ ”

２９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ３ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

３０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

３１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ３ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

３２ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

３３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ４の設定状態に変わ

る ステップ４を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

３４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の－を入力する。

“ ＊．＊” １０位の１を入力する。

“ ．＊” １位の５を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

３５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ４の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

３６ ▲▼キーにて “＊＊＊”

“ ＊＊”（設定温度が０℃以下なので 

“ ＊”湿度設定はジャンプされる） 

３０分設定“ ”

５６



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

３７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ４ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

３８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

３９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ４ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

４０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

４１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ５の設定状態に変わ

る ステップ５を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

４２ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の８を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

４３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定湿度

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

ステップ５ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

４４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊” １０位の６を入力する。

“ ” １位の０を入力する。

４５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ５の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

４６ ▲▼キーにて “ ＊＊＊”

“ ”＊＊

“ ”＊

１時間３５分設定“ ”

４７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ５ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

４８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

４９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ５ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

５０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

５１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ６の設定状態に変わ

る ステップ６を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

５２ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の８を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

５３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定湿度

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

ステップ６ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

５４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊” １０位の６を入力する。

“ ” １位の０を入力する。

５５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ６の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

５７



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

５６ ▲▼キーにて “ ＊＊＊”

“ ”＊＊

“ ”＊

５０分設定“ ”

５７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ６ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

５８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

５９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ６ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

６０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

６１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ７の設定状態に変わ

る ステップ７を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

６２ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の１を入力する。

“ ＊．＊” １０位の２を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

６３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ７の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

６４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “＊＊＊”

“ ＊＊”（設定温度が１００℃以上な 

“ ＊”ので湿度設定はジャンプさ 

れる） １時間１５分設定“ ”

６５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ７ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

６６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

６７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ７ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

６８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

６９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ８の設定状態に変

わる ステップ８を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

７０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の１を入力する。

“ ＊．＊” １０位の２を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

７１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ８の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

７２ ▲▼キーにて “＊＊＊”

“ ＊＊”（設定温度が１００℃以上な 

“ ＊”ので湿度設定はジャンプさ 

れる） ３０分設定“ ”

７３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ８ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

５８



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

７４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

７５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ８ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

７６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

７７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ９の設定状態になる

ステップ９を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

７８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の６を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

７９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定湿度

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

ステップ９ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

８０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊” １０位の７を入力する。

“ ” １位の０を入力する。

８１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ９の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

８２ ▲▼キーにて “＊＊＊”

“ ＊＊”

“ ＊”

 １時間設定“ ”

８３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ９ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

８４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

８５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ９ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

８６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

８７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。ステップ１０の設定状態に

変わる ステップ１０を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

８８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。

“ ＊．＊” １０位の６を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

８９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定湿度

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

ステップ１０ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

９０ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊” １０位の７を入力する。

“ ” １位の０を入力する。

９１ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ステップ１０の時間設定。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

９２ ▲▼キーにて “＊＊＊”

“ ＊＊”

“ ＊”

４５分設定“ ”

５９



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

９３ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル１ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ１０ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

９４ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

９５ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” タイムシグナル２ 

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定された文字がフラッシュ。

ステップ１０ＨＰＶ表示器 “ ”

表示なし。ＨＳＶ表示器 “ ”

９６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦを選択する。

９７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” リピート回数設定。

９８ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

“ ＊”

“ ” ０１（リピートなし）を設定。

９９ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 温度のウェイト巾設定。

100 ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

“ ＊”

“ ” ２．０（２．０℃）を設定。

“ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 湿度のウェイト巾設定。101 

102 ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

“ ＊”

“  ” ０３（３％）を設定。

103 “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” プログラム終了時の温度を設定。

装置の最低温度が－２０．０℃なの

で－２０．１℃に設定すると、プロ

グラム終了時運転停止になる。

104 以下の操作はＴＳＶ表示器の表示内容によって次の手順番号が変わります。

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 手順１０５へ

“ ” 手順１０７へ

105 ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の－を入力する。

“ ＊．＊” １０位の２を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の１を入力する。 

106 “ＥＮＴＥＲ”キーを押して

手順１０８へ

107 ＴＳＶ表示器 “ ” 既に前回の設定で－２０．１℃に設

定されており“ＯＦＦ”モードにな

“ＥＮＴＥＲ”キーを押して っていることを示す。

手順１０８へ そのまま“ＥＮＴＥＲ”キーを押す。

108 手順１０６、１０７より ＴＰＶ表示器 “ ” ウェイト主体の設定。

109 ▲▼キーにて“ ” ＴＳＶ表示器 “ ” 温度主体のウェイト 

を選択する。 “ ” 湿度主体のウェイト

“ ” 温度と湿度のウェイトが有効

ウェイトなし“ ”

110 “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “ ． ” 上位桁がフラッシュする。ステップ１の設定状態に戻る  

ステップ１を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ"４"

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

111 “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内温度を表示。．

ＴＳＶ表示器 “ ” 現在の設定温度７０．０℃。．

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” 現在の設定湿度５０％ＲＨ。

６０



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

111の続き ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ"４"

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

112 “ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キー ＴＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内温度を表示。．

を押す。 ＴＳＶ表示器 “ ” 現在の設定温度７０．０℃。．

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” 現在の設定湿度５０％ＲＨ。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ４で運転開始。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” ステップ１を運転中。

△ランプ 点 灯 昇温ステップを示す。

時間表示器 “” 残時間１時間００分を示す。

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 点灯又は点滅

H.HEATﾗﾝﾌﾟ 点灯又は点滅

、 。時間表示器 “” １分経過 残時間０時間５９分を示す

↓ ↓

“” ５９分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ２に変わる

△ランプ 消 灯 昇温ステップの終了。

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ２の設定温度７０．０℃。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ２の設定湿度５０％ＲＨ。

時間表示器 “” ステップ２の設定時間４５分を示す。

“” １分経過、残時間４４分を示す。

↓ ↓

“” ４４分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ３に変わる

□ランプ 消 灯 キープステップの終了。

ランプ 点 灯 ステップを示す。▽ 降温

ＴＰＶ表示器 “．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ３の設定温度－１５．０℃。

設定温度が湿度運転可能温度範囲ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器 “ ” 。外のためブランクになる

時間表示器 “ ” ステップ３の設定時間１時間１５分。

、 。“ ” １分経過 残時間１時間１４分を示す

↓ ↓

、 。“” １時間１４分経過 残時間１分を示す

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ４に変わる

ランプ 消 灯 温ステップの終了。▽ 降

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “ ．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ４の設定温度－１５．０℃。

時間表示器 “” ステップ４の設定時間３０分を示す。

“” １分経過、残時間２９分を示す。

↓ ↓

“” ２９分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ５に変わる

□ランプ 消 灯 キープステップの終了。

ランプ 点 灯 ステップを示す。△ 昇温

ＴＰＶ表示器 “ ．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ５の設定温度８０．０℃。

現在温度が湿度運転可能温度範囲ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器 “ ” 。外のためブランクになる

６１



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

の続き 湿度運転可能温度112 ↓ 現在の槽内温度が

ＴＰＶ表示器 “ ． ” 範囲に入ると湿度を表示する。 

現在の湿度を示す。ＨＰＶ表示器 “＊＊”

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ５の設定湿度６０％ＲＨ。

時間表示器 “” ステップ５の設定時間１時間３５分。

、 。“ ” １分経過 残時間１時間３４分を示す

↓ ↓

、 。“” １時間３４分経過 残時間１分を示す

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ６に変わる

ランプ 消 灯 温ステップの終了。△ 昇

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ６の設定温度８０．０℃。

現在の湿度を示す。ＨＰＶ表示器 “＊＊”

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ６の設定湿度６０％ＲＨ。

時間表示器 “” ステップ６の設定時間５０分を示す。

“” １分経過、残時間４９分を示す。

↓ ↓

“” ４９分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ７に変わる

□ランプ 消 灯 キープステップの終了。

ランプ 点 灯 ステップを示す。△ 昇温

ＴＰＶ表示器 “ ．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ７の設定温度１２０．０℃。

設定温度が湿度運転可能温度範囲ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器 “ ” 。外のためブランクになる

時間表示器 “ ” ステップ７の設定時間１時間１５分。

、 。“ ” １分経過 残時間１時間１４分を示す

↓ ↓

、 。“” １時間１４分経過 残時間１分を示す

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ８に変わる

ランプ 消 灯 温ステップの終了。△ 昇

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “ ．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ８の設定温度１２０．０℃。

時間表示器 “” ステップ８の設定時間３０分を示す。

“” １分経過、残時間２９分を示す。

↓ ↓

“” ２９分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ９に変わる

ランプ 消 灯 ステップの終了。□ キープ

ランプ 点 灯 ステップを示す。▽ 降温

ＴＰＶ表示器 “＊＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ９の設定温度６０．０℃。

時間表示器 “” ステップ８の設定時間１時間を示す。

、 。“” １分経過 残時間０時間５９分を示す

↓ ↓

“” ５９分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 ” ” 残時間が０になるとステップ１０に変わる

ランプ 消 灯 温ステップの終了。▽ 降

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ１０の設定温度６０．０℃。

現在温度が湿度運転可能温度範囲ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器 “ ” 。外のためブランクになる

６２



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

の続き 湿度運転可能温度112 ↓ 現在の槽内温度が

ＴＰＶ表示器 “  ．” 範囲に入ると湿度を表示する。 

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ１０の設定湿度７０％ＲＨ。

。時間表示器 “” ステップ１０の設定時間４５分を示す

“” １分経過、残時間４４分を示す。

↓ ↓

“” ４４分経過、残時間１分を示す。

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 消 灯 残時間０分で運転終了。

H.HEATﾗﾝﾌﾟ

ＴＰＶ表示器 “＊＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦ（停止）を表示。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ブランクになる。

時間表示器 “ ” ブランクになる。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” ブランクになる。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ"４"が運転終了。

プログラム進行中に“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押すと全てがリセットされ、再度“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”

キーが押された時は最初のステップからのスタートになります。

運転を終了する場合は“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押してから“ＰＯＷＥＲ”キーを押して下さい。

６３



（プログラム終了時設定温度、湿度保持）４.１３ 《ＰＴＮ ４》 １０ステップ勾配運転モード

4.13.1 手順流れ図

設定から運転及び停止までの手順の概略を４．１３図に示します。

流れ図の中でＥは「 ＥＮＴＥＲ”キーを押す 、Ｙは「ＹＥＳ」Ｎは「ＮＯ」の意味です。“ 」

４．１３図

4.13.2 設定手順の詳細

設定例の条件における設定から運転までの手順の詳細は以下の通りです。

【設定例】 設定温度 設定湿度 設定時間 設定温度 設定湿度 設定時間

STEP 1 70.0℃ 50%RH 1時間00分 STEP 7 120.0℃ －－－ 1時間15分

STEP 2 70.0℃ 50%RH 45分 STEP 8 120.0℃ －－－ 30分

STEP 3 －15.0℃ －－－ 1時間15分 STEP 9 60.0℃ 70%RH 1時間00分

STEP 4 －15.0℃ －－－ 30分 STEP10 60.0℃ 70%RH 45分

STEP 5 80.0℃ 60%RH 1時間35分 SVET 30.0℃

STEP 6 80.0℃ 60%RH 50分 SVEH 70%RH

装置温度仕様 －２０．０～１５０．０℃、リピート（繰り返し）なし、温度ウェイト巾２℃、湿度ウェイト巾３％ＲＨ

ウェイト主体は温度、タイムシグナル１，２は各ステップ共ＯＦＦ、 槽内初期温度２０．０℃

CH1 温度(℃)
120.0
100.0
80.0
70.0
60.0
30.0
20.0
0

-15.0
CH2 湿度(%RH)
70
60
50

湿度なし

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4 STEP5 STEP6 STEP7 STEP8 STEP9 STEP10

時間 分 時間 分 分 時間 分 分 時間 分 分 時間 分1 45 1 15 3 0 1 35 5 0 1 15 3 0 1 45

６４

スタート

“RUN/STOP”キー押す

“RUN/STOP”キー押す

パターンNo“４”を選択

Ｅ

Ｅ

Ｅ

運 転 終 了

電源ブレーカを切る

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＦＦ

運 転

“ＭＯＤＥ”キー押す

ステップ１の設定状態

ウェイト主体の選択

運転継続湿度の設定

運転継続温度の設定

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

湿度ウェイト巾の設定

温度ウェイト巾の設定

リピート回数の設定

ＯＮ／ＯＦＦを選択
タイムシグナル２の

ＯＮ／ＯＦＦを選択
タイムシグナル１の

の時間を設定
○▲▼でステップｎ

次のステップ？
Ｙ

Ｎ

Ｅ

Ｅ

の湿度を設定
○▲▼でステップｎ

の温度を設定
○▲▼でステップｎ

“ＭＯＤＥ”キー押す

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＮ

過熱防止温度設定
過熱防止器表示点灯

電源ブレーカＯＮ

温度範囲？

Ｎ

Ｙ

湿度運転可能



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

1

手順１～１０２は前項４．１２（５４ページ）と全く同様なので参照して下さい。～

102
103 “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” プログラム終了時の温度を設定。

以下の操作はＴＳＶ表示器の表示内容によって次の手順番号が変わります。104
ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 手順１０５へ

“ ” 手順１０７へ

▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。105 

“ ＊．＊” １０位の３を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

手順１１０へ106
手順１０４より ＴＳＶ表示器 “ ” 既に前回の設定で－２０．１℃に設107 

定されており“ＯＦＦ”モードにな

っていることを示す。

▲又は▼キーを押すと現在 “ ． ” ▼キーが押された時。108  

の設定値が－２０．１℃で 又は

あることが確認出来る。 “ ． ” ▲キーが押された時。 

▲▼キーにて “ ＊＊．＊” １００位の０を入力する。109 

“ ＊．＊” １０位の３を入力する。

“ ．＊” １位の０を入力する。

“ ． ” ０．１位の０を入力する。 

“ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” プログラム終了時の湿度を設定。110 

ＴＳＶ表示器 “＊＊” 上位桁がフラッシュする。

111 ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 “ ＊” １０位の７を入力する。

“ ” １位の０を入力する。

112 “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” ウェイト主体の設定。

113 ▲▼キーにて” ” ＴＳＶ表示器 “ ” 温度主体のウェイト 

を選択する。 “ ” 湿度主体のウェイト

“ ” 温度と湿度のウェイトが有効

ウェイトなし“ ”

114 “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 設定温度

ＴＳＶ表示器 “ ． ” 上位桁がフラッシュする。ステップ１の設定状態に戻る  

ステップ１を示す。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ 表示なし。ＨＳＶ表示器 ”

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ"４"

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

115 “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内温度を表示。．

ＴＳＶ表示器 “ ” ステップ１の設定温度７０．０℃。．

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ１の設定湿度５０％ＲＨ。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ"４"

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

116 “ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キー ＴＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内温度を表示。．

を押す。 ＴＳＶ表示器 “ ” ステップ１の設定温度７０．０℃。．

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ１の設定湿度５０％ＲＨ。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ４で運転開始。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” ステップ１を運転中。

△ランプ 点 灯 昇温ステップを示す。

時間表示器 “” 残時間１時間００分を示す。

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 点灯又は点滅

H.HEATﾗﾝﾌﾟ 点灯又は点滅

６５



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

、 。116 の続き 時間表示器 “” １分経過 残時間０時間５９分を示す

↓ ↓

“” ５９分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ２に変わる

△ランプ 消 灯 昇温ステップの終了。

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ２の設定温度７０．０℃。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ２の設定湿度５０％ＲＨ。

時間表示器 “” ステップ２の設定時間４５分を示す。

“” １分経過、残時間４４分を示す。

↓ ↓

“” ４４分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ３に変わる

□ランプ 消 灯 キープステップの終了。

ランプ 点 灯 ステップを示す。▽ 降温

ＴＰＶ表示器 “．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ３の設定温度－１５．０℃。

設定温度が湿度運転可能温度範囲ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器 “ ” 。外のためブランクになる

時間表示器 “ ” ステップ３の設定時間１時間１５分。

、 。“ ” １分経過 残時間１時間１４分を示す

↓ ↓

、 。“” １時間１４分経過 残時間１分を示す

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ４に変わる

ランプ 消 灯 温ステップの終了。▽ 降

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “ ．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ４の設定温度－１５．０℃。

時間表示器 “” ステップ４の設定時間３０分を示す。

“” １分経過、残時間２９分を示す。

↓ ↓

“” ２９分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ５に変わる

□ランプ 消 灯 キープステップの終了。

ランプ 点 灯 ステップを示す。△ 昇温

ＴＰＶ表示器 “ ．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ５の設定温度８０．０℃。

現在温度が湿度運転可能温度範囲ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器 “ ” 。外のためブランクになる

湿度運転可能温度↓ 現在の槽内温度が

ＴＰＶ表示器 “ ． ” 範囲に入ると湿度を表示する。 

現在の湿度を示す。ＨＰＶ表示器 “＊＊”

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ５の設定湿度６０％ＲＨ。

時間表示器 “” ステップ５の設定時間１時間３５分。

、 。“ ” １分経過 残時間１時間３４分を示す

↓ ↓

、 。“” １時間３４分経過 残時間１分を示す

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ６に変わる

ランプ 消 灯 温ステップの終了。△ 昇

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ６の設定温度８０．０℃。

現在の湿度を示す。ＨＰＶ表示器 “＊＊”

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ６の設定湿度６０％ＲＨ。

６６



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

116 の続き 時間表示器 “” ステップ６の設定時間５０分を示す。

“” １分経過、残時間４９分を示す。

↓ ↓

“” ４９分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ７に変わる

□ランプ 消 灯 キープステップの終了。

ランプ 点 灯 ステップを示す。△ 昇温

ＴＰＶ表示器 “ ．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ７の設定温度１２０．０℃。

設定温度が湿度運転可能温度範囲ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器 “ ” 。外のためブランクになる

時間表示器 “ ” ステップ７の設定時間１時間１５分。

、 。“ ” １分経過 残時間１時間１４分を示す

↓ ↓

、 。“” １時間１４分経過 残時間１分を示す

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ８に変わる

ランプ 消 灯 温ステップの終了。△ 昇

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “ ．” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ８の設定温度１２０．０℃。

時間表示器 “” ステップ８の設定時間３０分を示す。

“” １分経過、残時間２９分を示す。

↓ ↓

“” ２９分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ９に変わる

ランプ 消 灯 ステップの終了。□ キープ

ランプ 点 灯 ステップを示す。▽ 降温

ＴＰＶ表示器 “＊＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ９の設定温度６０．０℃。

時間表示器 “” ステップ９の設定時間１時間を示す。

、 。“” １分経過 残時間０時間５９分を示す

↓ ↓

“” ５９分経過、残時間１分を示す。

。ＳＴＥＰ表示器 “ ” 残時間が０になるとステップ１０に変わる

ランプ 消 灯 温ステップの終了。▽ 降

□ランプ 点 灯 キープステップを示す。

ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ．” ステップ１０の設定温度６０．０℃。

現在温度が湿度運転可能温度範囲ＨＰＶ表示器 “ ”

ＨＳＶ表示器 “ ” 。外のためブランクになる

湿度運転可能温度↓ 現在の槽内温度が

ＴＰＶ表示器 “  ．” 範囲に入ると湿度を表示する。 

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ステップ１０の設定湿度７０％ＲＨ。

。時間表示器 “” ステップ１０の設定時間４５分を示す

“” １分経過、残時間４４分を示す。

↓ ↓

“” ４４分経過、残時間１分を示す。

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 消 灯 残時間０分で運転終了。

H.HEATﾗﾝﾌﾟ

ランプ 消 灯 キープステップの終了。□

ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ” ＰＶＥＴの設定３０．０℃を表示。．

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ＰＶＥＨの設定７０％ＲＨを表示。

６７



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

116 の続き 時間表示器 “ ” ブランクになる。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ"４"の勾配運転終了。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” ブランクになる。

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 点 滅 ＴＰＶが３０．０℃に近づくと。

H.HEATﾗﾝﾌﾟ ＨＰＶが７０％ＲＨに近づくと。

ＴＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内温度を表示。．

ＨＰＶ表示器 “ ” 現在の槽内湿度を表示。

以下“ＳＴＯＰ”キーが押されるまで

運転を継続します。

プログラム進行中に“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押すと全てがリセットされ、再度“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”

キーが押された時は最初のステップからのスタートになります。

運転を終了する場合は“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押してから“ＰＯＷＥＲ”キーを押して下さい。

６８



.１４ 《ＰＴＮ ５，６》 リンク勾配運転モード １，２４

ＰＴＮ５とＰＴＮ６は全く同じ手順です。本項ではＰＴＮ５として記述します。

ＰＴＮ５とＰＴＮ６は、それぞれ別のリンク構成にすることが出来ます。

4.14.1 手順流れ図

設定から運転及び停止までの手順の概略を４．１４図に示します。

流れ図の中でＥは「 ＥＮＴＥＲ”キーを押す 、Ｙは「ＹＥＳ」Ｎは「ＮＯ」の意味です。“ 」

４．１４図

4.14.2 設定手順の詳細

設定例の条件における設定から運転までの手順の詳細は以下の通りです。

【設定例 １】

パターン３、パターン１、パターン４、パターン２の順序でリンクさせる。

パターン３，１，４に運転終了後の温度、湿度が設定されている場合は無視され、最後にリンクされた

パターン２で運転終了後の温度、湿度が設定されていれば実行される。

手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

１ 電源ブレーカをＯＮにする 過熱防止部 “＊＊＊” 前回設定された温度を表示

２ 過熱防止▲▼キー にて ＳＶ表示器 “ ” リンクさせるパターンに含まれる最高 

運転温度より５～１０℃高めの数値に

する｡

“ ” 数値の点滅が止まると登録完了。

３ “ＰＯＷＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 約３秒表示。続いて

“  ” 現在の槽内温度を表示。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＴＳＶ表示器 “＊＊．＊” 前回設定された温度を表示。

ＨＳＶ表示器 “＊＊” 前回設定された湿度を表示。

ＰＴＮ表示器 “＊” 前回設定されたパターンＮｏを表示。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

４ ▲▼キーにて ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏを５にする。

５ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” リンク１モード

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

前回設定されたリンク順にパターン

Ｎｏが並んで表示されている。

ブランク。ＨＰＶ表示器 “ ”

６９

スタート

“RUN/STOP”キー押す

“RUN/STOP”キー押す

パターンNo“５”を選択

Ｅ

運 転 終 了

電源ブレーカを切る

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＦＦ

パターン２の終了時

運転継続？

Ｎ

Ｙ

パターン２の運転

パターン４の運転

パターン１の運転

“ＭＯＤＥ”キー押す

パターン３の運転

の接続順を設定
○▲▼でパターン

“ＭＯＤＥ”キー押す

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＮ

過熱防止温度設定
過熱防止器表示点灯

電源ブレーカＯＮ



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

“ ブランク。５の続き ＨＳＶ表示器 ”

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ５。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 ＊＊＊ ４桁目に３を入力する （ＰＴＮ３）“ ” 。

＊＊ ３桁目に１を入力する （ＰＴＮ１）“ ” 。

＊ ２桁目に４を入力する （ＰＴＮ４）“ ” 。

１桁目に２を入力する （ＰＴＮ２）“ ” 。

７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” リンク１モード

ＴＳＶ表示器 上位桁がフラッシュする。“ ”

ブランク。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ ブランク。ＨＳＶ表示器 ”

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ５。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

８ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の測定温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “＊＊．＊” 前回の設定温度を表示。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の測定湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “＊＊” 前回の設定湿度を表示。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ５。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

９ “ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キー ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

を押す。 ＴＳＶ表示器 “ ” １番目リンクのパターン３のステップ．

１の設定温度７０．０℃。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” １番目リンクのパターン３のステップ

１の設定湿度５０％ＲＨ。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ５で運転開始。

キーを押す ＰＴＮ表示器 “ ” １番目リンクのパターン３の運転中で。 

あることを示す。

キーを押す “ ” キーを押す毎に点灯数字と点滅数。  

字が変わり、点灯数字はリンクプロ

グラムのパターンＮｏ、点滅数字は

リンクされて現在運転中のパターン

Ｎｏを示す。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 最初にリンクされたパターン３のPTN3
ステップ１の運転中を示す表示。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ５で運転中。

キーを押す “ ” 最初にリンクされたパターン３を示す。。 

“ ”

ＳＴＥＰ表示器 ↓ パターン３のステップを順次運転。

“ ”

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 点 滅 ステップ８の残時間０分でパターン

H.HEATﾗﾝﾌﾟ ３の運転終了。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” ２番目にリンクされたパターン１のPTN1
ステップ１の運転中に変わる。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ５で運転中。

キーを押す “ ” ２番目にリンクされたパターン１を示す。 

“ ”

ＳＴＥＰ表示器 ↓ パターン１のステップを順次運転。

“ ”

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 点 滅 ステップ６の残時間０分でパターン

H.HEATﾗﾝﾌﾟ １の運転終了。
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手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

９の続き ＳＴＥＰ表示器 “ ” ３番目にリンクされたパターン４のPTN4
ステップ１の運転中に変わる。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ５で運転中。

キーを押す “ ” ３番目にリンクされたパターン４を示す。 

“ ”

ＳＴＥＰ表示器 ↓ パターン４のステップを順次運転。

“ ”

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 点 滅 ステップ１０の残時間０分でパターン

H.HEATﾗﾝﾌﾟ ４の運転終了。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” ４番目にリンクされたパターン２のPTN2
ステップ１の運転中に変わる。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ５で運転中。

キーを押す “ ” ４番目にリンクされたパターン２を示す。 

“ ”

ＳＴＥＰ表示器 ↓ パターン２のステップを順次運転。

“ ”

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 消 灯 ステップ８の残時間０分でパターン

H.HEATﾗﾝﾌﾟ ２の運転終了。

ＴＰＶ表示器 “＊＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。

ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦ（停止）を表示。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “ ” ブランクになる。

時間表示器 “ ” ブランクになる。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” ブランクになる。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ"５"の運転終了。

プログラム進行中に“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押すと全てがリセットされ、再度“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”

キーが押された時は最初のステップからのスタートになります。

運転を終了する場合は“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押してから“ＰＯＷＥＲ”キーを押して下さい。
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.１５ 《ＰＴＮ ５，６》 リンク勾配運転モード １，２４

ＰＴＮ５とＰＴＮ６は全く同じ手順です。本項ではＰＴＮ５として記述します。

ＰＴＮ５とＰＴＮ６は、それぞれ別のリンク構成にすることが出来ます。

4.15.1 手順流れ図

設定から運転及び停止までの手順の概略を４．１５図に示します。

流れ図の中でＥは「 ＥＮＴＥＲ”キーを押す 、Ｙは「ＹＥＳ」Ｎは「ＮＯ」の意味です。“ 」

４．１５図

4.15.2 設定手順の詳細

設定例の条件における設定から運転までの手順の詳細は以下の通りです。

【設定例 ２】

パターン３、パターン１の２つのパターンのみをリンクさせる。

パターン３に運転終了後の温度、湿度が設定されている場合は無視され、後にリンクされたパターン１で

運転終了後の温度、湿度が設定されていれば実行される。

手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明

１ 電源ブレーカをＯＮにする 過熱防止部 “＊＊＊” 前回設定された温度を表示

２ 過熱防止▲▼キー にて ＳＶ表示器 “ ” リンクさせるパターンに含まれる最高 

運転温度より５～１０℃高めの数値に

する｡

“ ” 数値の点滅が止まると登録完了。

３ “ＰＯＷＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 約３秒表示。続いて

“  ” 現在の槽内温度を表示。

ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＴＳＶ表示器 “＊＊．＊” 前回設定された温度を表示。

ＨＳＶ表示器 “＊＊” 前回設定された湿度を表示。

ＰＴＮ表示器 “＊” 前回設定されたパターンＮｏを表示。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

４ ▲▼キーにて ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏを５にする。

５ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” リンク１モード

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。

前回設定されたリンク順にパターン

Ｎｏが並んで表示されている。

ブランク。ＨＰＶ表示器 “ ”

“ ブランク。ＨＳＶ表示器 ”

ＰＴＮ表示器 ” ” パターンＮｏ５。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。

時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

７２

スタート

“RUN/STOP”キー押す

“RUN/STOP”キー押す

パターンNo“５”を選択

Ｅ

３１０＊と設定

運 転 終 了

電源ブレーカを切る

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＦＦ

パターン１の終了時

運転継続？

Ｎ

Ｙ

パターン１の運転

“ＭＯＤＥ”キー押す

パターン３の運転

の接続順を
○▲▼でパターン

“ＭＯＤＥ”キー押す

“ＰＯＷＥＲ”キーＯＮ

過熱防止温度設定
過熱防止器表示点灯

電源ブレーカＯＮ



手順 キ ー 操 作 表示場所 表示内容 説 明
６ ▲▼キーにて ＴＳＶ表示器 ＊＊＊ ４桁目に３を入力する （ＰＴＮ３）“ ” 。

＊＊ ３桁目に１を入力する （ＰＴＮ１）“ ” 。
＊ ２桁目に０を入力する。“ ”

２桁目に０を入力すると、１桁目に“ ＊”
数字が入っていても０以降は運転さ
れない。

７ “ＥＮＴＥＲ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” リンク１モード
ＴＳＶ表示器 ＊ 上位桁がフラッシュする。“ ”

ブランク。ＨＰＶ表示器 “ ”
“ ブランク。ＨＳＶ表示器 ”

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ５。
ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。
時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

８ “ＭＯＤＥ”キーを押す。 ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の測定温度を表示。
ＴＳＶ表示器 “＊＊．＊” 前回の設定温度を表示。
ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の測定湿度を表示。
ＨＳＶ表示器 “＊＊” 前回の設定湿度を表示。
ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ５。
ＳＴＥＰ表示器 “ ” 表示なし。
時間表示器 “” タイマーがリセットされていることを示す。

９ “ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キー ＴＰＶ表示器 “＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。
を押す。 ＴＳＶ表示器 “ ” １番目リンクのパターン３のステップ．

１の設定温度７０．０℃。
ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。
ＨＳＶ表示器 “ ” １番目リンクのパターン３のステップ

１の設定湿度５０％ＲＨ。
ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ５で運転開始。

キーを押す ＰＴＮ表示器 “ ” １番目リンクのパターン３の運転中で。 
あることを示す。

キーを押す “ ” キーを押す毎に点灯数字と点滅数。  
字が変わり、点灯数字はリンクプロ
グラムのパターンＮｏ、点滅数字は
リンクされて現在運転中のパターン
Ｎｏを示す。

ＳＴＥＰ表示器 “ ” 最初にリンクされたパターン３のPTN3
ステップ１の運転中を示す表示。

ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ５で運転中。
キーを押す “ ” 最初にリンクされたパターン３を示す。。 

“ ”
ＳＴＥＰ表示器 ↓ パターン３のステップを順次運転。

“ ”
T.HEATﾗﾝﾌﾟ 点 滅 ステップ８の残時間０分でパターン
H.HEATﾗﾝﾌﾟ ３の運転終了。
ＳＴＥＰ表示器 “ ” ２番目にリンクされたパターン１のPTN1

ステップ１の運転中に変わる。
ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ５で運転中。

キーを押す “ ” ２番目にリンクされたパターン１を示す。 
“ ”

ＳＴＥＰ表示器 ↓ パターン１のステップを順次運転。
“ ”

T.HEATﾗﾝﾌﾟ 消 灯 ステップ６の残時間０分でパターン
H.HEATﾗﾝﾌﾟ １の運転終了。
ＴＰＶ表示器 “＊＊＊．＊” 現在の槽内温度を表示。
ＴＳＶ表示器 “ ” ＯＦＦ（停止）を表示。
ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の湿度を表示。
ＨＳＶ表示器 “ ” ブランクになる。
時間表示器 “ ” ブランクになる。
ＳＴＥＰ表示器 “ ” ブランクになる。
ＰＴＮ表示器 “ ” パターンＮｏ"５"の運転終了。

プログラム進行中に“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押すと全てがリセットされ、再度“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”
キーが押された時は最初のステップからのスタートになります。
運転を終了する場合は“ＲＵＮ／ＳＴＯＰ”キーを押してから“ＰＯＷＥＲ”キーを押して下さい。
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５．キーロック

本器の温湿度調節部及び過熱防止部には、運転中の誤操作や、第三者による条件設定の無断変更等を

防止するために、キーをロックする機能があります。

温度調節器のキーをロックすると過熱防止設定と“ＰＯＷＥＲ”キーを除く全てのキーが操作出来な

くなります。

ロック中は“ＰＯＷＥＲ”キーで運転を停止させることが出来ますが、再度“ＰＯＷＥＲ”キーを押

して運転状態にした場合には、ロックがかかったままでの運転になります。

過熱防止器のキーをロックすると過熱防止器の▲▼キーが操作出来なくなります。

ロックの解除は、ロックをかける操作を再度繰り返します。

温度調節器部のキーロック５．１

通常の運転中の状態より

手順 キー操作 表示場所 表示内容 説 明

１ キーと“ＥＮＴＥＲ” ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊ ” ０．１位桁に点が点滅して キーロ．

キーを同時に５秒以上押す ックがかかります。。

２ キーと“ＥＮＴＥＲ” “＊＊＊．＊” ０．１位桁の小数点が消えて キー

キーを同時に５秒以上押す ロックが解除されます。。

過熱防止器部のキーロック５．２

通常の運転中の状態より

手順 過熱防止器部のキー操作 表示場所 表示内容 説 明

１ ▲キーと▼キーを同時に 過熱防止器 “＊＊＊ ” １位桁に小数点が点滅してキーロ．

５秒以上押す。 ＳＶ表示器 ックがかかります。

２ ▲キーと▼キーを同時に “＊＊＊ ” １位桁の小数点が消えてキーロッ

５秒以上押す。 クが解除されます。
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６．ユーザー設定モード

設 定 項 目６．１
ユーザー設定モードでは次の２７項目のパラメータが設定が出来ます。

２７項目の内、ＯＮ／ＯＦＦ等の文字データ以外の数値データは初期化の実行により、工場出荷

6.1.27参照）値にリセットすることが出来ます （。

6.1.1 オートチューニングのＯＮ／ＯＦＦ（ＡＴ）

オートチューニングは制御の三要素である比例帯（Ｐ 、積分時間（Ｉ 、微分時間（Ｄ）の） ）

各定数を、マイクロコンピュータが自動計測演算して制御対象に最も適したＰＩＤ定数を自

動設定し、制御精度の高いコントロールを実現する機能です。

オートチューニングは“ＲＵＮ”中（運転中）に限ってかけることが出来ます。

尚、パターン１～４の勾配ステップではオートチューニングはかけられません。

“ＳＴＯＰ”中（停止中）や勾配運転中に“ＯＮ”にしても“Ｅｒ１”を表示して“ＯＦＦ”

に戻ってしまいます。

オートチューニングを“ＯＮ”にすると、先ず温度から演算を開始して温度“ＡＴ”ランプ

が点滅し、演算と自動設定が終了すると温度“ＡＴ”ランプが消灯して、湿度の演算に移っ

て湿度“ＡＴ”ランプが点滅し、演算と自動設定が終了すると湿度の“ＡＴ”ランプも消灯

します。

演算中にオートチューニングを“ＯＦＦ”にすると演算を中止し、最初から“ＯＦＦ”にな

っていればオートチューニングは実行されません。

6.1.2 内部上限警報（ＡＬ Ｈ）

槽内の温度がこの項で設定された値を超えて上昇すると “”を表示してヒーターを、

遮断します （その他の出力も連動して遮断されます ）。 。

装置の最高温度＋２０℃まで設定可能で、一体組み込みの別回路過熱防止器と相まって２重

の過熱防止機能となっています。

6.1.3 内部下限警報（ＡＬ Ｌ）

槽内の温度がこの項で設定された値を超えて降下すると “”を表示してヒーター、、

冷凍機等の出力を遮断します。

6.1.4 停電後の復帰動作（Ｐ＿ｏＮ）

停電があって、停電が復旧した場合に装置を自動的に運転再開とするか、スイッチ操作をし

ない限り運転を再開出来ないようにするかを選択します。

実験の性質や組織の安全基準等に則って使い分けて下さい。

"ＯＮ"で自動復帰 “ＯＦＦ”で手動復帰となります。、

6.1.5 温度比例帯（Ｔ Ｐ）

オートチューニングによって自動整定された値が入っていますが、この項で数値を変更する

ことが可能です。

6.1.6 温度積分時間（Ｔ Ｉ）

オートチューニングによって自動整定された値が入っていますが、この項で数値を変更する

ことが可能です。

6.1.7 温度微分時間（Ｔ ｄ）

オートチューニングによって自動整定された値が入っていますが、この項で数値を変更する

ことが可能です。

6.1.8 上限加熱出力リミット（ＴｏＬＨ）

ヒーターの出力量（％）の上限値で、この値以下が出力されます。

－５～１０５％の範囲で設定出来ますが、通常は１００か１０５に設定します。

6.1.9 温度ＰＶバイアス（Ｔ Ｐｂ）

ＰＶバイアスは、測定値に所定の値を加えて修正する機能で、槽内の特定の場所の温度分布

特性による「ずれ」や、制御温度とワーク温度との差を補正します。
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6.1.10 温度伝送出力上限温度（ＴＡｏＨ）

伝送出力の最高値５Ｖに相当する温度を指定します。

この項で設定した温度が記録計の５Ｖ目盛の温度になります。記録計を使用しない場合はこ

の項は無視して下さい。

6.1.11 温度伝送出力下限温度（ＴＡｏＬ）

伝送出力の最低値１Ｖに相当する温度を指定します。

この項で設定した温度が記録計の１Ｖ目盛の温度になります。記録計を使用しない場合はこ

の項は無視して下さい。

6.1.12 湿度比例帯（Ｈ Ｐ）

オートチューニングによって自動整定された値が入っていますが、この項で数値を変更する

ことが可能です。

6.1.13 湿度積分時間（Ｈ Ｉ）
オートチューニングによって自動整定された値が入っていますが、この項で数値を変更する
ことが可能です。

6.1.14 湿度微分時間（Ｈ ｄ）
オートチューニングによって自動整定された値が入っていますが、この項で数値を変更する
ことが可能です。

6.1.15 第１加湿出力リミット（ＨｏＬＨ）
加湿ヒーターの出力量（％）の上限値で、この値以下が出力されます。
工場出荷時に加湿ヒーター出力切換湿度が設定されており、この設定湿度より上に設定され
た場合に、これを多湿運転領域としてこの項で設定された出力量を適用します。
－５～１０５％の範囲で設定出来ますが、通常は１００か１０５に設定します。

6.1.16 第２加湿出力リミット（ＨｏＬＬ）
工場出荷時に加湿ヒーター出力切換湿度が設定されており、この設定湿度より下に設定され
た場合に、これを低湿運転領域としてこの項で設定された出力量を適用します。
工場出荷時に最適値を設定してあります。

6.1.17 湿度ＰＶバイアス（Ｈ Ｐｂ）
湿度ＰＶバイアスは、測定値に所定の値を加えて修正する機能で、槽内の特定の場所の湿度
分布特性による「ずれ」や、制御湿度とワーク湿度との差を補正します。
補正は湿球温度の測定値として行われます。

6.1.18 湿度伝送出力上限湿度（ＨＡｏＨ）
伝送出力の最高値５Ｖに相当する湿度を指定します。
この項で設定した湿度が記録計の５Ｖ目盛の湿度になります。通常は１００（％）を指定し
ます。
記録計を使用しない場合はこの項は無視して下さい。

6.1.19 湿度伝送出力下限湿度（ＨＡｏＬ）
伝送出力の最低値１Ｖに相当する湿度を指定します。
この項で設定した湿度が記録計の１Ｖ目盛の湿度になります。通常は０（％）を指定します。
記録計を使用しない場合はこの項は無視して下さい。

6.1.20 通信デバイスアドレス設定（Ａｄｄ）
ＲＳ－４８５の通信ネットワークの中における自機のアドレスを設定します。
アドレスは０１～９９の内任意の番号を選択出来ますが、ネットワーク中で既に決定されて
いる他機の番号と重複することは出来ません。
通信機能を使用しない場合はこの項は無視して下さい。

6.1.21 通信インターバル時間設定（ＩｎＴ）
通信ネットワークの中におけるホストコンピュータの性能並びに傘下にある管理対象機器の
台数等によって、高速の処理における送受信信号の一部欠落等のエラーが発生防止のために
インターバルの時間を設定します。設定範囲は０～２００ｍｓです。
通信機能を使用しない場合はこの項は無視して下さい。

７６



6.1.22 温度ＬＢＡ時間設定（ＴＬｂＴ）
加温ヒータ操作回路のヒータ断線（トライアックショート）警報で、断線又はショート判定
までの時間を設定します。
設定時間内に２℃以上に上昇しないか下降しないかによってヒータの断線かトライアックの
ショートかを判定します。設定時間が短すぎると誤動作の原因になります。
設定範囲は１～７２００秒です。

6.1.23 湿度ＬＢＡ時間設定（ＨＬｂＴ）
加湿ヒータ操作回路のヒータ断線（トライアックショート）警報で、断線又はショート判定
までの時間を設定します。
設定時間内に２℃（２％ＲＨ）以上に上昇しないか下降しないかによってヒータの断線かト
ライアックのショートかを判定します。
湿度ＬＢＡの判断変化巾は湿度の検出方法が乾湿球方式の場合は２℃、湿度センサ（4-20mA）
の場合は２％ＲＨになります。設定時間が短すぎると誤動作の原因になります。
設定範囲は１～７２００秒です。

6.1.24 温度ＬＢＡデッドバンド（ＴＬｂｄ）
加熱回路のループ断線警報機能で、外乱（扉の開閉等）による誤動作を防止するため、非警
報領域（不感帯）の温度巾を設定します。
設定範囲は０．０～５０．０℃です。

6.1.25 湿度ＬＢＡデッドバンド（ＨＬｂｄ）
加湿回路のループ断線警報機能で、外乱（扉の開閉等）による誤動作を防止するため、非警
報領域（不感帯）の湿度巾を設定します。
設定範囲は０～５０％ＲＨです。

6.1.26 湿度伝送出力スケール調整（ＡｏＳＬ）

湿度伝送出力の０～１００％ＲＨを温度伝送出力の０～１００℃相当の出力電圧に自動整合

する機能の有無を設定します。

スケール調整ありに設定すると温度目盛りと同一になるので記録結果が見やすくなります。

設定範囲は０：スケール調整あり、１：スケール調整なし、です。

6.1.27 初期化設定（ｄＥＦ）

ユーザー設定モードで設定されたＰＩＤ定数を含む各種の設定数値（文字データを除く）を

工場出荷時の値にリセットする機能です。

いろいろと数値を変えてしまって元の値が判らなくなった場合等に利用出来ます。

“ＯＦＦ”で初期化せず “ＯＮ”にして“ＥＮＴＥＲ”キーが押された瞬間に初期化、

（リセット）され、再度“ＯＮ”にされるまで“ＯＦＦ”表示となります。

初期化される項目は以下の通りです （＊印は温度、湿度共）。

＊比例帯、＊積分時間、＊微分時間、＊ＰＶバイアス、内部上限警報、内部下限警報、

＊上限出力リミット、湿度上限出力リミット２、＊伝送出力上限、＊伝送出力下限、

＊ＬＢＡ時間、＊ＬＢＡデッドバンド。
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設 定 手 順６．２

手順 キー操作 表示場所 表示内容 説 明
１ 電源ブレーカをＯＮにする 過熱防止部 “＊＊＊” 前回設定された過熱防止温度を表示

ＳＶ表示器
２ パワーキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” 約３秒表示。

“＊＊＊．＊” 続いて現在の槽内温度を表示。
ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 前回設定された温度を表示
ＨＰＶ表示器 “＊＊” 現在の槽内湿度を表示。

ＨＳＶ表示器 “＊＊” 前回設定された湿度を表示。

３ ＥＮＴＥＲキーを５秒 ＴＰＶ表示器 “ ” “オートチューニング”
以上押し続ける。 ＴＳＶ表示器 “” オートチューニングをONにするか

４ ▲又は▼キーにて “ ” OFFにするか選択する。
ONに出来るのは“RUN”中のみ

５ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “ ＡＬ Ｈ）内部上限警報” （
ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 前回設定された上限警報（℃）

６ ▲▼キーにて “＊＊＊．＊” 希望の数値に変更する。
７ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “ ＡＬ Ｌ）内部下限警報” （

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊．＊” 前回設定された下限警報（℃）
８ ▲▼キーにて “ ＊＊．＊” 希望の数値に変更する。
９ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “” “ Ｐ_ＯＮ）停電後の復帰動作”（

ＴＳＶ表示器 “” 自動復帰はＯＮを、手動復帰は
１０ ▲又は▼キーにて “ ” ＯＦＦを選択する。
１１ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “ ＴＰ）温度比例帯” （

ＴＳＶ表示器 “＊＊．＊” 前回設定された比例帯の巾（℃）
１２ ▲▼キーにて “＊＊．＊” 希望の数値に変更する。
１３ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “ ＴＩ）温度積分時間” （

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 前回設定された積分時間（分）
１４ ▲▼キーにて “＊＊＊＊” 希望の数値に変更する。
１５ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “ ＴＤ）温度微分時間” （

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 前回設定された微分時間（分）
１６ ▲▼キーにて “＊＊＊＊” 希望の数値に変更する。
１７ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “ ＴＯＬＨ）上限加熱出力リミット” （

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 前回設定の上限出力リミット（％）
１８ ▲又は▼キーにて “－＊＊＊” 最上位の記号が変わる。
１９ ▲▼キーにて “＊＊＊＊” 希望の数値（通常は100）に変更する。
２０ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “ ＴＰＢ）温度ＰＶバイアス” （

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 前回設定のＰＶバイアス（℃）
２１ ▲又は▼キーにて “－＊＊．＊” 最上位の記号が変わる。
２２ ▲▼キーにて “＊＊＊．＊” 希望の数値に変更する。(±20℃以内)
２３ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “ ＴＡＯＨ）記録計温度上限スケール” （

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 前回設定の上限温度（℃）
２４ ▲▼キーにて “＊＊＊＊” 希望の数値に変更する。
２５ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” “ ＴＡＯＬ）記録計温度下限スケール”  （

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定の下限温度（℃）
２６ ▲▼キーにて “ ＊＊＊” 希望の数値に変更する。
２７ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “ ＨＰ）湿度比例帯” （

ＴＳＶ表示器 “＊＊．＊” 前回設定された比例帯の巾（％）
２８ ▲▼キーにて “＊＊．＊” 希望の数値に変更する。
２９ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “ ＨＩ）湿度積分時間” （

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 前回設定された積分時間（分）
３０ ▲▼キーにて “＊＊＊＊” 希望の数値に変更する。
３１ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “ ＨＤ）湿度微分時間” （

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 前回設定された微分時間（分）
３２ ▲▼キーにて “＊＊＊＊” 希望の数値に変更する。
３３ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “ ＨＯＬＨ）第１加湿出力リミット” （

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 前回設定の上限出力リミット（％）
３４ ▲又は▼キーにて “－＊＊＊” 最上位の記号が変わる。
３５ ▲▼キーにて “＊＊＊＊” 希望の数値（通常は100）に変更する。
３６ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” “ ＨＯＬＬ）第２加湿出力リミット”  （

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 前回設定の上限出力リミット（％）
３７ ▲又は▼キーにて “－＊＊＊” 最上位の記号が変わる。
３８ ▲▼キーにて “＊＊＊＊” 希望の数値に変更する。
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手順 キー操作 表示場所 表示内容 説 明
３９ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “ ＨＰＢ）湿度ＰＶバイアス” （

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊．＊” 前回設定のＰＶバイアス（℃）
４０ ▲又は▼キーにて “－＊＊．＊” 最上位の記号が変わる。
４１ ▲▼キーにて “＊＊＊．＊” 希望の数値に変更する。(±20℃以内)
４２ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “ ＨＡＯＨ）記録計湿度上限スケール” （

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 前回設定の上限温度（％）
４３ ▲▼キーにて “＊＊＊＊” 希望の数値に変更する （通常は100%）。
４４ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “  ” “ ＨＡＯＬ）記録計湿度下限スケール”  （

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 前回設定の下限湿度（％）
４５ ▲▼キーにて “ ＊＊＊” 希望の数値に変更する （通常は0%）。
４６ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “ ＡＤＤ）通信アドレス設定”（

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊” 上位桁がフラッシュする。
４７ ▲▼キーにて “ ＊＊” 希望の数値に変更する。
４８ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “ ＩＮＴ）通信インターバル時間設定”（

ＴＳＶ表示器 “ ＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。
４９ ▲▼キーにて “ ＊＊＊” 希望の数値に変更する。
５０ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “ ＴＬＢＴ）温度ＬＢＡ時間設定” （

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。
５１ ▲▼キーにて “＊＊＊＊” 希望の数値に変更する。
５２ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “ ＨＬＢＴ）湿度ＬＢＡ時間設定” （

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。
５３ ▲▼キーにて “＊＊＊＊” 希望の数値に変更する。
５４ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “ ＨＬＢＴ）湿度ＬＢＡ時間設定” （

ＴＳＶ表示器 “＊＊＊＊” 上位桁がフラッシュする。
５５ ▲▼キーにて “＊＊＊＊” 希望の数値に変更する。
５６ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “ ＴＬＢＤ）温度ＬＢＡデッドバンド （

設定”
ＴＳＶ表示器 “＊＊．＊” 上位桁がフラッシュする。

５７ ▲▼キーにて “＊＊ ．＊” 希望の数値に変更する。
５８ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “ ＨＬＢＤ）湿度ＬＢＡデッドバンド （

設定”
ＴＳＶ表示器 “ ＊＊” 上位桁がフラッシュする。

５９ ▲▼キーにて “ ＊＊” 希望の数値に変更する。
６０ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “ ＡＯＳＬ）湿度伝送出力スケール （

調整”
ＴＳＶ表示器 “ ＊” 数値がフラッシュする。

６１ ▲▼キーにて ０：スケール調整あり
１：スケール調整なし

“ ＊” 希望の数値に変更する。
６２ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “” “ ＤＥＦ）初期化設定”（

ＴＳＶ表示器 “” 初期化はＯＮを、初期化しない
６３ ▲又は▼キーにて “ ” はＯＦＦを選択する。
６４ ＥＮＴＥＲキーを押す。 ＴＰＶ表示器 “ ” “オートチューニング”

ユーザー設定の最初に戻る。
６５ ＥＮＴＥＲキーを５秒以上 ユーザー設定モードに入る この操作は手順を一巡しなくても、変

押し続けるか、そのまま 前の表示に戻る。 更又は確認が終わった項目の後に行う
放置する。 放置した場合は１分後に自 と元の表示に戻ります。

動的に元の表示に戻る。
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７．エラーと表示

エラーが発生するとＴＳＶ表示器に下記のエラーＮｏを表示します。７．１ エラーの表示と内容

エラーＮｏ エラー内容 症 状 対 策

  設定値異常 設定が入力出来ない 設定可能範囲を確認してから再度入力

し直して下さい。

  センサー断線 温度が上がらない 温湿度調節器のセンサー端子の緩み調査

（乾球、湿球） （湿度が上がらない） 断線の場合はセンサー交換して下さい。

 トライアック 温度が上がり放し ユーザー設定項目のＬＢＡ時間やＬＢＡ

ショート （湿度が上がり放し） デッドバンドの設定が悪いと誤検出を

することがあります。

設定が正しい場合にはトライアック又

はＳＳＲが短絡しています。トライア

ック又はＳＳＲを交換して下さい。

 ヒーター断線 温度が上がらない ユーザー設定項目のＬＢＡ時間やＬＢＡ

（湿度が上がらない） デッドバンドの設定が悪いと誤検出を

することがあります。

設定が正しい場合には加温又は加湿ヒー

ターを交換して下さい。

  ファン故障 ファンが回らない モーターを交換して下さい。

  外部過熱防止 温度の上がり過ぎ 過熱防止器の設定が運転温度より高く設

定してあるか確認。過熱防止器の設定が

正常の場合は修理を依頼して下さい。

  内部上下限警報 温度の上がりすぎ ユーザー設定の上下限警報値(ALH)(ALL)

（温度の下がりすぎ） が運転温度より高く（低く）設定してあ

るかを確認。設定正常ならば温度暴走な

ので修理を依頼して下さい。

 加温ヒーター異常 温度が上がらない 加温ヒーター回路がショートしている

可能性があります。ヒーターを点検、

交換して下さい。

 冷凍機過電流 冷凍機が運転出来ない 冷凍機の修理を依頼して下さい。

 冷凍機過圧力 冷凍機が運転出来ない 凝縮器の目詰まりを清掃して下さい。

正常の場合は修理を依頼して下さい。

 水位低下 水位低下 給水タンクに水がない場合は給水する。

給水管の空気抜き。その他は修理依頼。

空気抜きについては装置本体の説明書

を参照して下さい。

 空焚き警報 水位低下による空焚 空焚の場合はヒーターが損傷するので

。 。ヒーターの交換 軽症の場合は給水する

 停電警報 運転中に停電した キーで解除。停止中や停電復帰動作が

OFFに設定してある場合は報知しません。

 外気温警報 冷凍機が運転出来ない 冷凍機高圧異常の危険あり。凝縮器に扇

風機で風をあてるか、室温を下げる手段

を講じて下さい。

 電源入れ直し。ユーザー設定の初期化を

 ＣＰＵ異常 装置が運転出来ない 実行。それでも回復しなければ調節器の

 交換を要します。

エラーが発生した場合は“ＰＯＷＥＲ”キーで停止させ、更にブレーカーも切ってエラーの原因

を排除してから再起動してください。

運転中に停電して“”を表示している場合は、エラーを表示していますが復電後は正常に

動作しておりますので “”キーを押してエラー表示を消して下さい。、

７．２ エラー検出機能の解除

各エラー項目毎に検出の“ＯＮ “ＯＦＦ”を設定出来ます。”

誤動作が確認された場合等の他は必ず検出機能を“ＯＮ”にしておいて下さい。 又、正常に戻った

時点で速やかに初期設定に戻して下さい。

むやみに“ＯＦＦ”にすると異常発報をしないので火災等、重大な事故の原因となります。
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７．３ エラー検出機能の設定

手順 キー操作 表示場所 表示内容 説 明

１ 電源ブレーカをＯＮにして 過熱防止部 “＊＊＊” 前回設定された過熱防止温度

“ＰＯＷＥＲ” キーＯＦＦ ＳＶ表示器 を表示

２ “”キーを押しながら ＴＰＶ表示器 “”

ＥＮＴＥＲ キーを押す ＴＳＶ表示器 “ ” Ｅｒ１の検出機能あり。“ ” 。

３ ▲又は▼キーにて “” Ｅｒ１の検出機能なし。

４ ＥＮＴＥＲ キーを押す ＴＰＶ表示器 “”“ ” 。

ＴＳＶ表示器 “ ” Ｅｒ２の検出機能あり。

５ ▲又は▼キーにて “” Ｅｒ２の検出機能なし。

６ ＥＮＴＥＲ キーを押す ＴＰＶ表示器 “ ”“ ” 。 

ＴＳＶ表示器 “ ” Ｅｒ３の検出機能あり。

７ ▲又は▼キーにて “” Ｅｒ３の検出機能なし。

８ ＥＮＴＥＲ キーを押す ＴＰＶ表示器 “ ”“ ” 。 

ＴＳＶ表示器 “ ” Ｅｒ４の検出機能あり。

９ ▲又は▼キーにて “” Ｅｒ４の検出機能なし。

６ ＥＮＴＥＲ キーを押す ＴＰＶ表示器 “”“ ” 。

ＴＳＶ表示器 “ ” Ｅｒ５の検出機能あり。

７ ▲又は▼キーにて “” Ｅｒ５の検出機能なし。

８ ＥＮＴＥＲ キーを押す ＴＰＶ表示器 “”“ ” 。

ＴＳＶ表示器 “ ” Ｅｒ６の検出機能あり。

９ ▲又は▼キーにて “” Ｅｒ６の検出機能なし。

１０ ＥＮＴＥＲ キーを押す ＴＰＶ表示器 “”“ ” 。

ＴＳＶ表示器 “ ” Ｅｒ８の検出機能あり。

１１ ▲又は▼キーにて “” Ｅｒ８の検出機能なし。

１２ ＥＮＴＥＲ キーを押す ＴＰＶ表示器 “ ”“ ” 。 

ＴＳＶ表示器 “ ” Ｅｒ９の検出機能あり。

１３ ▲又は▼キーにて “” Ｅｒ９の検出機能なし。

１４ ＥＮＴＥＲ キーを押す ＴＰＶ表示器 “”“ ” 。

ＴＳＶ表示器 “ ” Ｅｒ１０の検出機能あり。

１５ ▲又は▼キーにて “” Ｅｒ１０の検出機能なし。

１６ ＥＮＴＥＲ キーを押す ＴＰＶ表示器 “”“ ” 。

ＴＳＶ表示器 “ ” Ｅｒ１１の検出機能あり。

１７ ▲又は▼キーにて “” Ｅｒ１１の検出機能なし。

１８ ＥＮＴＥＲ キーを押す ＴＰＶ表示器 “”“ ” 。

ＴＳＶ表示器 “ ” Ｅｒ１２の検出機能あり。

１９ ▲又は▼キーにて “” Ｅｒ１２の検出機能なし。

２０ ＥＮＴＥＲ キーを押す ＴＰＶ表示器 “”“ ” 。

ＴＳＶ表示器 “ ” Ｅｒ１３の検出機能あり。

２１ ▲又は▼キーにて “” Ｅｒ１３の検出機能なし。

２２ ＥＮＴＥＲ キーを押す ＴＰＶ表示器 “”“ ” 。

ＴＳＶ表示器 “ ” Ｅｒ１４の検出機能あり。

２３ ▲又は▼キーにて “” Ｅｒ１４の検出機能なし。

２４ ＥＮＴＥＲ キーを押す ＴＰＶ表示器 “”“ ” 。

ＴＳＶ表示器 “ ” Ｅｒ１５の検出機能あり。

２５ ▲又は▼キーにて “” Ｅｒ１５の検出機能なし。

２６ ＥＮＴＥＲ キーを押す ＴＰＶ表示器 “ ”“ ” 。 

ＴＳＶ表示器 “ ” Ｅｒ１６の検出機能あり。

２７ ▲又は▼キーにて “” Ｅｒ１６の検出機能なし。

２８ ＥＮＴＥＲ キーを押す ＴＰＶ表示器 “ ”“ ” 。 

ＴＳＶ表示器 “ ” Ｅｒ１７の検出機能あり。

２９ ▲又は▼キーにて “” Ｅｒ１７の検出機能なし。

３０ ＥＮＴＥＲ キーを押す ＴＰＶ表示器 “ ”“ ” 。 

ＴＳＶ表示器 “ ” Ｅｒ１８の検出機能あり。

３１ ▲又は▼キーにて “” Ｅｒ１８の検出機能なし。
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８．仕 様（HP-102）

8.1 温 湿 度 調 節 機 能

温湿度制御方式 オートチューニング機能付ゼロクロスＤＦ－ＰＩＤ制御

白金測温抵抗体 Ω 線式温度検出端 Pt 100 3
電気容量型湿度センサ 出力 ～ 耐環境温度 ～ ℃4 20mA -40 150

相対湿度検出
乾湿球方式にも対応可能

温度 －９０．０～２００．０℃
設定範囲

湿度 ０～９９％ＲＨ

温度 －９９．９～２２０．０℃
測定範囲

湿度 ０～９９％ＲＨ

温度指示精度 ±０．５℃以内

温度 ４桁 ７セグメントＬＥＤ表示方式（オレンジ色表示）
測定値表示方式

湿度 ２桁 ７セグメントＬＥＤ表示方式（オレンジ色表示）

温度 ４桁 ７セグメントＬＥＤ表示方式（緑色表示）
設定値表示方式

湿度 ２桁 ７セグメントＬＥＤ表示方式（緑色表示）

温度、湿度設定方式 シフトキー、アップ、ダウンキーによる設定方式

温度 ０．１℃
設定指示分解能

湿度 １％ＲＨ

サンプリング周期 ０．５秒

オートチューニング 演算改良型リミットサイクル法

制御出力１（温度、湿度） ゼロクロス トライアック ２５０Ｖ ２０Ａ 組込済み

制御出力２（温度、湿度） ＳＳＲ駆動用ＤＣパルス出力端子

ステイタス出力 設定到達、タイムアップ、警報出力、モーター、給水回路、加湿回路、

加温回路、冷凍機１、２ 以上９回路リレー接点出力

タイムシグナル出力 オープンコレクタ ２回路（外部回路はオプション）

記録計用出力 アナログ２ＣＨ （温度、湿度各 ＤＣ１～５Ｖ）

8.2 プログラム機能
１ステップ３パターン 自動入り、自動切り、自動入切

６ステップ１パターン

８ステップ２パターン 勾配運転（終了後OFF、終了後設定温度、湿度保持）

１０ステップ１パターン

リンクプログラム２パターン １ステップ３パターンを除く各パターンを任意配列で接続可

リピート回数 最高９９回（１は繰り返しなし、９９回は無限繰り返し）

タイムシグナル ２ｃｈ（パターン毎にステップ指定、外部回路オプション）

最大設定時間 ９９時間５９分／１ステップ当たり

時間精度 設定時間の０．５％以内

アドバンス機能 ステップ単位でアドバンス可

パターンＮｏ表示方式 １桁 ７セグメントＬＥＤ表示方式（緑色表示）

ステップＮｏ表示方式 ２桁 ７セグメントＬＥＤ表示方式（緑色表示）

時間表示方式 ４桁 ７セグメントＬＥＤ表示方式（緑色表示）

温度移動方向指示 ▲■▼ＬＥＤ表示方式 （緑色表示）

8.3 自己診断機能
Ｅｒ １ 設定値異常 Ｅｒ１０ 冷凍機過電流

Ｅｒ ２ センサー断線 Ｅｒ１１ 冷凍機過圧力

Ｅｒ ３ 異常加温（加湿） Ｅｒ１２ 加湿水位低下

Ｅｒ ４ 非加温（加湿）異常 Ｅｒ１３ 加湿空焚き

Ｅｒ ５ ファン故障 Ｅｒ１４ 停電警報

Ｅｒ ６ 外部過熱防止 Ｅｒ１５ バックアップデーターエラー

Ｅｒ ８ 内部上下限警報 Ｅｒ１６ ＣＰＵ入力値異常

Ｅｒ ９ ヒーター異常 Ｅｒ１７ 計器異常（ ）FAIL

８２



8.4 通 信 機 能
通 信 規 格 ＥＩＡ規格 ＲＳ－４８５準拠

通 信 方 式 ２線式 半２重マルチドロップ接続

通 信 速 度 ９６００ ｂｐｓ

通信コード ＪＩＳ／ＡＳＣＩＩ（７ビットコード）

最大接続数 ３２台（ホストを含む）

識別データ リードオンリー項目

（メーカー設定項目は略） 温度測定値、湿度測定値、実行ステップ番号、経過時間、実行回数

警報状態、制御出力（温度 、制御出力（湿度））

リードライト項目

温度設定、湿度設定、時間設定、タイムシグナル１、タイムシグナル２、

運転終了後の設定温度、運転終了後の設定湿度、実行回数、ウェイト主体

実行パターン番号、運転の開始、停止、運転モード設定、

ＡＴのＯＮ／ＯＦＦ、比例帯設定値（温度、湿度 、積分時間設定値）

（温度、湿度 、微分時間設定値（温度、湿度 、センサー補正量（温度、） ）

湿度 、上限警報設定値、下限警報設定値、上限出力リミット（温度、）

湿度 、停電復帰時の動作設定、通信インターバル時間、初期化設定、）

キーロックの設定と解除

8.5 その他の標準機能
センサー補正範囲 温度 ±２０．０℃ 湿度 ±２０％ＲＨ

上限出力リミット範囲 温度、湿度共 －５％～１０５％

ウェイト主体の選択 温度、湿度、温度と湿度、ウェイトなし ４種より任意選択

出力電圧１Ｖ、５Ｖに相当する温度、湿度設定可能
伝送出力の温湿度巾

湿度出力の温度目盛りへの整合機能あり

自動復帰／手動復帰 選択可能
停電後の復帰動作

自動復帰時の停電事実報知機能あり

デフォルトリセット ＰＩＤ定数を含むユーザー設定数値の工場出荷値へのリセット

キーロック キーロックの設定／解除

8.6 過熱防止器機能
温度制御方式 二位置制御方式（ＯＮ／ＯＦＦ制御）

温度検出端 熱 電 対 （Ｋ）

温度設定範囲 ０～２２０℃

温度入力精度 ±１．５℃

設定温度表示方式 ３桁 ７セグメントＬＥＤ表示方式（赤色表示、文字高８ｍｍ）

温度設定方式 アップ、ダウンキーによるアクセルエンジン方式

設定指示分解能 １℃

サンプリング周期 １秒

制御ライン遮断出力 温度回路、湿度回路共 リレー接点による強制遮断 ２５０Ｖ ２０Ａ

機 能 キーロックによる誤操作防止

8.7 温度調節器／過熱防止器共通仕様
電 源 ＡＣ ８５～２６４Ｖ フリー電源 （５０／６０Ｈｚ共用）

メモリバックアップ ＥＥＰＲＯＭ データ保持期間 約１０年

許容周囲温度 ０～５０℃

許容周囲湿度 ３０～８５％ＲＨ（結露なきこと）
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温湿度調節器の表示キャラクター

凡 例

温湿度調節器で表示されるキャラクタ文字（英文字 。）

アルファベット Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ

                         キャラクタ文字

表示されるキャラクター → ［ＡＤＤ］ ←キャラクターに対応する英文字
表示されるモード →→→→ ユ ←←←←←←略語の語源Address
ウ 運転モード

ユ ユーザー設定モード

［ＥＲ ＊］→＊印は既に決定されている数値を示す。 ＊

［ＡＤＤ］ ［ＤＥＦ］ 
Address Defaultユ ユ

通信ネットワークにおける自局の番号。 初期化。

ＯＮ（初期化する）－ＯＦＦ（初期化しなホストコンピュータとの通信のための自分

い）を選択する。の固有名詞に相当する。

初期化すると、ユーザー設定項目で設定さ

［ＡＬ Ｈ］ れた諸々の数値データがメーカー出荷時に 
ユ 設定された数値にリセットされる。Aalarm high
内部上限警報値。

槽内の温度が、ＡＬ Ｈで設定された温度 ［ＥＲ ＊］ ＊
Errorを越えて上昇した場合に” ”を表 ウ ユ 

示して出力を遮断する。 エラーコード。

装置内で異常が発生した場合に、異常内容

［ＡＬ Ｌ］ に対応するエラーコード（数字）を表示し 
ユ てヒーターその他必要な負荷を遮断する。Alarm low
内部下限警報値。 不合理な数値が入力された場合はＥｒ１が

槽内の温度が、ＡＬ Ｌで設定された温度 表示される。
を越えて下降した場合に” ”を表 

示して出力を遮断する。 ［ＨＡＯＨ］
Humidity analog output highユ

［ＡＯＳＬ］ 伝送出力上限湿度。
ユ レコーダーの上限目盛に相当する湿度を指Analog output selection
湿度伝送出力スケール調整機能の有無を選 定する項目。

択する項目。

［ＨＡＯＬ］
Humidity analog output low ［ＡＴ］ ユ

ユ ( ) 伝送出力下限湿度。Autotuning AT
オートチューニング。略してＡＴ。 レコーダーの下限目盛に相当する湿度を指

定する項目。自動制御における、比例動作（Ｐ動作 、）

積分動作（Ｉ動作 、微分動作（Ｄ動作））

［Ｈ Ｄ］の３つの定数を自動的に最適な状態で組み  
Humidity differential合わせる機能で、ＯＮ（ＡＴを掛ける 、） ユ

ＰＩＤ定数の内、湿度のＤ（微分時間）をＯＦＦ（ＡＴを掛けない）を選択する。

示す。

［ＣＯＮＴ］
ウ ［Ｈ Ｉ］Continuous  

Humidity integral連続運転（定値運転）モードを示す。 ユ

ＰＩＤ定数の内、湿度のＩ（積分時間）を

示す。
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［ＨＬＢＤ］ ［Ｐ ＯＮ］  _
Humidity loop breaking dead band. Power ONユ ユ

湿度ＬＢＡデッドバンド。 停電復帰動作。

湿度のループ断線検出機能における警報判 停電後に復電した時、直ちに運転再開は

定湿度巾。 ＯＮ、再度、運転開始操作をしない限り起

動しないのはＯＦＦを設定する。

［ＨＬＢＴ］
ユ ［ＰＶ］Humidity loop breaking time. 

Process Value湿度ＬＢＡ時間。 ウ

湿度のループ断線検出機能における警報判 現在の槽内温度（湿度）の測定値。

定までの時間。

［ＲＰＴ］
Repeat  ［Ｈ Ｐ］ ウ

ユ 実行回数（繰返回数）の設定。Humidity proportional
ＰＩＤ定数の内、湿度のＰ（比例帯）を示す｡ １～９９を設定出来る。０は設定出来ない。

１は１回のみ実行 （繰り返しなし）。

［Ｈ ＰＢ］ ９９は無限繰り返し。 
Humidity PV biasユ

湿度ＰＶ表示の補正値。 ［ＲＳＥＴ］
Reset槽内の任意の位置にセットした処理試料の ウ

実測湿度と、調節器が表示しているセンサ タイマーがリセットされていることを示す。

ー位置の湿度とに差違がある場合にその差

分を補正する数値。 ［ＳＡＳＰ］
Start Stopウ

［ＨＯＬＨ］ 自動入切運転モード。
Humidity output limit highユ

湿度ヒーター出力リミット１。 ［ＳＴＡＴ］
Start多湿時のヒーターの出力量の上限を通常は ウ

１００％又は１０５％に設定する。 自動入運転モード。

出力量を抑えたい場合には任意の％に設定

出来る。 ［ＳＴＯＰ］
Stopウ

［ＨＯＬＬ］ 自動切運転モード。
Humidity output limit lowユ

湿度ヒーター出力リミット２。 ［ＳＶ］
Setting Value低湿時のヒーター出力量の上限を設定する｡ ウ

工場出荷時には最適値に設定されている。 温度、湿度の設定値。

出力量を変えたい場合には任意の％に設定

出来る。 ［ＳＶＥＨ］
SV End humidityウ

［ＩＮＴ］ 勾配運転モード（ＰＴＮ１，２，３，４）
ユ で、運転終了後の湿度を設定する。Interval

最終ステップの運転終了後、ＳＶＥＨで設コンピュータとの通信中にデータの欠落

定された湿度で運転を継続する。等を防止するために設ける時間的すきま。

リンク運転モード（ＰＴＮ５，６）でリン0～200msの間の時間を設定する。

クが設定された場合の運転時には、この設

［ＭＯＤＥ］ 定は無視される。
Modeウ

 連続運転   自動入運転 ［ＳＶＥＴ］（ ）、 （ ） 
SV End temperature（自動切運転 、（自動 ウ）

入切運転）の４つの運転モード。 勾配運転モード（ＰＴＮ１，２，３，４）
で、運転終了後の温度を設定する。《ＰＴＮ ０》の中で選択する。
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最終ステップの運転終了後、ＳＶＥＴで設 ［Ｔ ＰＢ］ 
Temperature PV bias定された温度で運転を継続する。 ユ

リンク運転モード（ＰＴＮ５，６）でリン 温度ＰＶ表示の補正値。
クが設定された場合の運転時には、この設 槽内の任意の位置にセットした処理試料
定は無視される。 の実測温度と、調節器が表示しているセ

ンサー位置の温度とに差違がある場合に、

［ＳＶ Ｈ］ その差分を補正する数値。 
Setting value humidity.ウ

湿度設定値。 ［ＴＭ Ｐ］ 
TM Stop勾配運転モードでは、そのステップの最終 ウ

目標湿度。 自動切運転モード又は自動入切運転モー
ドで自動切ステップの時間を設定する。

［ＳＶ Ｔ］ 
ウ ［ＴＭ Ｓ］Setting value temperature.  

TM Start温度設定値。 ウ
勾配運転モードでは、そのステップの最終 自動入運転モード又は自動入切運転モー
目標温度。 ドで自動入ステップの時間を設定する。

［ＴＡＯＨ］ ［ＴＯＬＨ］ 
Temperature analog output high Temperature output limit highユ ユ

伝送出力上限温度。 加温ヒーター出力リミット。
レコーダーの上限目盛に相当する温度を指 加温ヒーターの出力量の上限値で、通常
定する項目。 は１００％又は１０５％に設定する。

出力量を抑えたい場合には任意の％に設

［ＴＡＯＬ］ 定出来る。
Temperature analog output lowユ

伝送出力下限温度。 ［ＴＳ１］
Time signal 1レコーダーの下限目盛に相当する温度を指 ウ

定する項目。 タイムシグナル１。

勾配運転パターン（ＰＴＮ１，２，３，

［Ｔ Ｄ］ ４）で、指定したステップのタイマー計 
ユ 時中に接点出力をＯＮにする機能。Temperature differential
ＰＩＤ定数の内、温度のＤ（微分時間）を

示す。 ［ＴＳ２］
Time signal 2ウ

［Ｔ Ｉ］ タイムシグナル２。 
ユ 勾配運転パターン（ＰＴＮ１，２，３，Temperature integral
ＰＩＤ定数の内、温度のＩ（積分時間）を ４）で、指定したステップのタイマー計

示す。 時中に接点出力をＯＮにする機能で、

ＴＳ１と合わせて２ＣＨのタイムシグナ

［ＴＬＢＤ］ ルを装備しており、それぞれ独立して設
ユ 定することが出来る。Temperature loop breaking dead band.
温度ＬＢＡデッドバンド。

温度のループ断線検出機能における警報判 ［Ｕ］
User定温度巾。 ウ

“ＥＮＴＥＲ”キーを５秒押して、ユー

［ＴＬＢＴ］ ザー設定モードに入った時、パターン番
ユ 号の表示窓にＵの文字が表示され、ユーTemperature loop breaking time.
温度ＬＢＡ時間。 ザー設定モードであることを示す。

温度のループ断線検出機能における警報判

定までの時間。 ［ＷＴ Ｈ］ 
Wait humidityウ

［Ｔ Ｐ］ 湿度ウェイト。 
ユ タイマー運転やステッププログラム運転Temperature proportional
ＰＩＤ定数の内、温度のＰ（比例帯）を示す｡ 等、湿度と時間を関連づけて運転する場
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（ ） 。合のタイマーの待機巾 WAIT巾 を設定する
ウェイト巾は０～５０（％ＲＨ）の巾で 設
定出来る。
０に設定した場合は±０．５（％ＲＨ） に
なる。

［ＷＴ Ｔ］ 
Wait temperatureウ

温度ウェイト。
タイマー運転やステッププログラム運転等、
温度と時間を関連づけて運転する場合のタ
イマーの待機巾（WAIT巾）を設定する。
ウェイト巾は０．０～９．９（℃）の巾で
設定出来る。

ゼロ℃に設定した場合は±０．０５（℃）

になる。

［ＷＴＹＰ］
Wait typeウ

ウェイトの主体を設定する。

（温度 、（湿度 、） ）

（温度と湿度 、 （ウェイトなし）の） 

４種から選択する。

温度を選択すると、湿度の動向に関係なく

温度が設定温度に到達した時点からタイマ

ーの計時が開始される。

湿度を選択すると、温度の動向に関係なく

湿度が設定湿度に到達した時点からタイマ

ーの計時が開始される。

温度と湿度を選択すると、温度と湿度の両

方が設定に到達した時点から計時が開始さ

れる。

ウェイトなしを選択すると、自動切りモー

ドでは運転開始と同時に、自動入切モード

では入り運転開始と同時に、勾配運転モー

ドではステップが切り替わると同時に、そ

れぞれタイマーの計時が開始される。
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用 語 解 説
調節器の表示値（ＰＶ）＝【数字】

実際の測定値＋ＰＶバイアスの設定値７セグメントＬＥＤ
ＲＳ－４８５準拠数字を表示するための発光ダイオード

で７つのセグメント（素子）から出来 ＥＩＡが決定したコンピュータ等の通信規格で、

ている。 ＲＳ－２３２Ｃ，ＲＳ－４２２，ＲＳ－４８５

等の一つで、ＲＳ－２３２Ｃ方式に比べて通信７セグメント

の高速化、長距離化に対応し、ノイズにも強く、【アルファベット】

更に複数の装置を接続できるバス方式にも対応ＡＤＶキー
Advanceの略。 アドバンスキー。 可能な規格で、この規格に準拠した通信方式。⇒

ＡＴ ＲＵＮキー
Auto tunningの略。 オートチューニング。 ラン／ストップキー。⇒ ⇒

ＤＦ－ＰＩＤ制御 ＳＴＥＰ
ＰＩＤ制御でも「設定温度に対する応答」が良くな ステップＮｏ。⇒

ＳＴＯＰキーるようにＰＩＤの各定数を設定すると 「外乱に対、

する応答」が悪くなる。 ラン／ストップキー。⇒

ＳＶ反対に「外乱に対する応答」が良くなるようにＰＩ

Ｄの各定数を設定すると 「設定温度に対する応答」 設定温度。セットバリュー。、 ⇒

ＴＥＭＰが悪くなる。

ＤＦ－ＰＩＤ制御では「外乱に対する応答」が良く Temperature の略。温度。⇒

ＴＩＭＥ ＯＦＦなるようなＰＩＤ定数のままで「設定温度に対する

応答」の形状をSlow,Mediam,Fastの中から選択出来 自動切りモード。⇒

ＴＩＭＥ ＯＮる制御方式。

自動入りモード。ＥＥＰＲＯＭ ⇒
内容を書き換え可能なメモリ （記憶素子）。

【ア行】ＥＩＡ規格
アクセルエンジン方式アメリカ電子工業会の規格。日本のＪＩＳに相当する。

▲キーや▼キーを押して数値を変化させるときＥＮＴＥＲキー
エンターキー。 押した直後はゆっくりと数値が変化するが、押⇒

し続けると段階的に変化速度が速くなって、大ＦＳ
測定可能な最低温度から最高温度までの温度巾。 きな数値差を素早く変化させられる方式。

圧縮器フルスケール。

冷凍機の中で、冷媒のガスを圧縮して高圧にするＨＵＭＩ
Humidityの略。⇒湿度 ⇒相対湿度。 装置。

ＬＢＡ アップキー
Loop breaking alarmの略。⇒ループ断線警報。 数値を増やす方向に変化させるキー。

ＭＯＤＥキー 圧力スイッチ
モードキー。 冷凍機の冷媒の圧力が異常に高くなったり、異⇒

常に低くなった場合に接点が動作するスイッチ。Ｏｖｅｒｈｅａｔ ｐｒｏｔｅｃｔｏｒ
アドバンスキー⇒過熱防止器。

タイマー運転の自動入切モードと、勾配運転モＰＩＤ制御
ＰＩＤ制御は、Ｐ（比例帯）Ｉ（積分時間）Ｄ ードのパターン運転時やパターンプログラムの

（微分時間）の３つの定数を設定することにより 作成時に強制的に次のステップに進ませるキー。

ウイック安定した制御結果を得ようとする制御方式で、

現在広く使われている制御方式。 湿球センサーを湿らせるための吸水布。

一般にガーゼ様の布が使われる。ＰＯＷＥＲキー
ウェイト機能⇒パワーキー。

槽内の温度（湿度）が目的の温度（湿度）になＰＴＮ
Patternの略。 パターンＮｏ。 っている時のみにタイマーの計時を行わせるた⇒

めるに、変化する温度（湿度）が設定値に到達ＰＶ
測定温度。プロセスバリュー。 するまでタイマーの計時開始を待機させる機能。⇒

ＰＶバイアス ウェイト主体
実際の測定値に設定したＰＶバイアス値を加算（減 温度と湿度とでは設定条件によって設定値に到

算）する機能。 達する時点が違うため、本器では設定到達を検

出するウェイト主体を、温度主体、湿度主体、
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温度と湿度、ウェイトなしの４種から選択可能と ±0.5％（ FS）という表現は２００℃巾の

している。 ±0.5％、つまり±１℃以内の誤差範囲を

温度主体が選択された場合（一般には全て温度主 表す。

体）には、湿度の動向に関係なく温度が到達した

【カ行】時点からタイマー計時が開始される。

外気温警報湿度主体の場合は温度が到達していても、湿度が

到達するまでタイマー計時は待機状態となる。 空冷式冷凍機では圧縮された高圧の冷媒ガスを凝

温度と湿度の場合は、両方が設定に到達した時点 縮器と呼ばれる熱交換器に周囲の空気を吸い込ん

から計時が開始される。 で冷却、液化しているが、吸い込む空気の温度が

ウェイトなしの場合には、タイマーモードでは運 高くなると冷媒ガスが十分に冷却されないため、

転状態になると同時に、勾配運転モードではステ 圧力が高くなって圧力異常エラーとなるが、その

ップが切り替わると同時に、それぞれ計時が開始 前に周囲温度が高すぎる旨警告して冷凍機を遮断

される。 する。

ウォッチドッグタイマー警報 外部過熱防止
マイクロコンピュータ（ＣＰＵ）の動作を監視し、 この温湿度調節器には温度調節器本体内部での過

プログラムの処理が出来なくなったことを検出す 熱防止機能とは別に、一体型で組み込まれている

るタイマー（番犬タイマー）の警報。 独立した過熱防止器による過熱防止機能。

運転モード 下降ランプ
パターンＮｏ０の中には次の４種類の運転 勾配運転で下降ステップを運転中に点灯するラン

モードがある。 プで、どんなに緩やかな下降カーブでも下降ステ

①連続運転モード ップであることが確認出来る。

加湿“RUN”後直ぐに加温、加湿制御を始めて、

設定温度、設定湿度で“STOP”キーが押 水蒸気を加えて湿度を上げること。

されるまで運転を続けるモード。 除湿⇒

加湿器②自動入運転モード

タイマーの時間を設定して“RUN”すると 加湿用の水蒸気を発生させるためのボイラ。

設定された時間が経過するまで待機状態 加湿⇒

ガス用電磁弁を保ち、時間が経過した後に加温、加湿

運転を開始する運転モード。 電気信号で冷媒ガスの流路の開閉を行う弁。

過熱防止器③自動切運転モード

“RUN”後直ぐに加温、加湿制御を始めて、 恒温恒湿器その他、全ての恒温器にとって最大の

設定温度（湿度）に到達してからタイマ 危険は過熱が元で発生する事故で、これを未然に

が計時を開始し、設定時間が経過した後 防ぐための安全装置。

空焚警報に自動的に運転終了となるモード。

④自動入切運転モード 加湿器の水位が低下し、加湿ヒーターが露

②と③を組み合わせたモードで “RUN” 出して空焚状態になった時の警報。、

乾球後入時間が経過してから加温、加湿を開

始し設定温度（湿度）に到達し後に切時 湿度測定法の一つである通風乾湿計方式で

間が経過してから運転停止になるモード。 は２本の温度計の一方の感温部を湿布で覆

い、２本の温度計の温度差から湿度を求めエラー
装置やシステムに機械的、電気的に異常が発生し るが、この時の湿布で覆われていない方の

て正常な運転の継続ができなくなること。 温度計を乾球という。 湿球⇒

エンターキー キーロック
入力した数値や、選択した機能を登録して有効に 使用者の誤操作や第三者による設定値の改変を防

するキー。 止するために、キー操作を受け付けないようロッ

クする機能。オートチューニング
給水タンクＰＩＤ制御において、人手でＰ，Ｉ，Ｄの各定数

の値を正しく選定するには、高度な技術と永い経 加湿用の水（純水、蒸留水）を蓄えておく

験が必要となるが、これをマイクロコンピュータ タンク。

給水電磁弁が自動的に演算して読み込む機能。

電気信号で加湿用水の流路の開閉を行う弁。温度検出端
温度センサーのことで、一般には熱電対や 主に落差式給水方式に用いられる。

給水ポンプ測温抵抗体を指す。

装置の下部に置かれた給水タンクから上部の水回温度指示精度
測定値として表示している温度と真の温度 路に揚水するためのポンプ。

凝縮器との誤差関係が、どの程度の範囲内にある

かを示す。例えば０～２００℃の調節器で 圧縮器から吐出された高温高圧の冷媒ガスを冷却し
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て凝縮（液化）させる装置。 勾配運転で上昇ステップを運転中に点灯するラン

プで、どんなに緩やかな上昇カーブでも上昇ス許容周囲温度
装置が仕様通りの性能を維持して運転を続けられる テップであることが確認出来る。

初期化温度。低すぎると昇温性能が、高すぎると冷却性能

が悪くなる。 ユーザー設定モードで設定されたＰＩＤ定数そ

の他の数値を、メーカー出荷時に設定された数係留ランプ
勾配運転で一定温度をキープ（係留）するステップ 値に戻す機能。

除湿で点灯するランプ。

湿度（水分）を取り除くこと。結露
空気中の水分が表面温度の低い物体に接触し、露点 本器では冷却器で水分を凝縮液化して除湿する

温度以下まで冷却されて水分を凝結、露を結ぶか、 機械式除湿方式を行っている。 加湿⇒

水位低下濡れを生ずる現象。

加湿器や湿球ポットの水位が低下しても勾配運転
目標の温度までの昇温（降温）時間を指定し 給水機能が働かない時の警報。

ステータス出力て一定の直線勾配で昇温 下降 させる運転（ ） 。

装置が一連の運転条件の中で、現在の運転

状態に応じて接点信号を出力する機能。【サ行】

サンプリング周期 ステップＮｏ （ Ｓ Ｔ Ｅ Ｐ ）
温度調節器が温度、湿度の測定を、どの位の パターンの運転中や作成中に現在進行中

周期で実行するかの数値 （単位秒） のステップを示す番号。。

時間表示器 制御ライン遮断出力
タイマーの時間表示器で、設定時間、経過時間、残 過熱防止器が動作した時、ヒーターを直接遮断す

り時間等を９９時間５９分まで４桁の数値で表示す る出力回路。

積分時間る。

ＰＩＤ定数の内Ｉの値で、積分動作だけで比例動湿球
湿度測定法の一つである通風乾湿計方式で２ 作と同じ操作量を得るまでの時間。積分時間が短

本の温度計の一方の感温部を湿布で覆い、２ いほど積分効果は強くなる。

積分動作本の温度計の温度差から湿度を求める場合の

湿布で覆われている方の温度計を湿球という 操作量を、偏差の大きさと偏差の生じている時間。

乾球 に囲まれた面積、つまり積分値の大きさに比例し⇒
て動かそうとする動作。実行回数
設定温度プログラム運転で一つのパターンを繰り返し

運転する場合の繰り返し回数（リピート回数 。 温度調節器に、制御させる目的で設定された）

実行回数１回では繰り返しなし、実行回数２ 運転希望温度。⇒ＳＶ

設定指示分解能回では１回繰り返しとなる。

温度や湿度を設定したり指示できる最小湿度
相対湿度。 単位で、本器の場合は温度は０．１℃⇒

湿度は１％ＲＨとなっている。自動入モード
設定湿度タイマーで時間を設定し、その時間が経過した後に

自動的に運転を開始する運転モード。 温湿度調節器に、制御させる目的で設定さ

れた運転希望湿度。⇒ＳＶ自動入切モード
設定値異常タイマーで時間（１）と時間（２）を設定し、時間

（１）が経過した後に自動的に運転を開始して温度 その設定項目で規定されている設定可能な

が上昇し、設定温度に到達してから時間（２）が経 数値以外の不合理な数値が入力されること。

過すると自動的に運転を停止する運転モード。 例えば、最高温度２００．０℃の装置で

２００．１℃以上やタイマーの分設定で自動切モード
温度が上昇（下降）し、設定温度に到達してから設 ６０以上の数値が入力される等。

ゼロクロス定した時間が経過すると自動的に運転を停止する運

転モード。 ヒーターの入切制御で、必ず交流波形の０

Ｖ（ゼロボルト）付近でＯＮ又はＯＦＦをシフトキー
設定温度、湿度、時間の表示器で、３桁又は４桁の させることにより、火花やノイズの発生を

数値を設定する場合に設定桁を右に移動させるキー。 抑制する機能。

上限出力リミット センサー断線
ヒーターの出力比率の上限を設定 （単位％） 温湿度調節器では温度、湿度を検知するセ。

通常は１００または１０５に設定。 ンサー（測温抵抗体、熱電対等）が断線す

ると、設定温度に関係なく測定温度を最上昇ランプ
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高温度以上に表示するよう設計されている を防止するために設ける時間的すきま。

通信機能（バーンアウト機能という）ため、センサ

ーが断線すると必ず設定温度より測定温度 温湿度調節器とコンピュータとをケーブ

（表示温度）の方が高くなるのでヒーター ルで接続して、コンピュータから温湿度

がＯＦＦになって温度は全く上昇しなく 調節器（恒温恒湿器）を制御する機能。

通信デバイスアドレスなる。

コンピュータと複数の温度調節器が通信センサー補正
ＰＶバイアスによってセンサーの測定表示 する場合に他機と区別するために自機に

温度（湿度）を一定の範囲で補正するため 付けられる固有名詞のような番号。

低湿の機能。

０～１００％ＲＨの湿度の範囲で比較的相対湿度
ある温度の空気中に気体の状態で含まれ得 低い湿度の領域で、境界は明確ではない

る最大の水分量（飽和水蒸気圧）を１００ が、おおむね４０％ＲＨ程度以下を低湿

として、現在含まれている水分量を百分率 という。⇒多湿

停電警報で表した数値を相対湿度という。

一般に湿度といえば相対湿度を指すが、現 運転中（特に夜間等）に停電があったこ

在の空気中に含まれている水分の絶対量を とを報知する機能。

表す絶対湿度と区別するため、％ＲＨ(Rel- ユーザー設定で、停電後の復帰動作がＯＮ

ative humidity)という単位記号で表す。 になっている場合には復電すると自動的に

運転を再開するが、この時、停電があった槽内温度（湿度）
試験槽の中の現在の温度（湿度 。 ことを知らせる機能で、警報というより報）

知の機能である。測温抵抗体
温度センサーの一種で、白金（Pt）の温度 ユーザー設定で停電後の復帰動作がＯＦＦ

による電気抵抗の変化を読みとって温度に になっている場合には報知しない。

停電後の復帰動作換算する。精度の高い測定が出来る。

運転中に停電し、その停電が終わって復測定温度
温湿度調節器が測定した現在の槽内温度。 電した時の装置の状態。

⇒ＰＶ 装置を停電前の状態から自動的に運転を

継続させるか、停止状態に維持し、起動測定湿度
温湿度調節器が測定した現在の槽内湿度。 操作が行われた場合にのみ運転状態にす

るかを選択する。

停電停止【タ行】

停電後の復帰動作の選択がＯＦＦになっ待機運転
自動入モード又は自動入切モードで自動入 ている場合で、復電時に停止状態を維持

設定時間が経過するまで起動せずに待機し し、起動操作が行われた場合にのみ運転

ている運転状態。 状態になる状態。⇒停電復帰

タイムシグナル 停電復帰
勾配運転のパターンで、指定したステップ 停電後の復帰動作の選択がＯＮになって

でタイマーの計時中に接点出力をＯＮにす いる場合で、復電時に停電前の状態から

る機能。 自動的に運転が継続される状態。

⇒停電停止ダウンキー
データ保持期間数値を減らす方向に変化させるキー。

⇒アッブキー ＥＥＰＲＯＭ（記憶素子）が記憶したデ

ータを保持し続けられる期間。多湿
デッドバンド０～１００％ＲＨの湿度の範囲で比較的多

湿度の領域で、境界は明確ではないが、お 動作すきま。

おむね７０％ＲＨ程度以上を多湿という。 温度（湿度）制御において１つの動作点を設

⇒低湿 けた場合に、温度（湿度）がその動作点の線

上にあったとき動作点の僅かに上と、僅かに調湿表
恒温恒湿器で湿度運転をした場合に、その 下では全く反対の動作をするため動作が不安

装置で実現可能な湿度の範囲を、横軸に温 定になるので、制御点を挟んで動作点を２つ

度、縦軸に湿度の目盛をとったグラフで示 設けて動作を安定させる。

した表で、恒温恒湿器のカタログや仕様書 この２つの動作点の間を動作すきまと云う。

デフォルトには必ずついており、装置の湿度運転性能

を判断するための表。 初期値。メーカー出荷時に設定された状態。

通信インターバル時間
コンピュータとの通信中にデータの欠落等
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デフォルトリセット機能 半二重マルチドロップ接続
⇒初期化。 コンピュータと温度調節器の通信で１つ

の通信路で送信と受信を交互に行う通信電気容量型湿度センサー
感湿材の水分の吸収・放出に伴う誘電率の 方式で、これを１台のコンピュータから

変化から相対湿度を測定するセンサー。 複数の温度調節器を接続して遠隔集中管

応答速度が速く、-40～ 150℃と耐熱性に優 理を行う。

微分時間れ、相対湿度も0～ 100%RHまで測定出来る。

ＰＩＤ定数の内Ｄの値で、偏差が増減する電源ブレーカー
漏電と過電流に対する保護機能と元電源ス とき、微分動作だけで比例動作と同じ操作

イッチを兼ねたブレーカー。 量を得るまでの時間。 積分時間⇒

伝送出力 微分動作
制御動作とは全く無関係に、測定した温度 操作量を偏差の生じる割合（速さ）に比例

（湿度）に相当する電圧に変換して出力し、 して動かす修正動作（ブレーキ）を加えて

その電圧を記録計に入力して制御結果を記 偏差が大きくなるのを未然に防ごうとする

録するための出力。 動作。 積分動作⇒

トライアックショート 比例帯
ヒーターを入り切りするスイッチとしてト 比例動作で設けられる温度の巾（帯）で、

ライアックやＳＳＲと呼ばれる半導体素子 帯の下端から上端までの温度巾を比例帯

を使用しているが、この素子がショート という。

比例動作（パンク）すること。

素子がショートすると温度に関係なくヒー ＰＩＤ定数の内Ｐの値で、設定温度を中

ターが加熱し続けるので過熱事故の元に 心に温度の巾（帯）を設け、帯の下端ま

なる。 でが１００％の出力、中心（設定温度）

が５０％の出力、上端以上が０％出力の

直線の中で、現在の測定値の位置に比例【ナ行】

するヒーター出力で熱的に平衡する点で内部上限警報
槽内温度が温湿度調節器内部で任意に設定 制御する方式。

された温度を超えて上昇した場合に、ヒー ヒーター出力が５０％で平衡しない限り

ターを遮断して警報を出す過熱防止機能。 設定値と測定値は一致せずオフセット

外部独立過熱防止器とは全く別に機能する （定常偏差）を生ずる。

フリー電源ので区別される。

一定の電圧の巾の中であれば、どんな電二位置方式
設定温度以下ではヒーターがＯＮし、設定 圧でも動作する電源方式。

温度以上ではヒーターがＯＦＦする制御 この調節器はＡＣ ８５ ～ ２６４Ｖ

方式。ＯＮ／ＯＦＦ制御ともいう。 （１００Ｖでも２００ＶでもＯＫ）のフ

リー電源。入力値警報
フロートスイッチＣＰＵの内部固定入力値が許容範囲を超え

た場合の警報。 湿球ポットの水位レベルや加湿器の水位

レベルを検出するための浮子式磁気リー熱電対
温度センサーの一種で、二種類の金属線の ドスイッチ。

プログラム制御両端を接続（溶接）してその両端に温度差

を与えると温度差に比例した電流が流れる 一般には「予め定められた順序、又は条

ゼーベック効果を利用して温度を検出する。 件に従って制御の各段階（工程）を進めて

組み合わせる金属線の種類によって測定し いく」と定義されるが、恒温（湿）器にお

易い温度領域の違う各種熱電対がある。 いては試料試験で要求する温湿度を時系

列で変化させる制御。

【ハ行】

【マ行】パターンＮｏ （ Ｐ ＴＮ ）
モードキー連続運転を含むタイマー運転、勾配運転

リンク運転等の各モードをパターンＮｏで ＰＴＮ０では連続運転とタイマーのモー

区別する。 ドを、ＰＴＮ１～６では運転画面と設定

画面の切換に使用されるキー。バックアップデーターエラー
水用電磁弁電源投入時、バックアップデータのチェッ

クを行いデータが変化していた場合や通電 給水電磁弁⇒
中に書き込み不良が発生した場合の警報。

【ヤ行】パワーキー
ユーザー設定モード温度調節器を起動させたり、停止させるキー
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ＰＩＤ定数を始め、ユーザーに必要な各種 いては試料試験で要求する温湿度を時系

の定数や運転条件を設定するモード。 めの媒体となる流体。

気相と液相が混在出来て沸点の低い物質

であれば全て冷媒となり得るが、可燃性、【ラ行】

毒性等の安全性、価格等からフロンガスラン／ストップキー
選択されたモードでの運転を開始したり停 が広く使われて来たが、フロンに含まれ

止させるキー。 る塩素がオゾン層を破壊することが確認

されてからモントリオール議定書で規制リピート
パターン運転において、そのパターンを任 がしかれ、塩素を含まない代替フロンが

意の回数繰り返し運転する機能。 使われるようになったが、これらも地球

温暖化係数が高いことから1997年に京都リミッ トサイクル法
スタート時点からＯＮ／ＯＦＦ動作を開始 議定書で規制の対象となり、代替物質の

させ、これによって発生するハンチングの 開発が望まれている。

連続運転周期と振幅の値からＰＩＤ定数を算出する

方式。一般のリミットサイクル法で算出さ 予め設定された１点の温度と１点の湿度

れた定数では “設定温度に対する応答” で運転を開始し “STOP”キー又は“PO-、 、

と“外乱に対する応答”とは相反するが、 WER”キーが押されるまでその温度と湿度

本器では従来の方式を一歩進めた演算方式 を保って運転し続ける運転方式。

により“外乱に対する応答”がよくなるＰ

ＩＤ定数のまヽ“設定温度に対する応答”

もよくするようなＰＩＤ定数を算出してい

る。

リンク運転
ＰＴＮ０を除くＰＴＮ１～４を任意の配列

で接続して運転する機能。

２種類の接続内容をそれぞれＰＴＮ５、

ＰＴＮ６としてパターンＮｏで管理する。

ループ断線警報
制御出力が０％又は１００％に達した時点

から設定時間毎に測定値の変化をみて、ヒ

ーター操作回路の良否を判断する機能。

出力０％でも昇温が続く場合はトライアッ

クショート、出力１００％でも昇温しない

場合にはヒータ断線と、それぞれ判断する。

冷却過圧
冷媒の圧力が異常に高くなった時の警報。

冷却過電
冷凍機の圧縮器に過大な電流が流れた時の

警報。

冷却器
冷媒を蒸発させて槽内の空気の熱を奪い取

る装置で、蒸発器、フィンコイルとも呼ば

れる。

湿度運転時には除湿器として機能する。

冷却ファン
圧縮器から吐出された高温高圧の冷媒ガスを冷却

して凝縮（液化）するために、凝縮器に外気を吸

い込むファン。 凝縮器⇒

冷凍機
一般には冷媒を封入して、圧縮、凝縮液化

膨張、蒸発といった一連の冷凍サイクルの

中で用いられる諸々の部材を含めた機関全

体を冷凍機と呼ぶ。

冷媒
冷凍装置内を循環し、圧縮、凝縮、膨張、

蒸発、圧縮と冷凍サイクルを繰り返し、熱

を低温部から吸収して高温部に放熱するた
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